


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　目次






プロローグ　あるセイラーのサーフ




Ⅰ　あるスカベンジャーの孤独

Ⅱ　あるイミグラントのソング

Ⅲ　あるアマダイバーの孤独

Ⅳ　あるメッセンジャーのライズ




エピローグ　あるセイラーのさ～ふ



あとがき









[image: ひとつ海のパラスアテナ3]
















　ビフォアの時代、「アクア説」と呼ばれる進化上の仮説があった。

『他の哺ほ乳にゆう類、とりわけサルと比べてヒトは体毛が薄く皮下脂肪が多い。陸の少ない原始において、肉体を水上生活に適応させる必要があったのだ』

『ヒトだけが涙を情動分ぶん泌ぴつする。これは海水の塩分を体外へ排出する機能の名残なごりだ。我々の手には水かきもある。鼻も水が入りにくいよう下を向いている』

　ゆえにヒトの先祖は一時的に海で生活していた──そうアクア説は主張する。

　進化の起源をたどればそれは理のある推論だ。イヌになるはずだった哺乳類は、海へ入ってクジラになった。アシカやジュゴンも元は陸りく棲せいだったという。ヒトも一時的に海を「選択」したという可能性は否定できない。

　だが、アクア説には裏づけがなかった。人類が海上生活を「選択」した確固たる証あかしは発見されていない。逆に反証はいくらでもある。

　血液と海水の成分が似ていることと同じ。アクア説も「だからなんだ」とあしらわれてしまう悲しき進化説だった。

　こういった先人のユニークなイマジネーションに触れる度、私はいつも笑ってしまう。

　誤解しないで欲しいが、そこに嘲ちよう笑しようのニュアンスはない。

　ビフォアにはツンドラ地帯に暮らすエスキモー、漂海民、砂漠の民たみ、そして標高四千メートルの山々に暮らす遊牧民が存在した。人間はどんなところにも住むことができる。

　そして気が遠くなるほど長く暮らせば、ペンギンや、ウミガメや、ラクダや、マウンテンゴートがそうだったように、肉体を生息域に適応進化させる種が現れる。それは命あるものの必然であり、「変化」を受け入れることが「生きる」ということだ。

　海で『気が遠くなるほど』過ごしたアフターの我々を見て、ビフォアの学者たちはどんな反応を示すか──。

　それを想像すると、私はサプライズパーティを計画する子供のようにワクワクしてしまう。同業者としてこれほど楽しい空想のタネはない。

　しかしながら、ヒトの水棲化マーマナイズはまだ始まったばかりだ。確認されている外見的兆候も今はまだ少ない。レトリックなどではなく、進化には「悠ゆう久きゆうの時フエーズ」が必要なのだ。

　今後アークの存在が世間に認知されれば、「進化の選択肢を減らす」という愚に走る輩やからも現れるだろう。我々は集合的無意識下でビフォアに対するコンプレックスを持っている。偏狭な「あるべき過去」によって、未来の惑ほ星しの姿を縛しばられてしまっている。

　結果、四つの選択肢がひとつになり、多様な進化の蓋がい然ぜん性が失われてしまうかもしれない。

　だから私は旅に出ることにしたのだ。愚者（歴史を鑑かんがみてわかる通り、征服行為自体を否定する意味はない）に対して予あらかじめ撒まき餌え──つまりは「選択肢の増加」を行うために。

「それが『オルカプロジェクト』なんだ。知識を持つ者として当然の使命だろう？」

　私が計画の意義を伝えると、妻は娘の寝顔を見ながら悲しげに首を振った。

「いいえ、あなたはただの薄情者ロマンチストよ。そして──私もね」
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　アフターの空は、ビフォアのどの時代よりも青い。

　汚染のない大気が散らした光のスペクトルは、思う存分青だけを散らす。

　穢けがれを浄化し終えた海も、深きはひたすらに蒼あおく、浅きは染み入るように碧あおい。

　陸と文明とその弊害──過去ビフオアのすべてが沈んだ現代アフター。

　遮さえぎるものの存在しないひとつ海の世界は、どこを向いても突き抜けるような青しかない。

　そんな空と海との境目を、一艇ていのヨットが帆はん走そうしていた。

　舵かじを握った少女の瞳ひとみは、光を湛たたえる水面みなもの如ごとくにキラキラと輝いている。

　青いスカーフをなびかせ笑う少女には、母に分けられたアキという名があった。

　アキはセイラー服で男装して「海の男」として生きるメッセンジャー──この三十フィート級セイリングヨット「パラスアテナ号」の船長だ。

　弱冠十五歳のキャプテン・アキが従えるクルーは二人いる。

　一人はアキより二つ「おねえさん」であり、ドクターを生業なりわいとするタカ。

　もう一人は四つ年下のスチュワーデス兼水先案内人ナビゲーターの少女、オルカだ。

　三年前、アキは海賊シーロバーによって両親と引き裂かれ、孤独に海をさすらっていた。

　そこで喋しやべるオウムガエルと出会い、以降は自分の名を分けた「キーちゃん」とともに、小さなカタマラン（双そう胴どう船せん）に乗って旅をする。

　だが、無む慈じ悲ひな海はアキからキーちゃんと愛船パラス号をも奪うばった。

　いよいよ絶望しかけていたアキに、アテナ号に乗ったフッカーの少女、タカが手を差し伸べる。タカは毎晩寝物語を通じて、アキに世界を、そして「生きる意味」を教えてくれた。

　強い絆きずなで結ばれた二人は、海賊に仲を引き裂かれても、一年別の航路を行っても、こうしてまた会うことができた。

　そんな絆を伝えることで、アキは人を信じない少女、オルカの心も動かした。どこか捨て鉢な世よ拗すねた少女に、行方ゆくえ不明の両親の生存を信じさせた。

　そして今、パラスの名を継いだアテナ──パラスアテナ号は、クルーそれぞれの希望を乗せて新たな航海へと旅立つ。

　真っ赤なセールに風をはらみ、パラスアテナは《セジング》フロートを出港した。

　アキの笑え顔がおに風が当たる。スカートのプリーツが波のように揺ゆれる。

　順風が満まん帆ぱんを押し、洋々たる前途にタカとオルカの表情も明るい。

　しかし、少女たちが三人寄って姦かしましさを発揮し始めた矢先、それは起こった。

　青天に霹へき靂れきが走った如く、青い海から、ズン、と大きな音が一度響いた。

　続いてごろごろと遠雷に似た唸うなり声を上げ、世界が鳴動し始める。

「海震……！　アキ、気をつけて！」

　タカが言うより早く、アキは透すき通った海に目を走らせていた。

　水面みなもが小刻みに震え、皺しわ寄った布のように波打っている。

　アシナシイグアナの集団が、何かから逃れるように高速で西へ泳いでいく。

　刹せつ那な、激しい揺ゆれとともに砕くだける波の音があった。アキは舵だ輪りんを握ったまま船尾を振り返る。

　視界が、一面の白で埋まっていた。

「え……」

　それは入道雲の如ごとくに広がった波の壁だった。

　海から屹きつ立りつした白波のオーロラが、放心したように見上げるアキから遠ざかっていく。

「何……これ……」

　白い一枚波が去った後、アキは慄りつ然ぜんとして海を見ていた。

　視線の先の泡だった海面に、途方もなく巨大な「穴」が開いていた。

　渦うず潮しおではない。

　視野の端から端までぽっかり開いた青い穴に、海が滝のようにざあざあ流れ落ちている。

　大いなる自然に生まれた、大いに不自然な窪くぼみ。

　見る者に得体のしれない不安を抱いだかせる、円形の深しん淵えん。

　さながら水底の海かい獣じゆうがすする如くに、「穴」は海のすべてを吸い込んでいた。

　海水を。

　魚群を。

　そして──。

「カリブディスがなんでこんなところに……！　シマさん！　シマさんっ！」

　オルカがほとんど悲鳴のように叫さけび、よろりとデッキの上に倒れた。

　すべてを飲み込むこの「穴」を、アフターの人々は神話の魔物になぞらえ「カリブディス」と呼んでいる。

　今、巨大な海獣が臓腑へ飲み込んだのは、オルカのすべてだった。

　廃棄物や滑走路など、ビフォアの人々が「いらないもの」を捨てるために作った巨大な海メのガおフ払ロいー箱ト。アフターにおいては人々の暮らしを支えるコミュニティであり、オルカにとっては家族同然の「シマさん」と過ごした故郷──。

　そんな《セジング》フロートが、少女たちの目の前で海の奈落へ廃棄された。

「オーシャンピット現象……！　噓うそでしょ……！」

　突とつ如じよ海上に穿うがたれたこの穴は、海底盆地トラフの多い海域で頻ひん発ぱつしている現象だ。しかし知識として知っているタカも、眼前の惨さん状じようをにわかには信じることができない。

　アキもまた、目まの当たりにした光景に呆ぼう然ぜんとしていた。

　笑え顔がおでパラスアテナを送り出してくれた「カリプソ」の店長、シマさんも──。

　結局アブラばかり売っていた隻せき腕わんのバイヤー、センシブルも──。

　自我も想いも関係なく、海に開いた口はそこに浮かぶすべてを飲み干していた。

「アキ！」

　倒れたオルカを抱きながら、タカが自失した船長の名を呼ぶ。少女たちが乗ったパラスアテナもまた、流す風とは逆方向に船尾から海の大穴へ招かれている。

　だが、アキにはどうすることもできなかった。

　船外機（エンジン）を持たないパラスアテナには、帆に風を受ける以外の推進力がない。

　海面のすべてが「穴」に引き寄せられている以上、舵かじを切って方向転換しても逃げ場がない。

　──冒険は始まったばかりなのに、もうここで終わるの……？

《サクラジマ》で預かったメッセージを、きちんと《シキバ》へ届けたかった。

　旅から戻ってこないオルカの両親も見つけてあげたかった。

　タカと二人でオフロに入る約束だってまだ果たせていない。

　後悔はいくらでもある。なのに何もできない自分が呪のろわしい。

「そんなの……嫌いやだよ！」

　声に出して叫さけぶ。しかし相手が海ではどうしようもない。歴戦のセイラーだったシマさんやセンシブルですら、自然の脅きよう威いの前に為なす術すべもなく沈んだのだ。

「あたしはアキを信じるわよ」

　ふいに舵を握ったアキの手に、タカの白い手が重なった。

「だから、あんたも自分を信じなさい。この間もノリと勢いで船を飛ばしたんだから、こんな穴くらいどうってことないでしょ？」

　タカの青い瞳ひとみはまっすぐにアキの目を見ている。赤い唇くちびるは過去の無む謀ぼうを笑うように、気高く凛り々りしく微笑ほほえんでいる。

「……！　タカちゃん、オルカちゃんと二人でキャビンへ入って！　中でライジャケ着てしっかりつかまって！」

　タカの言葉に励まし以上のものを感じ取り、アキは自身もライフジャケットを身につけた。

　舵だ輪りんのコンソールとハーネスをきっちり固定し、船尾を振り返って「穴」を見る。

　風で抗あらがってはいるが、パラスアテナはじりじりと着実に穴の底へと引き寄せられている。

　この状況から脱出する方法はない。ならば──。

「アキ、デコ娘はベッドに固定しといたわよ」

　いきなり耳元にタカの声が聞こえ、アキは驚き前を向いた。

　セイラー服の上にライフジャケットを羽織ったタカが、目の前にいる。

「タカちゃん！　危ないから中にいて！」

「嫌よ。あんたが失敗したらどうせ終わり。だったら死に場所くらい自分で選ぶわ」

　背後に回り込んだタカが、自身のハーネスとアキの体をセイフティラインで繫つなぎ始めた。

　その想いを汲くんで胸がカッと熱くなる。

　しかし頰ほほまで熱くなる前に、アキはステアリングを面おも舵かじ一杯に切った。

　後方に引きずられていた船体が、ゆるやかな弧こを描えがいて舳へ先さきを「穴」の方へと向ける。

「行こう、パラスアテナ！」

　舵を取る船長の声に応え、パラスアテナが飛沫しぶきを上げて走り始めた。

　真後ろの風をカンノンビラキの帆で受けて、船の速度がグンと増す。

　ごうごうと穴に落ちる水音が、どんどん大きくなって近づいてくる。

　船首が青い穴の縁に達した。船体がガクンと前方へ傾く。

「タカちゃん、しっかりつかまって！」

　水の喧けん騒そうに負けじと声を張り上げた。

「アキ、思う存分やんなさい！」

　舵だ輪りんごとアキの背中を抱かかえたタカも叫ぶ。

　青い円形の滝たき壺つぼの中へ、少女たちを乗せたパラスアテナが墜落した。

　漏ろう斗とに似た海の急斜面を、船体が高速で滑すべり落ちていく。

　水と風とが耳を叩たたき、あまりのスピードに上半身が仰のけ反ぞった。

　しかし大自然が冷たく吹きつける体は、背中のパートナーが命がけで支えてくれている。

　水の筒を滑落しながら、舵輪を回してアキは吠ほえた。

「回れえええっ！」

　青い絶壁に貼りついた小さなヨットが、くりんと弧を描いて急旋せん回かいする。

　風と落下の速度を推進力に変え、パラスアテナが海の斜面を滝登る──。

「やった！」

　小さな船は見事に坂を這はい上がり、海の穴から飛び出した。

　しかし快かい哉さいを叫さけぶアキを逃すまいと、奈落は再びパラスアテナを引き寄せる。

　アキはもう一度舵を回し、船首を海の穴へと向けた。

　船はまたも青いバンクを滑り落ちるが、船長の顔は頭上の青天と同じく曇くもってはいない。

「ハイっ！」

　アキは掛け声とともに大きく舵を切った。パラスアテナが疾風はやてのようにざぶんぐるんと旋回し、二度目の斜面を駆かけ上る。

「これ……カットバックじゃない！」

　アキの背中を抱いたまま、タカが驚きよう嘆たんの声を上げた。

　アフターの南洋で盛んに行われている演芸に、「サーフィン」というものがある。海に浮かべたササノハ貝型のボードに立ち、波に乗って技を披ひ露ろうする由ゆい緒しよある伝統芸能だ。幼い頃のアキも父と二人でよく技を競い合っていた。

「カットバック」はそんなサーフィンの技のひとつで、波上で体を反転させてボードを元の位置へ戻すテクニックだ。

　その際、最も重要なのは『ノリと勢い』──すなわち加速になる。

　タカの言葉からかつて親しんだ芸を連想し、アキはパラスアテナを自みずから穴へ落下させた。そしてそのスピードを利用して、ヨットでサーフィンばりのカットバックを演じてみせた。

「こうやって穴の縁ふちで粘ねばっていれば、いつかはオーシャンピットも塞ふさがる……。あんたほんと無茶苦茶ね。開いた口が塞がらないわ！」

　腰に回された手がきゅっときつく締まったが、アキに反応できる余裕はない。

　それからしばらくの間、パラスアテナは滝たき壺つぼの縁でアップダウンを繰り返し、これ以上なくコンディションの安定した波に乗り続けた。

　やがてスコールの後の桶おけのように、波紋をひとつ大きく残して海の穴は消失した。

「終わったみたいね」

「うん……」

　タカと体を寄せたまま、アキは静かに凪ないだ海を見つめる。

　まばゆい光が震える海面には、多くのものが浮いていた。

　発泡フロート材を使用した浮ふ沈ちん構造船と、半沈したヨット。

　沈みきらずに浮き上がってきた、人家やその建材。

　家具や寝具や漁具のような、《セジング》住民たちの生活の痕こん跡せき。

　ゆらゆらと漂う暮らしの残ざん骸がいは、嵐でバラバラになった浮うき島しま跡にもよく見られた。

　今まで何度も目撃した光景だが、無む慈じ悲ひな海の所業にはいつも胸が張り裂けそうになる。

　アキは静かにセイラー服の襟えりを立て、周りの音を集めた。

　しかし風は生者の声を運んでこない。

　今更鎮ちん魂こんのつもりなのか、波の音すら聞こえてこない。

「みんな……」

　唇くちびるを強く嚙かみながら、無音の海を恨うらんで睨にらむ。

「沈んじゃったわね」

　ハーネスを外し始めたタカの声に、虚無感が滲にじんでいた。

　海に生きるということは、海のすべてを受け入れることだ。大いなる力に対して無力である人々は、海が起こす気まぐれに対し覚悟を持って暮らすしかない。

「惑ほ星しのプレートがずれて海震が起こると、海の底が割れて海かい嶺れいがせり上がることがあるわ。その裂け目からマグマが噴き出すと、海水で冷やされて新しい地殻になる。マグマが裂け目とは別の支流に流れていった場合は、代わりに空洞部分に海水が引き込まれる。その裂け目が漏ろう斗とみたいな形だと、水を吸い込む際に海面に穴が開いたように見えるの。ビフォアでいうところの『ダム穴』──グローリーホールと同じ仕組みね」

　既に事実を受け入れたタカが、淡たん々たんと状況を説明する。

「それが海の落とし穴オーシヤンピツト現象よ。今あたしたちの真下には海底火山みたいな海かい嶺れいがあるわ。裂け目──つまり惑ほ星しの中心と繫つながった火口部分の深さが周りよりも圧倒的に深いから、ここだけ海の色が濃いでしょ。『ブルーホール』って言うのよ」

　遠くの海に目をやると、まるで潮目のように円を境に二色の海があった。

　今アキたちがいる円の内側、火口の真上は吸い込まれそうな暗い群ぐん青じよう。

　一方円の外側は、いつも見ていた透明度の高い《セジング》のクリアブルーに染まっている。

　こうして眺ながめるだけであれば、ブルーホールはまさに神秘的な光景だった。

「デコ娘が起きたら、あたしが全部説明してあげるわ」

　タカは冷静に振る舞うことで、気を紛まぎらわせようとしてくれているのだと思う。

　そうわかっていても、アキは青に囲まれた群青の円から目をそらすことができない。

「シマさん……。センシブルさん……」

　目から零こぼれた涙の雫しずくが、青いデッキシューズに群青の丸いシミを作った。

　──たくさん生きる理由が、また増えたよ。

　スカートのポケットに手を入れて、キーちゃんの肩骨を握る。相棒に語りかけながら、滲にじんで揺ゆれる両の瞳ひとみに《セジング》の海をしっかりと焼きつける。

　やがて鼻をすすって涙を拭ふうと、アキは船の四方にパラシュートアンカーを打ち始めた。昏こん倒とうしたオルカが目覚めるまで出航するわけにはいかない。

「……あれ？」

　クラゲ型のアンカーをぽいと海に投げ込んだ時、海面にボコッとひとつ泡が弾はじけた。

　太陽が海を沸かして水底の泥が発はつ酵こうすると、溜たまっていたガスが放出されてこんな風に気泡を作ることがある。残暑が厳しく底の浅い《セジング》ではよく見られる光景だ。

　だが、アキの目先の泡ほう沫まつは、一度に終わらず連続して発泡している。

「なんか、ブクブクしてる……」

「ちょっと、これ危ないんじゃないの！」

　ボコボコ浮かんで消える泡を指さし、タカがヒステリックに叫さけぶ。

　すわ海震の前触れか、あるいは熱水噴出孔チムニーの兆候かと、二人が手を取り身構えた時──。

　いきなり海面にウニ種の刺皮生物、「タコノマクラ」が浮かび上がってきた。

「ぷふぉぅ！」

　そして、喋しやべった。

「おう、カメのにーちゃん生きてたか！　こっちもみんなご無事だぜ！」

　タコノマクラのように見えたのは、頭頂部を花弁の形に剃そり込んだ男の坊主頭だった。

　男は《セジング》を訪れたばかりのアキにワインドロップ詐さ欺ぎを仕掛け、カンビス（高額通貨）を騙だまし取ったチンピラだ。男が言った『カメ』は、ビフォアの『カモ』を意味する。

「マジで死ぬかと思われたけどよ！　あれだほら！　備えあれば嬉うれしいなだ！」

　詐さ欺ぎ問答の際に緊張したアキの丁寧口調が伝染したチンピラ男が、海面でこちらを見上げてゲラゲラと笑っている。

「みんな……？」

「無事……？」

　戸惑いながらタカと顔を見合わせていると、チンピラの背後に、一人、また一人と、続々人が浮かび始めた。

　その中の一人、アキもよく知る赤いレザーコートの男が笑いながら言う。

「よぉアキ。おまえさん、セイラーなら泳ぎは得意だろ？　悪いがこれを『下』に届けてくれ」

　コートの上に羽織ったものを片腕で器用に脱ぐと、隻せき腕わんの老バイヤーはアキに向かってそれを放り投げた。

「センシブルさん！」

　濡ぬれたオレンジ色のライフジャケットを受け取り、アキは喜び右う舷げんに駆かけ寄る。

　一方タカは訝いぶかしげに眉まゆをひそめ、海上のバイヤーに問いかけた。

「センさん、どういうこと？　なんでみんな生きてるのよ」

「タカ、詳しい説明は後だ。セジングのフロートは『下』で引っかかってる」

　自身が商あきなっていたボロカヤックにつかまり、センシブルが続ける。

「ライジャケもウェットスーツも人数分はない。俺やシマコみたいに泳ぎが苦手な奴やつには浮力が必要だ。アキ、後はわかるな？」

「ハイっ！」とアキが勇んで海に飛び込もうとすると、「あんた絶対わかってないでしょ」とタカにセイラー服の後うしろ襟えりをつかまれた。確かにわかっていなかったが、嬉うれしい時は海に飛び込むのがセイラーなのだからしょうがない。

　その後のセンシブルの説明によると、アキがすべきは海に潜もぐって『引っかかってる』《セジング》まで泳いで行き、要救助者にライフジャケットを着せて一いつ緒しよに浮上してこいということらしい。早い話が、ライフセーバーをやってくれということだった。

「それなら、アキは着替えてあたしのラッシュガード羽織りなさい。じゃないと下着スッケスケになるわよ」

「ひっ、人前でそういうこと言わないでよっ！」

「別にいいでしょ。センさんには女だってバレてるんだから」

「余計にダメだよっ！」

「あら。アキにもようやく乙女心が芽め生ばえたのかしら。今夜はレッドライスでお祝いね」

　真っ赤になってうつむくアキを、タカがからかいニヤニヤ笑う。




　少年のような冒険心と、少年のようにささやかな乙女心。

　一人で生きてきた少女が、人々の中で生きていく。




　アキは今、自分が「変化」の只ただ中なかにいることに気づいていなかった。







[image: Ⅰ　あるスカベンジャーの孤独]










　　　１




　水平線に埋もれた斜陽が、足あ搔がく如ごとくに朱あかく雲を焼く。

　夜との境界をなあなあにした藤色の空の下、暗く陰った海面に、塩性グレープフルーツの樹やランチボートのキッチンがシルエットとなってゆらゆら揺ゆれている。

　カリブディスの襲撃を生き残った《セジング》の人々は、沈没を免まぬがれた船や漁から戻ったギョセンの上で、その切ないグラデーションの景色を眺ながめていた。

　しかし、船上に並んだ住民たちの顔はみな一様に明るい。

「オバアはこれで三度目さー。昔に比べたらナンクルナイさー」

「また一からやり直しじゃがね、人の生きるはケセラセラ。命あってのモノだねぇ」

「おにいちゃんも、通りすがりなのにありがとよぅ」

　海上で漂流物を集めていたアキは、船上の人々に敬意の笑え顔がおを返した。年季の入った老人ほどいきいき前を向いていることが心強い。海難を乗り越えてきた人々がここには大勢いる。

「おいヒシヤス！　テメェもメッセンジャーのあんちゃんを見習え！　ごくつぶしどもはこんな時くらい働きやがれ！」

　マストを後建てたトロール船の上で、頭をタウエル布で覆った男ががなり立てた。

　住民たちから『ギョロチョー親分』と呼ばれているこのフィッシャーマンは、老いたフロントマンに代わって「避難準備」の指揮を執る臨時の《セジング》リーダーだ。普段はその名の通り漁労長として、ギョセンで若いフィッシャーマンをしごいているらしい。

「働いてんだろが！　それから俺はごくつぶしじゃねぇ！　ミュージシャンです！」

　海面から怒鳴り返したのは、アキと同じく漂流物の回収作業をしていたチンピラ男だ。

　頭頂部に花模様を剃そり込んだ髪型の男──ヒシヤスは、周囲の若者たちにぶつくさ愚ぐ痴ちをこぼしつつも、真ま面じ目めにちゃぷちゃぷと《セジング》の欠片かけらを拾い集めている。

　先刻、気泡とともに浮かんできたヒシヤスが言ったように、《セジング》の住民は全員生存していた。

　ビフォアの人々が「いらないもの」を海に捨てるため作り出した巨大なオハライバコには、その下部に水密扉で封印された避難シェルターがある。収容できる人員は限られているが、今は空っぽの廃棄物収納スペースも二重隔壁の保護がされており、定期便で渡ってきたストレンジャーたちも含めて全員の無事が確認されていた。

　そんな《セジング》フロートの現状を、アキは実際に潜もぐって確認している。

　ブルーホールのほんの一メートル下の海には、フジツボ型に隆起した海かい嶺れいが大きく口を開けていた。山肌の側面には太古のアスファルトやビルデン礁しようが貼りつき、海底火山に置き換えると火口となる部分は、海面にほど近い場所で漏ろう斗とのように広がっている。

　三百人以上が滞在していた《セジング》は、その火口の中に引っかかっていた。

　この海かい嶺れいを横から透過して見た場合、末広がった「Ｈ」に似た形状になるだろう。ちょうど「Ｈ」の横棒部分に《セジング》がつっかえ棒のように引っかかっている形だ。「Ｈ」の書き始めに当たる水面から《セジング》までは、水深にしておよそ二十メートルになる。

　穴に吸い込まれたメガフロートは、海嶺の内壁にがっちりと挟はさまれていた。水圧で沈むこともないが、ビフォアの潜水艦のようにバラスト解放で浮上することもできない。

　そんなフロートのシェルター内で、人々の決断は早かった。

『隔壁は完全防水だ。空気はしばらく保つだろう。だがよ、じっと待っていても体が弱っちまうだけだ。体力に余裕があるうちに、全員協力して浮上しようぜ！』

　言い出したギョロチョーが指揮を執り、まず泳ぎの得意なヒシヤスたちが先発隊として浮上した。次いで泳力に自信のない子供や老人たちが、ライフジャケットやウェットスーツといった浮力装備を使い回し、ダイバー経験者とバディ（パートナー）を組んで浮上していく。

『ア～キ～ちゃ～ん』

　泳いで潜降したアキがシェルターに顔を出すと、涙目のシマさんがおなかに抱きついて迎えてくれた。

　持参したライフジャケットを次の浮上者に手渡し、アキはウェットスーツとフィンを装着したシマさんとともに海上を目指す。

　二十メートルという水深は、訓練を重ねたダイバーなら特に問題ない深さだ。アキは専業ではないものの、セイラーの多くは必要にかられてフリーダイブ（素す潜もぐり）のスキルもそれなりに身につけている。

　対するシマさんは泳ぎこそ苦手だが、オルカと違って水が怖いわけではなかった。避難口のハシゴを降りて海に入ると、ランチボート「カリプソ」の店長は今にも「ひ～ん」と泣き出しそうな顔をしつつ、懸けん命めいにイヌカキで海上を目指した。

　以降も、アキは生存者を救助するライフセーバーとして働いた。

　浮上の際に空気を吸うことはできないが、水圧により肺の中で圧縮された空気が膨ぼう張ちようしないよう息を吐はき出す必要はある。そのため海面にはヒシヤス出現時のように、あちこちでボコボコと空気の泡が弾はじけていた。

　救助された人々は、海の泡から生まれた女神アプロディーテの名を口にして生の喜びを分かち合った。小型ヨットの中で唯ゆい一いつ生き残ったのもタカがセンシブルに売り払ったアプロディーテ号だ。幸運の女神は少々ぞんざいに扱われても不ふ貞て腐くされないらしい。

　そして今、アキはヒシヤスたちに交ざって漂流物の回収作業を手伝っている。

　資源に乏とぼしいアフターに暮らす人々は、みなが物を大切に扱う。しかしいざそれを失った時には、さほど執しゆう着ちやくしない場合が多い。元々「すべては海から拾った物」と考えているため、それが海へ還かえっていくのは道理だと捉とらえている。

　そうはいっても《セジング》が沈んでしまった以上、住民はどこか別の浮きものへ避難せねばならない。その長い航行を生きるためにも水や食料は必要だ。

　回収作業を手伝いながら、アキは自分が人の役に立てることに喜びを感じていた。

　横に並ぶとはいかないまでも、ドクターであるタカと同じく人から必要とされることが純粋に嬉うれしい。ゆえに張り切った。災難に遭った住民たちに心配されるほど、アキは「ふおおお！」と海を泳ぎ回った。

「おにいちゃん、これ！」

　パラスアテナに戻ってぜいぜいと休きゆう憩けいしていると、小さな女の子が湯気の立つカップを運んできてくれた。今の船上にはアキ、タカ、オルカ以外にも、センシブルやシマさん、そして数名の《セジング》住民が一時的に同船している。

　女の子が差し出したカップを覗のぞくと、透明な液体の底にコンクリートの欠片かけらがひとつ沈んでいた。おそらく鍋なべが足りないのだろう。火に投じた石で湯を沸かす「ストーンボイリング」は、古代のアマダイバーたちも行っていた海上で暖を取る生活の知恵だ。

　アキは女の子に礼を言い、冷えた体にカップを当てた。正直ちょっと、いやかなり熱い。

　しかし「あたまった？」と少女に尋たずねられた際には、笑え顔がおでうなずいてみせた。女の子の顔がぱあっと明るく輝いたのを見て、疲れた体にもうひと頑張りしようと力が湧く。

　そうしてアキがもう二頑張り、三頑張り「ふおおお！」していると、辺りはすっかり暗くなっていた。

「よっしゃ。物資回収はここらで終しまいだ。イロゥへ避難するぞ！」

　イサリビ・トーチに照らされたギョロチョーが、全住民へ号令をかけた。

　ギョロチョーの乗ったトロール船の周囲には、住民たちが分乗したおよそ四十艇ていのヨットやギョセンが漂っている。錆さびついた網引き機や「大漁」のビフォア文字が描えがかれた旗をはためかせるギョセンは、ほとんどがセンシブルの売り物らしい。

　作業を終えてパラスアテナに戻ったアキは、セイラー服に着替えてデッキへ出た。右う舷げんでため息をつく老バイヤーの姿を見つけると、隣に立ってくすくすと笑う。

「……アキ、何がおかしい」

「『何もかも失った』。そんな顔です、センシブルさん」

　かつてアキはそんな風に老バイヤーに声をかけられた。その後に『失った船はまた手に入れりゃいい』、などと、励ますフリでセールストークを聞かされたことは一生忘れない。

「おまえさんにからかわれるとは、俺もいよいよヤキが回ったな」

　シュセンドになりきれないバイヤーが、額ひたいのバンダナに手を当てて天を仰あおぐ。

「だがまあ、おまえさんたちがいてくれて助かった。日頃から避難訓練をサボってた奴やつも多い。観光客ばかりのストレンジャーを完璧に統率するのは無理だ。正直死人が出てもおかしくない状況だった。おかげで骨折やら減圧症やらのケガ人がわんさかいる。タカがいなかったらと思うと寒かん心しんに堪たえないな」

　センシブルが閉まったままのキャビン扉へ視線を向けた。

　船内ではタカが次から次へと運ばれてくる患者の診療に明け暮れていた。一人一人に「いつか払いなさいよ」と口頭で医療費をふっかけながら。

「ボクもがんばってお手伝いします。なるべく早くイロゥへ着けるように」

　海上に物資はまだあるが、夜では作業が立ち行かない。とはいえ水や食料に余裕があるわけでもないため、この後は近場の《イロゥ》を目指してナイトクルーズで避難する予定だ。

「アキちゃん、ちょっと」

　ふいにキャビンの扉からシマさんが不安そうに顔を覗のぞかせた。アキに救助された後のシマさんは、ずっと付きっきりでオルカを看病をしてくれている。

　アキは神しん妙みような面おも持もちでセンシブルと船内へ入った。診療所となっているキッチンの奥、先細の三角ベッドの脇わきにタカが腰掛けている。

「オルカが倒れたのは単にショックを受けただけじゃないわ。低体温症、塹壕足トレンチフツト、他にも色んな症状が併発しかかってる。ガキのくせに無理したからよ。しばらくは絶対安静ね」

　ドクターが口では不ふ機き嫌げんに所見を述べつつ、慈いつくしむような手つきでオルカの汗を拭ふく。

　実際幼い少女の体はボロボロなのだろう。アキとオルカは海賊から逃れるために数時間を海に浮かんで過ごした。タカがヒコーキで助けに来るのがもう少し遅ければ、かなり危険な状態だったはずだ。

　オルカの苦しげな寝顔を見守りつつ、アキは力を分け与えるつもりで小さな手を握る。

「あれ……？」

　ふと違和感を覚えた。オルカの寝姿に何かが欠けている気がする。

　少し考え気づいたのは、いつも少女が抱いていたシャチのぬいぐるみの不在だ。オルカと両親を繫つなぐたったひとつの絆きずなの証あかしが、ベッドルームに見当たらない。

　尋たずねてみると、シマさんもタカもそういえば見ていないと首を傾かしげる。

　オルカ愛用の魔法のバスケットの中にもシャチはいなかった。少女の定位置だったハンモックの上も探してみたが、黒いぬいぐるみの姿は船内のどこにも確認できない。

　アキは集中して記憶を探さぐる。昼間に《セジング》を出港した時、ぶかぶかのセイラー服を羽織った少女は確かにぬいぐるみを抱かかえてハンモックの上にいた。

「もしかして、気を失った時に海へ落としたんじゃ……」

「昔からよく言うわね。『海の失うせ物海の物』って」

　タカが口にしたカンヨーク（諺ことわざ）は、「海で物を失くしたら大抵は水の底に沈んでいる」、転じて「諦あきらめろ」という意味だ。アフターの海はどうしようもなく深い。

「でも、セジングの海はそんなに深くない……」

　反論するようにぼそりとつぶやく。海に沈んだビフォアの陸は、アフターでは概おおむね大陸棚のような形状だ。《セジング》の海は透明度も高いため、一時期のアキは月とノクチルカの明かりだけでナイトダイビングをしている。ぬいぐるみを探せなくはないはずだ。

「アキ、大事な物なら急いで探した方がいいぞ。船が沈んだり浮うき島しまがバラけると、すぐにスカベンジャーたちがやってくる。ニセウミサギみたいに残り物を漁あさりにな」

　老バイヤーが言った『スカベンジャー』は、数名のダイバーで構成された商業組織だ。一応はダイバーの端くれだが、スカベンジャーは太古の文明をサルベージもしないし、漁なども行わない。スカベンジャーたちが主に狙ねらうのは、座ざ礁しようした船舶などの積み荷だ。

　かつて老バイヤーがアキのパラスアテナを本人に売りつけたように、アフターの価値観では海から拾った物は拾った人間の物になる。それゆえスカベンジャーたちは、不幸な持ち主の目の前で平然と積み荷を漁る。

　それは常識から逸いつ脱だつした行為ではないが、実際に自分の持ち物が目の前で拾われるのはやはり受け入れがたい。そのためスカベンジャーはシーロバーやドレイ商人同様、アフターの人々に忌いみ嫌われる存在だ。

「この老クいロぼツれク！　テキトーなこと言ってんじゃないわよ！　こんな大おお海うな原ばらであんなちっこいぬいぐるみ探せるわけないでしょ！　アキが真に受けたらどうすんのよ！」

　老輩を敬うやまわないタカの罵ば倒とうに、アキの肩がビクリと動く。

「……アキ。あんたまさか、『一人で残ってぬいぐるみを探す』なんてバカなこと考えてんじゃないでしょうね？　そんなの絶っっっ対ダメよ！」

「でもタカちゃん！　あのぬいぐるみは、オルカちゃんの大事な物なんだよ！」

　オルカのぬいぐるみはアキにとってのパラスアテナだ。いつ何時も手放してはならない、自我を支える心の拠より所だ。ぬいぐるみを失えば、オルカは両親との約束──生きる希望をなくしてしまう。それがどれほど辛つらいことかは、失った者にしかわからない。

「そんなことわかってるわよ。あたしは一人で残るなって言ってるの」

　タカが椅い子すから立ち上がり、白衣のポケットに手を入れたままバイヤーの方を向いた。

「センさん、悪いけどみんなで他の船に移ってちょうだい。あたしたちはパラスアテナでここに残る。アキが諦あきらめるまで付き合うわ」

「だっ、ダメだよタカちゃん！　今はケガしてる人がいっぱいいるんだよ！　ドクターはみんなと一いつ緒しよにイロゥに避難しないと！　船だって全然足りないんだよ！　ボクはゴムボートで残るから！」

「嫌いやよ。あんた、あたしがなんのためにドクターになったと思ってるの？」

「それは……」

　いつも無茶してケガをする自分を見ていられなかったから──アキはそう思っている。

　だが、タカの答えは予想と少し違っていた。

「アキがあたしより先に死ぬのが嫌だからよ。だからあんた一人で残るのは絶対に認めない」

　ケンカも辞さないといった体ていで、青い瞳ひとみがアキを睨にらむ。

　タカが心配してくれる気持ちは身が痛むほどわかる。実際にアキの背中には一度命の鼓動を止めた傷がある。

　しかしアキもここは引き下がれない。海から回収できた水や食料は多くない。一刻も早く住民を《イロゥ》へ避難させるべきだ。ケガ人が大勢いる以上、航行中に船医を欠くわけにはいかない。

　同じく、ぬいぐるみ探しも早急に取り組まねばならない事案だ。ゴミ漁あさりのスカベンジャーたちはいつでも人の不幸に対して鼻を利かせている。

「タカちゃん、約束します。ボクは絶対に死にません。だから──」

「ダメよ。言い出したら聞かないあんたのために、あたしは譲歩してるの。ぬいぐるみを諦あきらめるか、あたしと一いつ緒しよか。好きな方を選びなさい」

「……一人で残ってぬいぐるみを探す」

「あたしに逆らおうっての？　ならもうひとつ選択肢をあげるわ。医療費代わりに若い男を雇って、ここに残してぬいぐるみを探させる。あんたはあたしと一緒にイロゥへ行く」

「ボクが残りたいの！　ボク一人じゃなきゃダメなの！」

　タカはドクターとして人の命を救うことができる。それはタカにしかできないことだ。

　ならばアキにしかできないこともあるはずだ。みなに必要とされるタカのように、アキを必要とする人だっている。オルカはきっと喜んでくれる。自分だってタカと同じく人の役に立てる。役に立たなくてはいけない──。

「アキ……」

　タカが声を失っていた。気持ちが伝わったのだと思う。もう一押しだ。

「ボクは一人でも平気だからっ！　こんなの慣れてるからっ！　だからっ！」

「……気づいてないのね。あんた泣いてるわよ」

　ハッとして顔に触れる。カマをかけられたのではなく本当に頰ほほが濡ぬれていた。

「本音はこんなところで一人ぼっちになるのが寂しいんでしょ？　アキ、あんた子供なんだから無理しなくてもいいのよ。オルカだってわかってくれるわ」

　寂しいに決まっている。アキとタカは一年我が慢まんしてようやく再会できたばかりだ。こんなことが起こらなければ、これからずっと二人でいられたはずなのだ。

　必死に押し込めていたその想いが、体を伝って自然に溢あふれていた。

　だから、アキは宣言する。

「ボクはもう十五歳だよ。タカちゃんなんかいなくても、全然寂しくないもん」

　タカに甘えたくないから。タカの隣に立っていたいから。

「『もん』が出てるわよ。いいかげん自分が子供だって認めなさい」

「ボクはもう大人だよ！　十分一人で生きていけるよ！」

　こうする以外何もできないから、アキは「大人」になる。

「……なんなの？　あんたそんなに一人になりたいの？　本当はあたしのこと嫌いなの？」

「好きだよ！　『セキドウ』の向こうまで探しに行けるくらい大好きだよ！」

「だったらあたしのそばを離れんじゃないわよ！」

　いつの間にかタカも涙を溢あふれさせていた。二人は泣きながら言い争っていた。

　周りの《セジング》住民たちも、つられてぐすぐすと鼻をすする。

「おまえら……まるで恋人同士だな」

　センシブルが潤うるんだ瞳ひとみを細めてくつくつと笑った。

「こうしよう。タカ、俺たちにはおまえさんの力が必要だ。だがイロゥにはドクターの母親がいるんだろう？　だったら向こうへ行くまでの間ついてきてくれりゃいい。最短の航路で進めば約一週間だ。イロゥに着いたらすぐにとんぼ返りすれば問題ないだろう？」

「ハァ？　往復二週間アキをこんなところに一人ぼっちにしろっての？　オーケー、ロウガイＬｏｗ─Ｇｕｙ。まずはくたばり損そこないのあんたから沈めてあげるわ！」

「おっ、落ち着けタカ！　セイラーの、海の男のプライドを汲くんでやれ！」

　股こ間かんに飛んできたタカの膝ひざを押さえ、センシブルが冷や汗を流す。

「アキは女の子よ！」

「……だからこそだ。アキはアフターで『女セイラー』として生きてきたんだ」

　センシブルがチラと元女セイラーのシマさんを一いち瞥べつして続ける。

「男の海を、他の誰より辛つらい世間の荒波を、こいつはずっと一人で乗り越えてきた。だから今アキはここにいる。タカ、おまえさんはアキの生き様を否定するのか？」

　センシブルに諌いさめられ、荒れ狂っていたタカが少し落ち着きを取り戻した。その様子を見て老バイヤーが代案を出す。

「俺がアキに救命ボートの上等のやつを用意してやる。水と食料も搔かき集める。アキは一人だが、イロゥまでの道のりよりよっぽど優ゆう雅がに暮らせるぞ。そのくらいはドクターを連れていく代償だ」

「タカちゃん、ボクを信じて。ボクはパラス号に乗って何年も一人で暮らしてきたんだよ。センシブルさんが言ったみたいに、ボクの方がみんなより恵まれてるよ」

「そんなわけないでしょ！　こんな海の上でずっと一人ぼっちなのよ！　また海震が起こったら誰があんたを助けてくれるのよ！　これはドクターストップよ！」

「ダァジョーブ。本当は……一人じゃないから」

　スカートのポケットに手を入れて、タカの前に差し出して開いた。

「キーちゃんと出会ってから、ボクはずっと一人じゃないよ」

　相棒の肩骨を見せながら、笑ってみせる。

「今はボク以外にもタカちゃんを必要とする人がいっぱいいるんだよ。タカちゃんはセジングの人たちを助けてあげることができる。それはタカちゃんにしかできないことだよ」

「知らない人間がどうなろうと知ったこっちゃないわ」

「そんなこと言うタカちゃん嫌い」

「噓うそよ」

「うん、噓だよ。噓だけど嫌いになる。がんばる」

「アキ、本当に無理しなくていいのよ。顔に『寂しい』って書いてあるわ」

「書いたんだよ。だから……タカちゃん必ず迎えに来てね」

　それからたっぷり一分アキを睨にらみつけ、タカはようやくため息をついてくれた。

「……アキ、本当に大人になったのね。甘え方がずるくなったわ」

「そんなこと、ないと思うけど……」

「そのくせ目はゴミザメに船を曳ひかせた時と同じ。『言っても聞かない』少年の顔よ」

　アキはえへへと笑いながら、内心でヒヤヒヤしていた。もう一言でもタカに引き止められていたら、自分の方が諦あきらめていたかもと思う。

　二人のやりとりを見ていたセンシブルが、「決まりだな」とうなずいた。

　そこへ、デッキの扉を開けて一人の少女がキャビンに入ってくる。

「アキちゃん、これ使いよって！」

　頭の後ろで髪を束ねた少女が、紺色の素材が上下に別れた「ミズギ」を差し出してきた。

「ウチもシマさんと一いつ緒しよにオルカちゃんの看病しよるから、安心しよってね」

　少女はアキの後に「カリプソ」のスチュワーデスとしてスカウトされた、背中のきれいな女の子だ。確か名前はユカといったと思う。

「ぼっ、僕も！　これ使って！」

　ユカに続いて純じゆん朴ぼくそうなメガネの少年がキャビンに転がり込んできた。

「二百メートル防水で、手回しと、太陽光と、両方で充電できるから！　ファイト！」

　背負ったリュックからハンドライトを取り出し、少年が床に伏したまま拳こぶしを顔の前で握る。

　その後もチンピラのヒシヤスや、かつてアキからカンビスを奪うばい取った荷運び少年などが狭いキャビンに雪な崩だれ込んできた。どうやら扉の外で聞き耳を立てていたらしい。

　住民たちは「困ったときはオタガイ様」と次々に物を差し入れてくれたが、アキはタカが叫さけんだ『アキは女の子よ！』を聞かれていないか気が気でない。小さな女の子が「おにいちゃんがんばて！」と宝物の貝オハジキを押しつけてきて、ようやく人心地つく。

　カンパされた品々は、日頃から有事に備えている住民たちが、非常用持ち出しアクアパックに入れていた大切な物ばかりだ。人々の優しさに目頭が熱くなる。

　最後に、シマさんがアキの前に立った。

「……アキちゃんは、私みたいにならないでね」

　珍しく真剣な表情に意味を問い返すと、シマさんはいつもの笑え顔がおに戻って「風か邪ぜひかないでね～」とモコモコとした毛糸のスウェッターを手渡してくれた。

　両手にどっさり宝物を抱かかえながら、アキはベッドで眠る少女に誓う。

　──待っててね、オルカちゃん。ボクが絶対にぬいぐるみを探してくるよ。




　　　２




《セジング》の海は、夜でもぼんやり魚影が見えるほど明るい。

　丸く黄色い月が浮かんだ、夏の終わりの涼しい夜。

　月下の海ではオオコハダが鱗うろこで光を反射させていた。魚たちが一心不乱につついているのは、海面でケミカルな青を光らせるノクチルカ（夜光虫）の群れだ。

「アキ、絶対に無理すんじゃないわよ！」

　燐りん光こうが灯ともった幻想的な海上で、パラスアテナの舵かじを握ったタカが叫さけんだ。

「大丈夫！」

　センシブルが用意してくれた「タル」のハッチから顔を出し、アキも大きく手を振り返す。

　闇やみに溶けゆくパラスアテナを見送ると、アキは「さて」とハンドライトを手に取った。握りから延びた鉤かぎ型がたのハンドルをぐりぐり回すと。

「おおおお……！」

　ういぃん、ういぃんと、充電の音が夜の潮しお騒さいを搔かき消した。あのおどおどしたメガネ少年の物とは思えない勇ましさに、アキは思わず目を輝かせる。

　頃合いを見てスイッチを入れると、再び感かん嘆たんしてしまうほどライトは明るく光を放った。これなら夜の明かりだけでなく、水中でのぬいぐるみ捜索にも役立つだろう。

　早速ライトを使って今彼の前線基地となる「タル」の点検を始める。

　センシブルが用意してくれた『救命ボートの上等なやつ』は、中型船舶用のフェンダー（防ぼう舷げん材ざい）を改造したトリマラン（三胴船）だった。

　見た目はズバリ、横倒しにした真っ白い「タル」だ。

　とはいえ人が想像するタルとは少々異なる。全長はアキの身長よりも少し大きい。材質も木ではなくＰＶＣ（俗に塩ビ樹脂）で、係留用のブイなどと同じものになる。

　タルの上部には定間隔でアイボルト（ねじ頭に輪がついたボルト）が打たれており、結ばれたロープには五本のタイヤを連結したものがぶら下がっていた。

　半ば海に沈んだこのタイヤは、タル本体が海上でくるくる回ってしまわないようにするためのアウトリガー（舷げん外がい浮ふ材ざい）だ。ロープを縛しばる位置で水位を調節すれば、ウェイトにも浮力にもどちらにも使える材質だとセンシブルから聞いている。

「船っていうか、廃材がらくたの寄せ集めだよね」

　現在アキが顔を出しているのは、タルの天井部分に開いたハッチだ。顔のすぐ横にはアルミ鍋なべの蓋ふたにしか見えないハッチ扉がある。

　さりとてアキはこういうジャンク船が嫌いではない。むしろ好奇心にわくわくと胸を膨ふくらませながら、ライト片手にタルの内部へ潜もぐり込む。

「狭っ」

　中はかつての愛船、パラス号のキャビンと変わらない狭苦しさだった。試しに横になってみたが、まっすぐに足を伸ばせず膝ひざが若じやつ干かん折り曲がる。

　そのまま上半身を起こすと、天井部分に髪がかすった。その上「タル」だけあって全体にアールがついている。どこを見ても真っ白なのも落ち着かない。居住性は最悪だ。

「でも、この『タル』は絶対に沈まない」

　たとえ廃材の寄せ集めでも、素材的に浮ふ沈ちんであるのは疑いようがなかった。その意味ではセンシブルが『上等』と言ったのも噓うそではない。『荒天上等、沈没無用』だ。

　頼もしいＰＶＣの家の中を、ライトの光を当てながらぐるりと見回す。

　左右の壁にはプラスチックでできた四角い舷げん窓そうがあった。汚れた透明板の向こうに、ゆるやかに上下する夜の海が見える。

　アキは中腰になってハッチから顔を出し、月とノクチルカの明かりで海を見渡した。

　現在のタルは、ブルーホールから南に数百メートル離れた海上に停泊している。ちょうどオルカが昏こん倒とうした辺りでダウンフォースアンカーを投とう錨びようした状態だ。

　本来この鉤かぎ爪づめ型の錨いかりは本来水底に引きずるチェーンの重みで船体を固定する。しかし今回は二十メートルほど下のビルデン礁しように爪を引っ掛けてあった。タル前部のアイボルトに結びつけたアンカーラインも、チェーンではなくロープを使用している。

「天気は……問題なさそう」

　空を見上げると月が円まどかに発光していた。星の輝きも密ひそやかで、海はカーボンの一枚板に見えるほど穏やかに凪ないでいる。しばらくは好天が続くだろう。

　観天望気の結果にアキはほっと胸を撫なで下ろした。このタルはヨットよりもよほど揺ゆれるはずだ。海慣れたセイラーであれ、野生児であれ、船酔いはする。

「そうだ。荷物」

　アキはよいしょとハッチから外へ這はい出し、白いタルの上へ跨またがった。

　上部に打たれたアイボルトから垂れ下がるロープには、五本タイヤと一いつ緒しよに、色とりどりのアクアパックやペットボトル、そしてツールボックスなどが結ゆわえられている。




　■《セジング》住民からのカンパニア





　　・装備（手回し／ソーラー式防水ハンドライト、マリン双そう眼がん鏡きよう）

　　・衣類（セパレート型競泳水着、ニットのスウェッター）

　　・飲料水（五百ミリペットボトル四十八本）

　　・食料（ブリックス二ダース、干しナマコ三本、カニジャム四グラム、ゲッチャ一瓶びん）

　　・弁当（サラダイワシの素揚げ一包み、乾燥キスベリー三枚）

　　・生活雑貨（ブロック石せつ鹼けん、タウエル布三枚、フリントボール二玉）

　　・その他（貝オハジキ）






「こんなの絶対余るよ……」

　アクアパックの中身をひとつひとつ確認しながら、アキは申し訳なさにため息をついた。

　雨水の詰替え品ではあるものの、ロープで縛しばられた二十四本二包のペットボトルは一日一リットル飲んでも一ヶ月近くは優に暮らせる量がある。一本で十分な栄養を摂れるブリックス（ブロック状に固めた魚粉）も、これほどあっては食いしん坊のオルカだって食べきれない。

　その上弁当のサラダイワシなど揚げたてだ。生き延びたランチボートのオーナーが有り合わせで作ってくれたのだろう。油と相性のいいサラダイワシは腹持ちがいい。三枚添えられた輪切りのキスベリーも、アフターでは数少ない酔い止め代わりだ。

　自分たちの生活よりもアキの安寧を願う人々の優しさに、じんと胸が温まった。

　アキはモズクペーパーに包まれた弁当をありがたくいただきつつ、引き続きセンシブルが用意してくれたツールボックスも確認する。




　■センシブルのツールボックス





　　・組み立て式パドル、スチロールシート（浮力材）、断熱シート二平方メートル

　　・ふいご、プラスチック製丸ナイフ、ファーストエイドキット（救急箱）

　　・ナイロンハリスと釣り針一巻き、水みず漏もれ補修パッチ、アカ汲くみとカイメン（スポンジ）

　　・ホイッスル、信号鏡、シートロープ（五メートル二本）

　　・『あきらめるな！　腐ふ海かいサバイバル指南』とビフォア文字で書かれた布本






　ふいごやカイメンがあるので、おそらくはライフラフト（救命ゴムボート）の備品をそのまま持ってきたものだろう。タルには不要なものが多いが、備えあれば嬉うれしいなだ。

「このままずっと暮らせそう……」

　そんな未来は望んでいないが、ビフォアの少年が押し入れで暮らしたがるように、アキも文句を言いつつ狭い空間が好きだった。

　いつものバックパックと併あわせれば一年はいけると、顔がニヨニヨしてしまう。




　■アキの持ち物





　・一リットル水筒（残量約五百ミリリットル）

　・シートロープ（五メートル二本、二メートル三本）

　・バックパック（三十リットルサイズ）

　・装備（ダイバーズウォッチ、シーナイフ、スピアガン、ゴーグル）

　・衣類（セイリンググローブ、フード付きラッシュガード、セイラー服、普段着）

　・キーちゃんの肩骨






　普段愛用している天幕のような大物は船内に置いてきた。多くの住民を乗せて《イロゥ》へ向かうパラスアテナにも物資は必要だ。

　同様に、《サクラジマ》の島長に託された防水ケース──パラスアテナの第一目的である《シキバ》へ届けるメッセージ──もタカに預けてある。あれは何かと幸運を呼ぶ荷物だ。オルカのそばにあった方がいい。

「寒っ」

　タルの上で弁当とキスベリーを食べ終えた頃、背中にぶるりと冷えが走った。

《セジング》は温暖な気候だが、常とこ夏なつというほどではない。陽ひがある間は暑くても、寒期に入りつつある今は夜になると途端に冷え込む。海面が近い現在はなおさらだ。

　アキはタルに入ってハッチを閉じ、セイラー服を脱いでタンクトップに着替えた。

　銀色の断熱シートを上掛けにして横になり、ポケットの友人に語りかける。

「キーちゃん、明日からぬいぐるみ探しがんばろうね」

　続けて小さく「ガバロー」と相棒の声真ま似ねをし、うふふと笑って目を閉じた。

　そしてアキは、懐かしい夢を見る──。




　かつての愛船、双そう胴どうのパラス号に乗り、アキは軽快に海を滑すべっていた。

　肩に乗せたキーちゃんと笑い合っていると、なぜかキャビンからタカが出てきて、「アキ、この船トイレないんだけど」と不平を口にする。

　アキは「これだからトカイ人は」と鼻で笑い、パラス号でのトイレを実演してみせた。

「いい、タカちゃん？　こうやってハシゴにつかまったまま、おしりを海に浸つけて──」




　ちゃぷんと尻しりに水を感じた瞬しゆん間かん、アキはがばりと跳はね起きた。

　ショートパンツにも下着にも、ぐっしょりと濡ぬれて湿った感覚がある──。

「まっ、まっ……」

　まさかごにょごにょと断熱シートをめくった瞬間、赤らんだ顔からすっと血の気が引いた。

　プラスチックの舷げん窓そうから差し込む月光で、タルの底がきらきらと揺ゆれている。

「浸水……！」

　慌あわててハンドライトで湾曲した床を照らす。尻しりがあったであろう辺りに、海水が二センチほど溜たまっている。

　すぐさまハッチから外へ出て、前部のアンカーロープを引いた。きちんと手応えがある。

　次いで星を見上げたが、眠る前とその位置は大きく変わっていない。

　流されていないことを確認すると、アキはツールボックスを携たずさえタルの中に潜もぐった。

　開けたままのハッチ扉に電灯代わりのハンドライトを結びつけ、アカ汲くみ（チリトリ型のバケツ）を使って、タルの底に溜まった水を海に捨てる。

　ある程度水位を減らした後、残りはカイメンに吸わせてハッチの外で絞った。カイメンは海綿動物の骨格を加工した天然スポンジだ。ハニカム状に開いたきめの細かい孔あなは、ビフォアの合成スポンジよりも吸水性が高い。

「あった……この位置だと……」

　十数分の排水作業を続け、ようやく海水の流入口を見つけた。

　髪の毛ほどの細い亀き裂れつが、白いタルの底に走っている。位置から判断するに、どうやら太ももに装備していたシーナイフが傷をつけたらしい。ナイフを収めた鞘さやが破損していることをすっかり忘れていた。

「でも、こんな引っかき傷で貫通するわけ……まさか……」

　タルの底には薄くヒビが入り、水がじわじわ染み出している状態だった。センシブルが船底も含めて点検してくれたことを併あわせると、プラクイムシが「内から」塩ビ素材を食い荒らしたとしか考えられない。

「サイアクだ……」

　揺ゆれる電灯の下、アキはげっそりした顔で亀裂の周辺をタウエル布で拭ふいた。プラクイムシは肉眼では見えないが、アキは虫が大の苦手な上に想像力がたくましい。

　水気を丁寧に拭き終えると、間に合わせにゴムボート修理用の補修パッチを亀裂に貼りつけた。上からしっかりと手で押さえ、しばらく時間を置いてからゆっくりと離す。亀裂から水が染み出してくる様子はない。

　やれやれと額ひたいの汗を拭ぬぐった途端、ずんと二の腕が重くなる。

「疲れた……気持ち悪い……」

　揺ゆれるタルの中で集中したからか、体だけでなく頭の奥も痺しびれたように疲労していた。濡ぬれて肌に貼りつく下着も不快だ。汗で湿った背中にぶるりと悪お寒かんが走る。

「着替えないと……」

　体を濡らしたまま眠れば低体温症になる。風か邪ぜをひく程度ならまだいいが、下へ手たをすれば朝を迎えることすらできない。

　わかってはいるが、疲れが追加の労働を拒む。着ることはおろか脱ぐことすらも億おつ劫くうだ。

　今日の昼から夕方にかけ、アキは既に相当の無理をしていた。この場にあの女の子がいたとしても、「四頑張り」はできそうにない。

　くずおれるように顔から床に倒れ込む。鼻が補修パッチのゴム臭を嗅かぐ。

「どうせ……明日潜もぐればまた濡ぬれるから……」

　最後の気力で太もものナイフシースを外し、手て探さぐりでバックパックにぐいと突っ込む。

　そうしてぐったり五体を投地し、アキは気を失ったように眠りに落ちた。







　海上停泊二日目の朝。

「むみゅ……」

　アキは昨夜寝入った姿勢のままで目を覚ました。尻しりを大きく突き出した自分の間抜けな格かつ好こうに気づき、ほんのり頰ほほを赤くする。

　口から垂れた幸せをごしごし拭ぬぐい、ダイバーズウォッチを確認した。

　九時を少し回っている。昨夜散々な目に遭ったせいで少し寝過ぎた。

「服、結構乾いてる」

　びしょ濡れだった尻周りにも不快感はない。無様な寝姿がかえってよかったようだ。

　アキは機き嫌げんよく起き出し、赤レンガの如ごときブリックスにカニジャム（ゲンジガニの煮汁をキスベリーの果汁と鯨げい乳にゆうで固めたもの）を塗って朝食を摂った。

　ガリガリと固い魚粉ブロックをかじりつつ、ハッチを開けてタルの外に顔を出す。

　昨日の観天望気通り、空は真っ青に晴れ渡っていた。海も手に乗せたヤドカリのように鯱しやち張ばっておとなしい。

　タルにちゃぽちゃぽ当たるかわいらしい水音を聞き、絶好のダイビング日和びよりだとアキは顔をほころばせる。

「がんばってぬいぐるみを探そう！　サガソー」

　そうして巨大なタルに跨またがって柔軟体操をしている時、ふと《セジング》住民からカンパされたアクアパックが目に入った。確かあの中には「ミズギ」が入っている。

　ミズギ──すなわち水に濡れても透けない素材で縫製された「水着」だ。

『誠に残念ながら、アキちゃんウチとおんなじくらいやけんね』

　自分の胸元を指さし、いたずらの共犯者のように笑った少女を思い出す。

　ユカの言葉はなんとなく嬉うれしいような気がしたが、「誠に残念ながら」、アキには水着と下着の区別がつかない。

　オルカ愛用のドロワーズが『見せてもいい下着』というのは理解できる。《セントゥリア》の海で浮袋としても使用したように、アキにとってドロワーズは「ズボン」の仲間だ。

　それに比べてユカが貸してくれたこの水着は、上こそ寸足らずのタンクトップのようだが下の三角形はどう考えても下着だ。こんな格かつ好こうで人前に出るなんてできない。

　だが、環境のせいか陽気のせいか、ふいにアキの心が気まぐれを起こす。

「ちょっとだけ、着てみようかな……」

　なにせ周囲に人はいない。少ないワードローブを活用するのはサバイバルの基本だ。潜水している間に衣服や下着を干しておけば作業の効率もいい。

　そんな言い訳を並べてみたが、アキは単純に水着に興味を持っていた。アキとて年頃の女の子……というより、姉の下着が気になる弟の好奇心に近いかもしれない。

　ドキドキと初めての水着を試着してみる。

　やはり下着のようで気き恥はずずかしいが、ぴったりとした着心地は動きやすく悪くない。

　少し海に入ってみると、服を着て泳ぐ際の布の抵抗を感じなかった。タルに戻ろうと海から上がると、水を吸っても体が重くないことに気づく。

「水着、結構いいかも……」

　早速本格的に泳いでみたくなった。

　昨夜外したナイフシースも太ももに巻き、首からゴーグルをぶら下げる。ハンドライトのストラップに腕を通し、最後にスピアガンを持つ。

　潜降準備が整うと、アキはタルの上から広大な青を見渡した。

「オルカちゃんのぬいぐるみは……」

　水の比重よりは軽いだろう。中のペンダントと合わせても、まっすぐすとんと海底に沈むほどではない。ある程度流されたことを考こう慮りよすると、捜索範囲はかなり広いものになる。まずは浅い場所で潜水し、「ぬいぐるみのない場所」を確定させつつ範囲を絞り込むのが賢明だろう。

　とまれ、現状は拠点であるタルと《セジング》の沈んだブルーホール以外、海上に目印となるものが何もない。本格的にぬいぐるみ捜索を始める前に、海中の状況とランドマークを確認すべきだ。

「なんか、オルカちゃんと一いつ緒しよにいて賢くなったかも」

　むふと自信を顔に出しつつ、アキはシュノーケリングよろしく海面を泳いでみることにした。

　白いタルに跨またがったままゴーグルを下ろし、足からそろりとエントリーする。

　首から下が海に浸つかると、大きく息を吸ってちゃぱんと海を覗のぞいた。

　──セジングの海って、本当にすごくきれい……。

　水の透明度が高いため、かなり深くまで太陽の光が届いている。およそ二十メートル以浅までは、海面付近と変わらぬほどに可視性が高い。

　世界の三割に陸があった時代、平均水深はおよそ四千メートル前後だったという。アフターはその頃よりも海面が上昇しているが、《セジング》のように浅い海も多い。

　それらはみな、かつて「陸」だった場所だ。

　ゴーグルの中で大きく目を開け、明るい水の中を観察する。

　最初にダウンフォースアンカーを引っ掛けたビルデン礁しようの屋上が見えた。床や貯水タンクの表面に、びっしりとサンゴが群生しているのがわかる。

　サンゴは植物でも鉱物でもない。炭酸カルシウムの殻内に潜ひそむ本体は、サンゴ虫と呼ばれる腔こう腸ちよう動物だ。分類するならクラゲやイソギンチャクの遠縁に当たる。

　サンゴは褐かつ虫ちゆう藻そうと呼ばれる植物と共生し、この藻もが光合成を行うことで栄養を摂取する。ゆえに光が届くビルデン礁しようの屋上だけが、アフターにおけるサンゴのテリトリーだ。ビフォアで元々海だった場所は、海面上昇した現在、白化したサンゴの墓場になっている。

　──前にナイトダイビングしてた方より深い……。

　以前アキが金策のために潜もぐっていたのは、ブルーホールを挟はさんだ反対側の海だ。あちら側は特に水深が浅く、夜でも水底に傾かしいだトリイがうっすら赤く見えた。

　一方こちらはほどほどに深く、ビルデン礁が上から数階程度までしか確認できない。以深はライトを向けても濃い青が見えるばかりだ。

　──うわっ！　何っ!?

　ゆっくり泳いで進んでいると、いきなり見慣れぬものが目に飛び込んできた。

　アキの眼下に渦うず巻まいているのは、ベテランセイラーが「魚ぎよ柱ばしら」と呼ぶ魚の混群だ。通常小魚は球形、あるいはたなびく雲のように群れを形成するが、ごく稀まれに竜たつ巻まきのように縦に長い隊列を組むことがある。

　──こんなの初めて見た……。

　魚柱は不吉の前兆とされていたが、そうとは知らぬアキは鼻からぼこぼこと泡を吐はいて興奮を隠せない。

　そんな自分の水音を耳に聞きつつ、ライトで海中を照らしながら泳ぐ。

　今のところ完全に水底が見える場所はなかった。当然ぬいぐるみも見当たらない。

　ひとまずはランドマークとして、ビフォア文字で「パレス竜りゆう宮ぐう」と書かれた妖よう艶えんな看板を掲げた建物の上階部分、サイケデリックな黄色に塗装された潜水艦の船尾、そして赤あか錆さびた鉄のカゴをたくさんぶら下げたヒトデのような巨大なオブジェなどが、タルからブルーホールまでの間に視認できた。

　──おもしろい……！

　何もない南洋で育ったアキには文明の亡なき骸がらが珍しく、ついつい夢中で見入ってしまう。

　気がつけば、いつの間にかブルーホールの真下、《セジング》をくわえ込んだフジツボ型海かい嶺れいのそばまで来ていた。

　山肌に相当する盛り上がった斜面には、滑走路に似た長いアスファルトが埋まっている。アスファルトの左右には白く塗装された鉄板が植えられ、ところどころに三色ランプのＬ字型鉄てつ杭くいが刺さっていた。

　海嶺の表面には植生もあった。しかしかつてアキが滞在した《モリ》のようなバラエティさはなく、十メートルを越す最大種のコンブ──ジャイアントケルプだけが全体を覆っている。

　ゆらめくケルプの森の中には、スーツケースと呼ばれるアコヤガイの亜種が群れを作っていた。小さく開いた四角い二枚貝の隙すき間まに、アキの頭ほどに大きい「シンジュ」が見える。大きなシンジュは美術品として鑑賞されていたが、拾っても拾っても海に転がり落ちてしまうため最近は人気も下降気味だ。

　──やっぱり、すごい……。

　昨日潜降した時にも驚いたが、アキはこんな風に「陸だったもの」をまじまじと見るのは初めてだ。好奇心と感動と畏い怖ふで、水を搔かく手が自然と早くなる。

　やがて海かい嶺れいの頂上、火口のような漏ろう斗と形がたの穴の真上に到達した。

「Ｈ」の途中に引っかかった《セジング》より奥には何も見えない。不気味な深しん淵えんの向こう側には、底の見えない無限の郡ぐん青じようが続いている。

　住民を救助している際は夢中で気づかなかったが、あらためて見ると恐ろしい穴だと思う。

　コウテイマンボウ数十匹分のメガフロートを飲み込む自然の脅きよう威いに、アキの体が小さくわななき始めた。

　──う、ううう……。

　併あわせて、アキは深淵そのものにも怯おびえていた。見ているだけで吸い込まれそうな得体のしれない恐怖に、頭がクラクラしてくる。

　──うう……。目が、回る……。

　今のアキが感じているのは、いわゆる「高所恐怖」だ。ダイバーを生業なりわいにでもしない限り、平たい海に生きるアフターの人々が「高さ」を感じることはほとんどない。

「ぷぁっ……。怖かった……」

　あまり長く「穴」を見てはいけない気がして、アキは本能的に浮上していた。

　小さく喘あえぎながらブルーホールの中央でタルを振り返る。

　ほぼ水平線といえる遠く、ニセウミサギのタマゴのようにアキの白いホームが浮いていた。

　ダイバーズウォッチを確認すると、既に正午を回っている。

「ずいぶん離れちゃった。一回戻ろう」

　再び海面に顔をつけて泳ぎ出した時、《セジング》をくわえ込んだ穴の中に、小さなねじれが泳いでいるのが見えた。

　──何……？　……ツイステッド！

　上から《セジング》を見学するように泳いでいる灰色のねじれ。それはビフォアで「ニタリ」と呼ばれていたサメの類型種──ツイステッド・シャークだった。

　フィッシャーマンから『タテヨコ』などと呼ばれるツイステッドは、サメからエイに進化途中の種と言われている。横に平たい頭部と縦に広い尾の容よう貌ぼうは、まさにビフォアの一時期に使われていた回転型カード端末ツイステツドそのものだ。

　ツイステッドの体長は三メートルほどで、性格は獰どう猛もうというより好戦的に近い。このねじれたサメはセールの如ごとき三角尾びれで、ダイオウイカやらリュウグウノツカイやら、深海の誰かれ構わずひっぱたいて回る海のケンカ屋だ。

　──なんでツイステッドがこんなところに……？　って、逃げないと！

　魚類はその外見で概おおむねの生息域がわかる。ヒラメやエイなど押し潰つぶされたような見た目の縦偏形は、基本的に海底に貼りつくように生きているはずだ。

　理由は不明だが、《セジング》の生物相は変わっている。ここはもうスターソングもセイラーの経験も当てにならない、「誰も知らない海」だ。

　そのことを肝きもに銘めいじつつ、アキは慎重に泳いでタルへ戻った。







　午後の陽ひ射ざしを真上から受け、海はとろんと呆ほうけている。

　アキはタルの脇わきに浮かぶ五連タイヤに腰掛け、足を海に浸ひたしながら昼食をかじっていた。

「歯、折れそう……」

　魚粉のブリックスはとにかく固い。表面に薄くゲッチャ（魚ぎよ肝かんの塩漬け）を塗り、欠片かけらを口内でふやかしながらなんとか飲み込む。栄養価は極めて高いが、あまりうまいものではない。

　しかし他に食べる物がなかった。誰がくれたのかは知らないが、巨大な干しナマコはタル暮らしの食料には不向きだ。水で戻して可食状態になるまでには数日かかる。

　自分で魚を捕るべきだと思うが、生物相が変わっているのが気がかりだ。

　フジツボ火山の見学帰り、アキは見たこともない真っ赤な魚を見かけた。鱗うろこはシイラのように金色を含んで輝き、ふわふわと優ゆう雅がな尾びれはビフォアのユカタに描えがかれた幻の魚、「キンギョ」を思わせる。

　スズメダイ科の海水魚とビフォアの観賞用淡水魚を合わせたようなこの魚は、本来なら海の中層に棲すむガリバルディ・ベタという種だ。

　そんな見み目め麗うるわしい深海魚も、初めて見たアキには薄気味悪い生き物に感じられた。

　未知の海では、あれもこれも並行してすべきではない。ブリックスはおいしくないが今は探索に集中すべきだと、頰ほほを叩たたいて気を引き締める。

　五連タイヤに揺ゆられながら、アキは水平線をじっと見つめた。

《セジング》が沈んでしまったことで、周囲はどこを見ても青しかない。

　遠くにうっすら影が見えるが、あれは浮うき島しまなどではなく、温められた海面の水蒸気が作る蜃しん気き楼ろうだ。実際はずっと向こうにあるブリッツリーフ（ビフォア時代の千切れた海底ケーブル）が反射で見えているにすぎない。

「こんな目印のない海で、タカちゃんボクを見つけられるのかな」

　ぽつりと口にした瞬しゆん間かん、今の自分は「独り」なのだと気づいた。

　今まで大おお海うな原ばらにぽつんと浮いて漂白したこと何度もある。今のように食料に恵まれず、飢き餓がと孤独に苦しんだ経験も一度や二度ではない。

　だが、今回は少々状況が異なる。今のアキはぬいぐるみを探しながらただタカを待っている状態だ。歯を食いしばって必死に生き抜こうとしているわけではない。

　待っているというより、置いていかれたように感じている自分に気づく。

　右手が無意識にポケットのキーちゃんを握る。

　まるで助かる見込みのない状況から、タカはアキとオルカをヒコーキで救い出してくれた。海上で目立つ真っ白いタルを探すなど、女神様には造作もないことだ。そう強く念じる。

　だが、アキの本心が抱いだいているのは別の不安だった。

　──もし、あのケンカでタカちゃんに嫌われちゃったら……。

　胸の奥に心臓がきゅっと引っ込む感覚があった。ポケットで握り締めた自分の手が冷たい。

　タカの気が変われば、自分はこのまま孤独に海のモズクとなってしまう──。

「わーっ！」

　叫さけびながら頭を振り、疑心の暗鬼を追い払う。こんなことを考えてしまうのは自分がタカに甘えているからだ。今の自分には緊張感が足りないのだ。必死に生きていないから余計なことを考えるに違いない。そう考えてすっくとタルに立ち上がる。

「たくさん生きる！」

　スピアガンとライトを抱かかえ、アキは青い海へとトビウオ・ダイブした。




　　　３




《セジング》跡地に滞在して三日目の朝。

「まだ眠いよ……」

　半分閉じた目をこすりながら、アキは濡ぬれたタルの中でぼーっとしている。

　昨日の夜、またもや睡眠中にぴちゃりと尻しりが濡れる感覚で目覚めた。床を確認すると補修パッチが古くなっていたようで、タルの亀き裂れつに貼ったフィルムが浮き上がっていた。おかげで床のあちこちが水みず浸びたしで、夜通し排水作業に追われるハメになった。

　そうして明け方にようやく寝られたと思えば、今も床にはうっすら水が染み出している。

「『上等』って言ってたのに。センシブルさんの噓うそつき」

　渋しぶ々しぶ起き出して、カイメンに水を吸わせながら、アキは頭の中で老バイヤーに苦情を申し立てた。筋違いとはわかっているが、恨うらみ事のひとつも言いたくなる。

　ぶつくさと排水作業を終えると、タルとアウトリガーを繫つなぐロープに濡れた服を干した。そうしてもうひと頑張りする前に、汗を流すべくブロック石せつ鹼けんを泡立てる。

　水着の胸元に両手を差し入れふにふにと洗い、泡にまみれたままとぷんと海で体を流す。

「水着、すごくいいかも……」

　結局アキはずっと水着を身につけたままだった。恥はずかしささえ我が慢まんすれば、着たまま体を洗えるし、濡ぬれてもすぐ乾くしで、今後も重宝しそうだと思う。

　入浴を済ませると、その後は更なる浸水による「もしも」を考え、重要なカンパ品をタルの中に移すことにした。

　しかし狭いタル内にすべてを置ける余裕はない。いくつかの物を自分のバックパックにしまい込むのが精々だ。

　ロープ類に場所を取られているため、バックパックに収納できる容量も多くはない。シマさんのスウェッター、荷運び少年リクくんの宝物であるマリン双そう眼がん鏡きよう、水のペットボトル二本とブリックスを一箱、そして隙すき間まにフリントボール二玉と、女の子からもらった貝オハジキをなんとかねじ込む。

　最後に外ポケットにスチロール製の浮力材をパキパキ折って詰め込んだ。これでバックパック自体が浮力を持ち、ライフジャケットの代わりになる。背負って眠るようにすれば、「もしも」の時にも安心だ。

　ＰＶＣ素材のタルは絶対に沈まない。しかし大きく浸水すれば、アキは海に浮かんだまま溺おぼれてしまうことになる。底の亀き裂れつが大きくなって、タルがタマゴのようにぱかっと割れてしまうイメージもあった。

「今のうちに、色々やっておいた方がいいよね……」

　なんとなく嫌いやな予感があり、ファーストエイドキットからソーイングセットを取り出した。ブリックスをガリガリかじりつつ、ナイフシースの綻ほころびをガタガタと縫う。

　裁縫はアキの苦手分野だ。自分の下着を仕立て直し、アキ用の「ブラ」を作ってくれたタカのようにうまくはできない。タカは本当に何でもできる──。

「でも、ボクにしかできないことだって……あいたっ」

　まさかの玉結びで指先を負傷し、アキはイライラと潜水の支度を始めた。

　それでもゴーグルを下ろしてざぶんと海に入ると、一気に気分が和やわらいでいく。

　天気は今日も快晴だ。海中に差し込む光のおかげで、ライトを使わずともタルとアンカーロープで繫つながったビルデン礁しようはそれなりの階数が見える。

　しかしオルカのぬいぐるみは影も形も見当たらない。やはり水すい面めんからは見通せない深い青の底に沈んでいるのだろう。

　浅せん層そうをゆっくり泳ぎ出し、アキは少しずつ潜水範囲を広げていく。

　電飾が割れてソケットだけが残った「パレス竜りゆう宮ぐう」の看板が見えてきた。この建物は横に広い構造をしている。底は青あお暗ぐらくてよく見えないが、完全な闇やみではない。他と比べればこの辺りは比較的浅そうに思えた。

　ターゲットの確認を終え、一度海面に浮上する。顔を撫なでる太陽の暖かさが心地よい。

「すーっ……ふーっ……すーっ」

　陽ひ射ざしに勇気づけられながら、アキは大きく深呼吸を繰り返した。

　人間が「息が苦しい」と感じるメカニズムは、酸素の欠乏ではなく、「二酸化炭素を吐はき出したい」という呼吸中ちゆう枢すうへの刺激によるところが大きい。ゆえに腹式呼吸を行って予あらかじめ体内の二酸化炭素を追い出しておけば、ある程度は潜水時間を延長することが可能だ。

　──行こう。

　余計な体力を使わぬよう、アキは音を立てずに静かに潜降を開始した。

　青く透き通った海の中を、イルカのように無む駄だのないキックで降りていく。

　海中は不思議な世界だとアキは思った。人間は重力から解き放たれたように水に浮くが、少し潜もぐれば代わりに水圧がかかる。五メートル以深になると、浮力がなければ体はゆっくり沈んでいく。水深二十メートルからは慣性を利用して泳げるため更に楽だ。

　──やっぱり、ここはそんなに深くない。

　かつてはきらびやかであったろう、横長の建物にゆっくりと近づく。

　無音の青い世界に入り、耳がキンと痛みを訴えた。軽くつばを飲んで耳抜きをすると、今度は喉のどに違和を感じる。水もやけに肌に冷たい。

　──なんか、頭がフラフラする……。

　水圧、すなわち気圧の上下は人体に影響を与える。健康状態が思わしくない時に気圧の変化が生じた場合、人は頭痛やめまいを訴えるのが常だ。

　──でも、ここまで来たら……。

　手ぶらでは帰れないと、ハンドライトを建物に向けた。

　用心深く青い闇やみを進みながら、明かりが照らす暗がりを凝視する。

　建物の上から二階部分の終わりに、サンゴの砕さい屑せつ物ぶつでできた白い水底が見えた。どうやらこの辺りの水深は三十メートル程度らしい。

　しからばとアキはもうひと息だけ深く潜り、暗い水底を照らして回る。

　しかし光の円の中に浮かぶのは、漂うマリンスノーだけだった。ぬいぐるみらしき物は見当たらない。

　成果はないがひとまずよしとし、ゆっくりと浮上を始める。

　──そういえば、魚が全然いなかった……。

　漠然とそんなことを思いつつ、海面の五メートル手前でいったん減圧停止した。

　深い海から急浮上すると、圧縮された肺や血中酸素が膨ぼう張ちようしていわゆる減圧症に陥おちいる。肺を肋ろつ骨こつや横おう隔かく膜まくで防護する機能は反復潜水で鍛きたえられるが、それも万能ではない──。

「ぼぼばっ」

　突然、口の中に水が押し寄せてきた。

　鼻の奥に痛みが走り、海水の浸透が喉を焼く。

　何が起こったのかわからない。

　反射的に顔を上げると、海面が五メートルよりも遥はるかに上にあった。

　──沈んで、る……？

　気づいた瞬しゆん間かん、手が必死に水を搔かいた。

　肺に酸素がない。眉み間けんと耳の奥に鋭するどい痛みが走る。

　──くる、し……。

　体中の血管が膨ぼう張ちようしているのがわかる。喉を搔きむしりたい衝動に襲われたが、肩が少しも上がらない。

　全身をぐにぐにとのたうたせ、アキはウナギのように体の横で小さく手を動かす。

　──くうき、もうすこ、し。あと、すこ……。

「ぷあああぁっ！」

　意識を失う寸前で、アキはどうにか海上に顔を出せた。

「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……」

　浮きながら呼吸を整える。体が震えている。心臓が体の中を跳はねまわっている。

　──ボク、水の中で気絶ブラックアウトしてた……？

　至る記憶がまるでない。いきなり意識が途切れ、水中で口を開けてしまったようだ。

　実際、アキは水中で「失神」していた。

　水は気圧の変化で圧縮されない。どこまで潜もぐっても海は体積も密度も変わらない。体のほとんどが水でできている人間も同様だ。

　しかし空気は違う。水深二十メートルの水圧は、ビフォアのスチロール製ヌードル容器がひと回り小さく圧縮される世界だ。言わずもがな、肺の空気も一回り縮小されている。

　体調が万全でないのに深呼吸を繰り返して血圧を低下させ、その上肺が圧迫された状態で脳への酸素供給が遮断されれば、人は必然的に意識を失う。ビフォアの子供たちの間で流行した危険な遊びと同じだ。

　しかしアキには自分が失神した理由がわからない。溺おぼれた原因が不明であること自体に不安を覚える。自分の体を制御できないのは、怖い──。

　水すい面めんでいまだ喘あえぐ体を持て余し、アキはタルに戻って自や棄け気味に横になった。

　不安のせいかむしろ呼吸の間隔が早まってきた気がする。いっそ小一時間ほど眠ろうかと考えた。短時間で何度も潜もぐると潜水病のリスクが高まる。どのみち休息は必要だ。

　白い空間に寝転びながら、どれくらい寝ようかとダイバーズウォッチを確認する。

「え……」

　左腕に、何もなかった。

　そこにいつも巻いていたビフォアの逸いつ品ぴんはどこかに消え、代わりに他より幾分白い肌が見えていた。

「うそっ!?」

　慌あわてて起きてタルの中を探す。じわりと濡ぬれた床の上にも、色々詰め込んだバックパックの中にも、ダイバーズウォッチは見当たらない。

『──海の失うせ物海の物』

　タカが口にしたカンヨークが脳のう裏りをよぎる。

　まさかと思うが他に心当たりはない。今け朝さ起きた際には確かに左腕を見て時刻を確認した。となると先程のダイブで海に落としたとしか考えられない。

　パラスアテナ、キーちゃんの肩骨、《シキバ》宛の荷物、父から継いだセイラー服──。

　アキの大事な物は色々あるが、自動巻きのダイバーズウォッチもそれらと同等、あるいは「海で生きるための道具」としては最重要と言っていい物だ。

　あのビフォアの遺産レガシーがなければ、アキは正確な時間も日付も知ることができない。

「探さなきゃ……」

　体は既に困こん憊ぱいしていたが、アキは焦あせりの表情で再び海へ潜もぐった。

　時計を失なくしても気づけない、自分の体の感覚が怖かった。







　滞在四日目。オルカのぬいぐるみも自分のダイバーズウォッチも見つかっていない。

　毎度の尻しり濡ぬれにうんざりと目を覚まし、そのまましばらく白い天井を眺ながめる。

　船を見かけないことについて考えていた。

《セジング》は定期船でストレンジャーが多く訪れるトカイだったが、沈んだフロートやバラけた浮うき島しまはすぐに人が寄りつかなくなる。漁場を嗅かぎつけてやってくるスカベンジャーたちとのトラブルを避けるためだ。

　こうした「漁場」の情報はメッセンジャーや「タカジョー」、あるいは「ウカイ」と呼ばれる鳥使いバードテイマーたちを通じてすぐに拡散される。もう何日もすれば近海からスカベンジャーたちがやってくるだろう。腐肉を漁あさるニセウミサギのように。

「なんか、気持ち悪い……」

　妙みようにぐるぐると目が回っていた。タルの舷げん窓そうを見ると水平線が激しく上下している。

　起き上がってアカ汲くみでいつもの排水をした。昨日よりも搔かき出す回数が多い。

「なんで、ボクこんなことしてるんだっけ……」

　自みずから望んで残ったというのに、アキは理り不ふ尽じんを感じていた。なぜ自分だけがこんな目に遭っているのかと、《イロゥ》へ旅立った仲間を密かに妬ねたんでいた。

　すぐにそんな自分に罪悪感を覚え、きつく目を閉じ頭を振る。

　タルの壁に水滴が飛び、憂ゆう鬱うつがまた重なった。

　ストレスのせいか、体がぐったりと重い。頭に霞かすみがかったように思考が散さん漫まんになっている。

　ハッチを開けて外を見ると、暗い雲が一面に広がっていた。

　昨日よりも波がある。陽ひ射ざしがないため水の色もほの暗い。

　今日の潜水捜索は難航しそうだった。四日も経って進展はゼロなのに──。

「うっ……ぷ」

　突然内からこみ上げてきたものを海へ戻した。目め尻じりに涙が滲にじむ。酸味が喉のどに染みる。酷ひどくめまいがして意識が朦もう朧ろうとし始めた。頭と体が眠りたがっている。

「船酔いしてる……。なんで今頃……」

　昨日まで揺ゆれの気持ち悪さなど感じていなかった。なのに今はもう平へい衡こう感覚が覚おぼ束つかず、まっすぐ立っていることができない。事前に体の異常に気づかなかったことが、怖い──。

「キスベリーの効果が、切れた、だけだよ……」

　自分に言い聞かせながら、タルの中に戻って床にうつ伏せに倒れ込んだ。

　目を閉じても世界がぐるぐる回っている。

　吐はき気が治まらず胃がヒクヒクと痙けい攣れんしている。

　振り子のように左右に揺れる白い世界で、アキは意識を失っていた。







　滞在五日目と思われる、まだ薄暗い早朝。

　アキは見えない虫の悪夢にうなされつつ、海底からの地響きを聞いていた。

　──……？　……何か来る！

　ハッと起き上がって身構える。

　途端、ずおお、ずおおと海が吠ほえ、タルが下から突き上げられた。

　とっさにプラスチックの舷げん窓そうを見る。

　海がなかった。

　前触れのない大波が、タルを海上から数メートルの高さまで一気に連れ去る──。

　が、アイボルトに結んだアンカーロープがぐんと突っ張った。

　浮ふ揚ようの感覚が一いつ瞬しゆん止まり、アキはタルの天井に打ち上げられる。

「あいたっ」

　そして、痛む背中を擦さする間もなく、すぐに落下が始まる。

「うわっ！」

　タルが着水したと同時につんのめり、今度は内壁に顔を激しくぶつけた。

　額ひたいを押さえて涙を堪こらえつつ、すぐにハッチから顔を出す。

　空は薄曇りだが風はない。背後に首を回すと、タルとブルーホールの間を五メートルほどの一枚波が流れていくのが見えた。

「あの時と同じ……！」

　嵐ではなく、眠っている間に小規模の海震が起こったのだと気づく。

　海震の波は連続した波浪ではない。隆起した海底が持ち上げる怒ど濤とうの一撃だ。その規模は小さくとも、下からひっくり返すような突き上げで海に浮かぶすべてが覆くつがえる。タルではなくゴムボートで停泊していたら、アキは間違いなく転覆していただろう。

「アンカー打ってなかったら、あの波と一いつ緒しよに流されてたかも……」

　水平線に進む波の壁を見ながら、命拾いを痛感した。

　だが、タルをアンカリングしていたことは、同時に災わざわいも招いていた。

「あっ！」

　窓からその事実を見取り、アキは蒼そう白はくの顔でハッチから這はい出す。

　タルの上部に定間隔で打たれていたアイボルトが、足りない。

「噓うそ……！」

　タルが波に持ち上げられてアンカーロープが突っ張った際、重い物を結びつけていたボルトが遠心力で抜けてしまったようだ。アイボルトが打たれていた場所に、今はいくつかのネジ穴が空虚な存在感を示している。

　数箇所で固定されていた左右の五連タイヤは無事だが、一包二十四本のペットボトルや、備品を収納したツールボックスがアイボルトごとなくなっていた。

　唯ゆい一いつ残っていたものは、軽いがかさばるために単品で結ばれていた、プラスチックの組み立て式パドルだけだった。

「そんな……」

　すぐに辺りを見回したが、朝ぼらけの海上には何も浮いていない。海にも飛び込み探してみたが、目が届く範囲には何も見当たらない。カンパ品のアクアパックやツールボックスは、先程の波にさらわれていったのだと悟る。

「なんで……なんで、ボクだけっ！」

　アキは怒いかりに任せて青い海面を叩たたいた。

　船酔いが酷ひどくても休むことも許されない。

　孤独な海上でいきなり水と食料を失った。

　大切なダイバーズウォッチも行方ゆくえ不明。

　そんな不運を超えた災いを、誰かのせいにしたかった。

　そうして塩しお辛からい飛沫しぶきを何度も顔に受けるうち、アキの瞳ひとみから意思の光が消えた。

「……ボクはこうなる運命だったんだ」

　人形のような無表情で、アキはタルへと泳いで戻る。

「どうせボクは嫌われてるから……。こうなることはわかってたから……」

　ブツブツとつぶやきながら、タルに残った持ち物を確認する。

　メガネ少年に借りたハンドライト、ブランケット代わりに使っていた断熱シート、そして寝しなに眺ながめていたビフォア文字の布本などは、タルの中に持ち込んでいたため無事だ。

　背負っていたバックパックにはいつもの道具が入っている。中に追加で収納したのは、マリン双そう眼がん鏡きよう、五百ミリのペットボトル二本、ブリックスが一包にフリントボール二玉、そして女の子に握らされた貝オハジキ。

　食べ物があってもあまり喜べる状況ではない。消化には水分が必要だ。その上この赤レンガのような保存食は咀そ嚼しやくにも水を必要とする。現況とは相性最悪の食材だ。

「水は……」

　二本のペットボトルを合わせてたったの一リットル。それは人間が一日に必要な水分量に等しい。海水を混ぜて節約して飲んだとしても、一週間もつかどうかの量だ。今ある道具だけでは海水を蒸留する方法もない。

「雨が降らなければ……ボクの命はあと十日くらいかな……」

　淡たん々たんと現状を把握しながら、ふと気づく。

「今、ボクなんて言った……？」

　今日は滞在五日目だ。あと九日もすればタカが迎えに来る。なのに、今の自分はそれをまったく考えていなかった。まるでタカは来ないと決めつけているように──。

「なんで……？」

　自身に問いかけると、『なんで……ボクだけこんな目に』と内なる声が不遇をかこつ。

　頭の中にぼんやりとオルカの寝顔が浮かんできた。

　──オルカちゃん……。

　アキはオルカのぬいぐるみを探すため、ここに望んで残ったはずだ。

　なのに、今はその苦しげな寝顔に嫉しつ妬とを覚えている。自分はぬいぐるみを見つけるために苦労しているのに、オルカはみなに心配されて眠っているだけだ。自分「だけ」が孤独だ。理り不ふ尽じんだ──。

「何か、ボクがおかしい……」

　感知はできるが認知はできない、もう一人の自分がいる。

　自分の体を自分で制御できない不安がある。

「……動けるうちに、魚を獲ろう」

　渦うず巻まく感情を本能でねじ伏せ、アキは荒々しく海へ飛び込んだ。







　何もない海上に滞在して六日目。魚は見つからなかった。ぬいぐるみも時計も。

「はぁっ……はぁっ……はぁっ……」

　アキはタルの上で濡ぬれた膝ひざを抱かかえて座り、肩で大きく息をしていた。膝の前で握ったスピアガンは、潜もぐっていた間に一度も使用していない。

　あれほど海の幸に恵まれた《セジング》から、魚が完全に消えていた。

　サラオ（魚がいない）の海を見た経験は今までにも何度かある。それは薬品で染められたように美しい東の海や、悪食で大食らいなゴミザメの縄張りだった。

　その共通点は、「魚が棲すめない」場所だ。

　海震があった最初の日には、魚柱やガリバルディ・ベタを始め、生態系こそ変わっているがまだ多くの魚がいた。夜には青く漂うノクチルカが見えた。

　そんな《セジング》から生物がいなくなった意味は、あまり考えたくない──。

「はぁ……はぁ……」

　海から上がって相当経つのに、呼吸が乱れたまま戻らない。

　タルの中に潜もぐり込み、不安と疲労に喘あえぎながら白い壁にもたれかかる。

　ひきつれるまぶたの向こうに、雑然と物が散らばっていた。

　美しいレリーフが施ほどこされた金属の箱、人間の女性を模した半裸の人形、ランチボートで使われていた銀のトレイ──。

　それらは昨日のダイブで魚の代わりに引き揚げた、かつての《セジング》住民たちの持ち物だ。生活に役立つ物ではないが、オルカにとってのシャチのぬいぐるみと同じく、持ち主にとっては大切な思い出の品だろう。そう思い、ビルデン礁しようの屋上やケルプの森からサルベージしていた。

「もう、潜れないかも……」

　頭の中がもやもやしていて、思考が雑で面倒だ。体が危険の信号を送るように、ぶるる、ぶるると、定期的に震える。水と栄養が不足している兆候だ。

　アキは体の悲鳴に応じ、水筒に作った水の海水割りを舐なめる。

　食べ物はほとんど口にしていない。爪つめの先ほどに砕くだいたブリックスを口の中で転がしてみたところ、どんどん喉のどが乾いて怖かった。

　下唇くちびるを指でつねりながら、水筒の水をもうひと舐めする。脳に対して「自分は栄養を経口摂取している」と擬似的に思わせる生存術の一種だ。指をしゃぶって唾液を分泌させる方法と併用することで、少ない水を節約できる。

　辛つらい一日だった。渇かわきに耐える生活は、飢えや痛みの数倍苦しい。

「でも、あと一週間がんばれば……」

　タカが助けに来てくれる。

　だが、オルカのぬいぐるみはまだ見つけていない。結果的に何もせず「ここにいただけ」のアキを見て、タカはなんと言うだろう。

　大切なダイバーズウォッチも失ってしまった。みなと一いつ緒しよに《イロゥ》へ避難しておけば、こんな辛い目に遭うこともなかった。

「ボクは……なんのためにここにいるんだろう……」

　ぼそりと口にしたつぶやきが、酷ひどく自分を苛さいなんだ。







　滞在七日目。何かを見つけるどころか失うばかりだ。

　タルの中は蒸し暑い。アキはハッチを開けたまま床に寝転び、ロープに８の字エイトノツトのコブを結んでいた。失ったダイバーズウォッチの代わりにカレンダーが必要だった。

　すると、白い世界にいきなり「赤と黒」が飛び込んできた。

　黒い羽毛に覆われた体。真っ赤な喉のど袋ぶくろを大きく膨ふくらませたオオグンカンドリだ。この海鳥は他者から餌えさを奪うばい取る習性がある。

　オオグンカンドリは狭いタルの中で羽を撒まき散らして暴れると、アキのカレンダーロープを咥くわえてハッチの外に飛び去っていった。

　──きっと、この先何をやってもうまくいかないんだ。

　虚きよ脱だつの感に抗あらがわず、アキはハッチを閉めてタルに引き篭こもった。







　滞在八日目辺り。大おお時し化けだった。もうぬいぐるみどころではない。

　揺ゆれを少しでも抑えるため、アウトリガーのロープを調整して連結タイヤの喫きつ水すいを下げる。

　それでも激しく揺れる白い世界で、アキは何度も壁に叩たたきつけられた。

「げほっ……かっ……はっ」

　胃が別の生き物になったようにきつく縮ちぢみ、喉へと体液を逆流させる。

　船酔いで涙と胃液を失い、アキは肉体も精神も極度に消しよう耗もうしていた。

　蒸し暑さが喉の渇きを煽あおる。これだけ天候が荒れているのに雨だけが降らない。

　激しく揺れるタルの中で、ただあちこちに転がされる。

　倦けん怠たいが全身を覆っていた。体に栄養が不足していた。

　空腹感はずっとあるが、ブリックスを食べてしまえば消化で水分を失う。箱に入った残り数本の糧食は、口にすれば死期を早める毒でしかない。

　しかし体は絶えず食べ物を求めてくる。嘔おう吐とを重ねてますます飢き餓がに苦しめられる。

　息を吸ってへこんだ腹部がそのまま戻らない。

　体の中で、チリチリと脂肪の燃える音が聞こえる。







　滞在九日目か。雨は降らず、蒸し暑い。

　ハッチを開け放したタルの中で、アキはただ転がっている。

　体が熱っぽかった。脱水症状が進行している。発汗を防ぐために水浴びすべきだが、栄養を摂取していない体にそんなエネルギーはない。

　今となってはタルの底から染み出す海水がありがたかった。濡ぬれたまま眠ることにも体が慣れ始めていた。

「そろそろ、水……」

　日に何度か舐なめる水の海水割りだけが一日の楽しみになっている。

　水に直接口をつけると乾いた唇くちびるが水分を吸収してしまうため、舌だけを思い切りコップの中へ伸ばす。先端でちろとすくった水を、頭を反らせて喉のどへ流し込む。

　気張れば涙で溜ためられそうな量を嚥えん下けした瞬しゆん間かん、人間を生かしているのは水とナトリウムだと実感する。

　逆に一番うんざりする生理現象は排はい尿にようだった。飲んだ量より多くの水分が失われることがとにかく腹立たしい。損失を考えるとすぐに水を飲まなければという脅きよう迫はく感もある。

　今のアキは、生きることを考えて何もしていない状態だった。

　目を閉じてもまぶたに透ける白い天井の下、日がな一日じっと横たわっている。

　たまに薄目を開けると、視界に入る前髪がパサついているのがわかった。そのくせ全身水みず浸びたしで、床とこすれた膝ひざの裏は赤くかぶれている。

　ボリボリとかぶれた部分を搔かいていてアキはぎょっとした。

　ふくらはぎの太さが腕とほとんど変わらなくなっている。脂肪が落ちる順番として下半身はかなりの下位だ。上半身もぴったりしていた水着の胸元に、今は指が数本すっと入る。

　ここに鏡がなくてよかったと痛切に思う。







　滞在十日目か。外の様子は見ていないが、たぶん終日曇どん天てんだ。

　全身がふやけているのに脱水症状が進んでいた。

　とにかく体が重く、だるい。細こま切ぎれの睡眠が続き、今が朝か夜かも判別できない。

　尿によう意いを感じても海に入るのが億おつ劫くうで、アカ汲くみの中に排尿した。少しこぼしたが、どうせあとで水を搔かき出すから問題ないと無視する。

　本来排はい泄せつはこんな風に横着してはいけない。極限状況下でも人間らしく生きなければ、人の心はすぐに負に傾く。そう知っていても虚脱感が勝った。

　アキもさすがに現在の自分は異常だと自覚している。

　今まで水や食料が欠乏しても、十日程度でここまで衰弱したことはなかった。海は凪ないでいるのに船酔いも治まらない。頭は常に不ふ明めい瞭りようで、助かる希望があるのに酷ひどく無気力だ。その理由を考えようともしない──。

「あっ」

　海水の水割りを作っていた時、気をつけていたにも関かかわらず手が震えてペットボトルの中身をこぼした。慌あわてて湿ったタルの底に舌を這はわせる。

　尿にようと海の混じった水滴はもはや水ではなかった。体を震わせながら唾だ棄きする。

「悲しくない！　ボクは悲しくなんかない！」

　なんとか涙を引っ込めようと自分に言い聞かせる。これ以上水分を失いたくない。

　努力の甲か斐いあって涙は流れなかった。

　それもまた、涙が流れてしまいそうに惨みじめな現実だった。







　滞在十一日目のはずだ。海況は落ち着いているが、天気が回復して暑い。

　──水が飲みたい。水が飲みたい。水が飲みたい。

　頭の中ではずっと同じことを考えている。タルの周りはすべて青い水なのに、それを飲めない辛つらさに頭がおかしくなりそうだ。

　残りの水はペットボトル半分もない。あと三日を生きるために今は耐えねばならない。

「みず……？」

　ふと見ると、海水を汲くんで転がしておいた一本目のボトルの表面に水滴がついていた。

「みず……！」

　舌先で舐なめてみると、間違いなく水だった。おそらく朝方に冷やされたタル内の水蒸気が液体化したのだろう。

　アキはボトルの表面に一心不乱に舌と唇くちびるを這わせた。水滴が一いつ瞬しゆんでなくなる。

　しかし何かが口に当たる感触が心地よく、アキはしばらくの間ペットボトルをねぶり続けた。







　滞在十二日目だろうか。炎天下と言える一日。

　気がつくと、目の前のペットボトルが空になっていた。

　意識は朦もう朧ろうとしていたが、喉のどが潤うるおっているのはわかった。無意識のうちに、もう一人の自分が渇望を満たしたのだと悟る。

　アキの顔はほとんど土つち気け色いろだったが、最後の水を飲み干して逆に覚悟を決めた。

　──あと、二日。

　それだけ生きれば自分は助かる。タカが必ず助けに来てくれる。







　滞在十三日目だろう。

　コップに注いだ液体を口に含むと、臭いや味覚よりもまず「温かさ」に嫌けん悪おした。

　海水で冷やして更に一口含む。慣れるまでは辛つらいと父に聞いた通りだった。

　──あと、一日。

　水や食料を得られなくても、タカに会えればそれでいい。







　十四日目。




　タカは来なかった。




　　　４




　約束の二週間が過ぎたが、アキの世界はいまだ白一色だった。

　朝からずっと《イロゥ》のある東の海を見ていたが、タカは迎えに来てくれなかった。

　開けっ放しのハッチから、夜の潮風が入り込む。

　舷げん窓そうに映るこけた頰ほほに、くっきりと影が浮かんでいた。鎖さ骨こつは皮ひ膚ふを破りそうなほどに張り出し、体のあちこちが塩を吹いている。

　真っ暗なタルの中で横たわるアキは、急激に衰弱していた。

　──信じてたのに。

　ずっと我が慢まんしていた涙を流してすすり泣く。

　アイボルトが抜けて荷物を失った時、アキは冷静だった。喪そう失しつ感を本能で押さえ込み、生きることを最優先した。

　けれど、もう限界だった。

　アキは約束を破ったタカを恨うらんだ。寝ているだけのオルカを妬ねたんだ。最終的にすべてを両親のせいにして、親なんだから助けてよと海に向かって悪態をついた。

　信じられるのはキーちゃんだけ。ボクの味方はいつだってキーちゃんとパラス号だけと、仲間を乗せていったパラスアテナまで遠回しに敵視した。

　アキは今、完全なる孤独を感じていた。

　過去にアキが感じていた孤独は、言い換えれば物理的な寂しさだ。広大な海の世界で、そばに誰もいない。この惑星に生きているのは自分だけ。そう錯覚したあの孤独が、今は単なる「人恋しさ」だとわかる。

　今のアキが感じている孤独は、「信じた人に見放された」精神的な孤立だ。希望の世界にリンクが途絶えた内なる隔絶だ。

　タカに見捨てられたアキは、生きる意志そのものを失ってしまった。

　人が生きるために最も必要な「水」もない。海には魚もプランクトンもいない。周りに取りつく島もない。泣いて叫さけんでも誰にも届かない。

　アキがこの世から消えても、誰も気にかけてくれない──。

　完全なる孤独が絶望を産み、絶望が死を引き寄せる。漂流者の多くは、体よりも先に心から死んでいく。

　水みず漏もれするタルに横たわり、アキは静かに目を閉じた。

　耳元でちゃぷんと水葬の準備が始まる。朝には冷たくなっているだろうと思う。

『ツメタイ』

　ふと見ると、胸元にキーちゃんが乗っていた。ついに幻覚が見え始めた。終わりは近い。

　迎えが来たと安心し、アキは相棒と会話を試みる。

「もうすぐ、キーちゃんに会えるよ」

『タクサンイキロ』

「もう生きたよ。ボクはたくさん生きた」

『シンデル』

　生きようとしなければ、人は死んでいるのと変わらない。キーちゃんが言っているのはそういう意味だろう。確かに今のアキは動物のように「必死」に生きてはいない。ならばこの状況でどうしろというのだ。

　アキはキーちゃんにふっかける。

「じゃあ、生きようとすれば、死んでも死んでないの？」




『そうよ。オウムガエルは今もあんたの中に生きてるでしょ』




　ケロケロと鳴くキーちゃんの声が、タカの声色に変わった。

『タカさんを信じないアキさんなんて、海賊よりも無価値ですよ！』

　今度はオルカの声でキーちゃんがぷくぷくと頰ほお袋ぶくろを膨ふくらます。

　うっすらとだが、それはアキも感じていたことだった。タカと生きるために今まで苦難を乗り越えてきたのに、なぜこんなに簡単に諦あきらめるのかが自分でもわからない。

　──だって、タカちゃんは二ヶ月も待ってくれたのに。

　人を信じなかったオルカに言われ、疑念が明確になった。今の自分は何かがおかしい。今の自分を信じてはダメだと確信する。

「うん……。みんなの言う通りだね……」

　口に出した瞬しゆん間かん、キーちゃんの幻覚がすっと消えた。

　少し寂しかったが、何か頭の靄もやが晴れた気がした。

　──もし『二ヶ月』待ってもタカちゃんが来なければ、自分で迎えに行けばいいんだ。

　突然そんな風に吹っ切れたのは、みなの存在を身近に感じたからだと思う。自分の命は大事だけれど、自分のためだけに頑張るのは限界がある。

「ボク、シュセンドなのかも！」

　誰かがそばにいないと頑張れない自分はゲンキンだ──そんな想いをアキなりにエスプリを効かせてジョークにした。アキは生きるために笑いたかった、が──。

「あんまり、面白くない……」

　人にはそれぞれ向き不向きがある。だが諦あきらめてはいけない。

　アキは次なるお題を求めて体を起こし、舷げん窓そうから夜の海を見た。

　遠くにぼんやり黄色い光が灯ともっている。

「船……？」

　まぶたが重く大きくは開かない。ハンドライトで照らす体力もない。

　アキはタルの中で正座しながら、黄色い光をじっと見つめる。

　次第に光が大きくなると、それはぐるぐると回転して周囲を照らしているのがわかった。

　どうやら黄色い光はギョセンに設置されたイサリビ・パトランプらしい。船は一艇ていだけではなく、数艇で船団をなしているようだ。

　その先頭に、モノハル艇のシルエットが見えた。

「タカちゃん！　やっぱり来てくれたんだ！」

　しかし手を振る体力はない。喜びで瞳ひとみを潤うるませながら、アキはふるふる震えてじっと待つ。

　だが、近づく船影がはっきり見えた時、アキの瞳から希望が消えた。

　船団の先頭を走るモノハル艇は、パラスアテナの赤ではなく白いセールを張っていた。

　その艇身もパラスアテナの五倍以上、百四十フィート近くある。

「でも、普通の船なんて来るはずない。だって……」

　タルの手前で停泊した巨大なモノハルから、一人の男がテンダーボート（足船）を漕こいでやってきた。

　こんこん、とタルの壁がノックされ、アキが見上げた天井の鍋なべ蓋ぶたが開く。

「漂流者ドリフター、俺が神の遣いに見えたか？　残念だが、神あいつは海の穴に落ちて死んだよ」

　ハッチからタルの中を覗のぞき込む男の首元に、ぶらりと銀色の十字架が揺ゆれた。

「俺たちは、その墓荒しスカベンジに来たんだ」




　月を背にして口の端はしを歪ゆがめた男は、自みずからを『プリーチャー』と名乗った。

　表情は卑屈だが顔立ちは整っている。見たところ三十はいっていない。無ぶ精しよう髭ひげだが粗野な印象はなく、瘦やせた体を包むクレリックカラーシャツも相まって、どことなく痛覚のないアシナシイグアナを連想させる風ふう貌ぼうだ。

「あんたもスカベンジャーだろう？　母船とはぐれた理由は聞かないさ」

　男の目線はタルの隅に転がった《セジング》住民の思い出の品々、少女をかたどった人形や銀のトレイ、意い匠しようあるレリーフが施ほどこされた箱に向いている。

「違い、ます……。ボクは──」

　アキはしゃがれた声で自分は友達の大事な物を探しているのだと伝えた。途中で不運に見舞われたこと、できれば水と食料を分けてほしいことなどを懇こん願がんするように話す。自分が下着同然の水着姿であることは認識していたが、もはや恥はじらう余裕はなかった。

「俺たちには水と食料がたっぷりある。取り引きにはいつでも応じよう」

　その目線から、『代わりにその引き揚げ品を寄越せ』と言っているのだと理解する。

「でも、これはボクの物じゃないんです。セジングのみんなの……」

「それは違うな。海から拾ったならそれはあんたの物だ。拾った物をどうしようとあんたの自由だ。あんたには生きようとする意思があり、俺たちには提供できる水がある」

　アフターの価値観として男の言っていることは正しい。その結論も論理的だ。

「俺たちはプロだ。あんたを助けようなんてこれっぽっちも思っちゃいない。もちろんシーロバーのように『女』を襲って『戦利品』を横取りしたりもしない。俺たちスカベンジャーはあんたが死ぬのをただじっと待つ。今はその時間が惜しいから、『同業者』から安く買い叩たたこうって寸法さ」

　プリーチャーは水着姿のアキを見て紳士的に脅きよう迫はくしていた。弁舌巧たくみに死後を匂わせ、逃げ道を作るように選択肢を誘導していた。

「でも……」

「アフターに神はいない。ここにあんたを助ける聖人セージはいない。俺も含めてな。あんたが生きるか死ぬかを決めるのは、あんた自身だよ」

　アキが言葉を返せずにいると、男がまた口の端はしを上げてニヤリと笑った。

「ま、こうして会ったのも何かの縁だ」

　希望を持たせる言葉を聞いて、アキの瞳ひとみに光が戻る。

「ハッチは開けたままにしておいてくれ。そうすりゃ死臭においで漁あさり時がわかる。せめてカツオドリに体をほじくり返される前に、あんたを海へ還かえしてやるさ」







　滞在十五日目の朝。

　昨日の晩にプリーチャーから受け取った水と干物を口にすると、重い体が幾分軽くなったように感じた。もちろん足りない栄養が即補給されたというわけではない。死の重圧プレツシヤーから開放されてそう感じるのだと、アキは経験的に知っていた。

　体を生かすのは間違いなく水だが、精神を生かすのは食物だ。

「……ごめんなさい」

　だが、アキの心は別の重みを背負っていた。プリーチャーに《セジング》住民の品を二つ売り渡したことを、開き直ることができなかった。

　自分以外の誰かが生きるために誇りを売っても、アキはそれを責めたりしない。しかしいざ自分がそうすると、心にアザができたように感じた。

　たとえ他に方法がなかったとしても、一度道から外れた者は生涯罪の意識を背負う。心のアザに痛みはなくとも、いつでも意識の視界に入る。

　後ろめたさを抱かかえたまま、アキはバックパックからマリン双そう眼がん鏡きようを取り出した。

　タルの舷げん窓そうを覗のぞくと、遠いブルーホールの上に船団が停泊しているのが見える。

　スカベンジャーたちは青い円の周囲に「サシアミ」と呼ばれる巨大な防ぼう魚ぎよネットを張っていた。海中に広く展開されたネットは、サルベージ中のダイバーをサメから守る名目で漁場を独占するスカベンジャーたちの常じよう套とう手段だ。

「あの人……」

　船上で潜水準備をしているダイバーの中に、見たことのある顔があった。

　遠目にもわかる銀と灰色を混ぜたような短い髪。白いウェットスーツを着た体のラインはしなやかで、周りのダイバーたちよりも少し背が高い女性。

　先日ビルデン礁しようの中で溺おぼれかけたアキに、エアタンクの空気を分けてくれたアマダイバーだ。

　あの時は暗くてわからなかったが、アキは去年《ミゾーシ》フロートでもアマダイバーを見ていたことに気づく。その時は「栄養補給」のために太ったフッカーを買っていた。

「スカベンジャー……だったんだ」

　海に潜もぐるダイバーたちの仕事は、セイラー同様多た岐きに渡る。

　素す潜もぐりで浮うき島しまやフロートの底に貼りついた貝を捕る者、フィッシャーマンたちの漁をサポートする者、海底のビルデン礁から太古の文明をサルベージする者もいれば、フロッグマンと呼ばれるサメ退治のスペシャリストもいる。

　そして、組織としても個人としても一番多いのが、嵐に巻き込まれた船やバラけた浮島の遺品を漁あさるスカベンジャーたちだ。

　スカベンジャーの引き揚げ品は、物資の乏しいアフターにおいては重要な資源だ。見方を変えれば彼らは海のクリーンキーパーであり、その仕事はリサイクルでもある。

　ただし、心情的にはアフターの誰もが彼らを受け入れがたく思っている。人の不幸に付け入る彼らに共感できる人間は少ない。

「でも──」

　水もなく、魚も逃げ出したこの海でアキが生き延びる方法はひとつしかない。

　人は魚を食べて生きている。魚はより小さな小魚を、小魚はプランクトンを摂食する。

　多かれ少なかれ、生きるということは他の誰かに犠牲を強しいるということだ。

「ボクも、今はスカベンジャーになるしかない」

　誇りと命を天てん秤びんにかけ、アキは生きることを選んだ。







　滞在十六日目。タカはまだ来ない。

　昼間に海に入ってみると、それなりに泳ぐことができた。今日一日ゆっくり休養すれば、明日にはタルの下のビルデン礁しようくらいまでは潜もぐれそうな気がする。

　十分な体力の回復を待つ間、アキはタルの舷げん窓そうからスカベンジャーたちを観察していた。

　数えてみたところ船団の船は十艇ていあった。ダイバーの昇降が楽だからか、モノハル艇よりもカタマランやサッパ船といった平底の船が多い。一番大きい六十フィート級のヨットが母船のようで、広いデッキでプリーチャーが口の端はしを歪ゆがめて待機している。

　じっと双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていると、サッパ船の上で片足を引きずったスカベンジャーが海に丸ブイを放り投げた。海面にゆったり浮いたロープにつかまり、ダイバーたちが水に入ったまま休きゆう憩けいを始める。

「ふむふむ」

　母船にいた顔の半分を火傷やけどで覆われた男が、海中に沈んだロープを引き上げた。ざばりと海面に出てきたジョレン（ビフォアでシジミ漁に用いられた鉄カゴ）の中には、海中のダイバーがサルベージした品物が詰まっている。

「なるほど」

　アキは双眼鏡を覗きつつ、ふんふんとスカベンジャーたちの仕事を学んでいた。

　作業に従事しているダイバーはおよそ二十名いる。スカベンジャーの中で一番多いのは「シーウォーカー」のようだ。

　ダイバーの潜降方法は三種類ある。

　酸素を補給せず、アキのように最低限の装備だけで素す潜もぐりする「フリーダイバー」。

　送気式の重いヘルメットをかぶって長時間海の底を散歩する「シーウォーカー」。

　そして、圧縮エアを充じゆう塡てんしたタンクを担かついで深海に潜る「レックダイバー」だ。

　見ていると、シーウォーカーは基本的に四人一チームで行動していた。

　ダイバーは二人一組でバディとなり、ジョレンを背負った上に数十キロの重いヘルメットをかぶって潜水する。ヘルメットからはチューブが延びていて、船上の手回しポンプと繫つながっていた。残りの二人がポンプをわっせわっせと交互に回すことで、海中のヘルメットへ空気を送る仕組みらしい。どちらの役も大変そうだが、やるならダイバーかなと思う。

　船上にタンクを背負ったレックダイバーは二人しかいなかった。一人はアキを助けてくれたアマダイバーで、もう一人はスカベンジャー代表のプリーチャーだ。

　タンクを背負って潜る場合、エアの残量が続く限りいつまでも潜っていられる。太古の文明をサルベージするダイバーたちには不可欠の装備だ。

　アキもダイバーとの世間話で装備のメカニズムは知っているが、自身でタンクを背負ったことはない。それはアフターにおいてドリルアンカー以上に高価なものだ。スカベンジャーはそれだけ儲もうかる仕事ということだろう。

　スカベンジャーたちの作業を覗のぞきながら、アキは苛いら立だっていた。早く潜もぐれるようにならなければ、オルカのぬいぐるみやダイバーズウォッチを奪うばわれてしまうと焦じれていた。

　同時に、多くの船と人が集つどうブルーホールを見て寂せき寥りようも感じていた。

　無意識のうちに、孤独なタルの自分と対比していた。




「す、べ、す、べ、ま、ん、じゅ、う、が、に……うう」

　気を紛まぎらわすために始めた貝オハジキも、仮想オルカ相手に惨ざん敗ぱいだった。

　タルでじっとしていることに耐えかねた夕方、アキは「むん」と決意する。

　空のペットボトルに断熱シートを巻きつけ、周囲をロープでぐるぐる縛しばった。タルの外に出て前部のアンカーロープをいったん解くと、急きゆう拵ごしらえのブイに結び替えてそのままえいと海へ放り投げた。

「大丈夫……だよね？」

　頼りなく浮かんだ銀色のブイを見守りつつ、組み立て式のパドルを構える。

　アキはプリーチャーとの商談に向かうつもりだった。

　引き揚げ品があとひとつ手元にあるし、水の残りは心こころ許もとない。とはいえ泳いでいくのはまだ怖い。それならタルを漕こぐしかない。

　白いタルの前部に跨またがって、「∞」の軌道でパドルを動かす。「一本漕ぎ」はコツをつかむまで時間がかかるが、船体の左右で漕ぐよりも航路の調整がしやすい。

　目に染みるような夕ゆう映ばえの海をせっせと漕ぎ、アキはどうにかブルーホールの上までたどり着いた。両目に義眼を嵌はめた恐ろしげなスカベンジャーに取り次ぎを願うと、プリーチャーが不敵なニヤけ顔で現れる。

　アキはおずおずとフードコートで使われていた銀のトレイを渡し、ペットボトルに入った雨水と交換してもらった。

「あんた、フリーでどのくらい潜れる？」

　さてと帰りかけた時、そんな質問でプリーチャーに呼び止められた。

「わかりませんけど、この下のセジングのフロートまでは潜れました」

　特に緊張せずにすらすら答え、アキは自分自身を不思議に思う。

　プリーチャーはアキが苦手な男のはずだが、なぜか恐怖を感じない。線が細いからというわけでもなく、この優やさ男おとこからはなんとなく女性的な印象を受ける。

「潜降時間は？」

「えっと、普段は二分半を目安にしてます。それ以上は、ちょっとわかりません」

　訓練したダイバーは水中で五分以上の無呼吸活動が可能だ。アキも一応その程度の閉息はできる。プリーチャーが尋たずねているのは『それ以上』の時間だと思ったが、自分の限界を試したことがないアキには答えようがない。

「タンクを背負ったことはあるか？　セジングまで潜もぐった時は怖かったか？」

　世間話にしてはやけに具体的だなと感じつつ、ないです、夢中で覚えていません、といった内容を答える。

　スカベンジャーのリーダーは相あい槌づちのように口の端はしで笑うと、「がんばれよ、同業者」と皮肉を置いて去っていった。

　複雑な思いでタルへ戻ろうとすると、今度は背中にぞくりとする視線を感じた。

　プリーチャーが吹ふい聴ちようしていない限り、スカベンジャーたちにアキが少女であることはバレていないはずだ。今は水着の上からセイラー服を身につけているし、頭にはきちんとセイラー帽もかぶっている。

　それとなく振り返ってみると、アキを見つめる視線は例のアマダイバーのものだった。

　アマダイバーは特に物言いたげというわけでもなく、目にかかった前髪の隙すき間まからじっとアキを見つめている。

　その意図は定かではないが、ひとまずほっとした。相手が女の人なら怖くない。

　アキは軽く会え釈しやくを返し、再びタルを一本漕こぎして断熱シートのブイまで戻った。

　アンカーロープをタルに結び直し、普段着に着替えて受け取った水を口にする。

　あまりのおいしさに涙が出た。罪は命と同じ味がする。

　その後は水揚げ品の整理をするスカベンジャーたちをワッチ（見張り）した。ぬいぐるみやダイバーズウォッチを拾われていないか確かめておきたい。

「……？　何してるんだろう？」

　ブリックスの欠片かけらを口に含みながらマリン双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていると、スカベンジャーたちが船上を慌あわただしく走り始めた。

　倍率を上げて注視した時、突然一艇ていのカタマランが海上に跳はね上がった。

「えっ」

　また海震かと身構えたが、次々ひっくり返っていくカタマランやサッパ船は、明らかに何かの攻撃を受けているように見える。

「何、あれ……？」

　やがてすべての艇がひっくり返ると、ブルーホールからこちらに向かって猛スピードで何かが迫ってきた。

　沈む夕ゆう陽ひを背負いつつ、波のシルエットを散らして泳ぐ何か。

　扁へん平ぺいな頭部とセールの如ごとき巨大な尾びれ、そのねじれた生き物はまさしく──。

「ツイステッド！」

　本来海底に棲すむシュモクザメとエイを合わせたようなサメが、なぜか暗い海面すれすれを泳いでいた。

　以前見たような遊泳ではない。歪いびつなサメは苦しむように、海面をのたうち回っている。

　よく見ると、サメの顔からでろんと眼球が飛び出していた。深海生物が表層に出ると、水圧の変化で目玉や浮袋が体外に露ろ出しゆつすることがある。

「こっち来てる……！」

　ツイステッドの灰色の背びれが、タルに向かってジグザグに海を割ってきていた。

　鼓動が体に伝わるほど、心臓がガンガンと騒さわぎ出す。

　かといって、アキにはどうすることもできない。取り急ぎ入手した水と食料をバックパックにしまって背負い、あとはひたすらサメが通り過ぎるのを祈る。

　ツイステッドはタルの五メートル手前まで近づいていた。灰色の背びれはそのまま障害物を避よけるように、ざぶんと海へ潜もぐる。

　アキがほっと息を吐はいた瞬しゆん間かん、パァンと景気のよい音とともにタルが浮かび上がった。

「うわっ！」

　ツイステッドに底をひっぱたかれたのだと気づき、とっさに床に体を伏せる。

　真っ白なタルが宙を舞い、アンカーロープがピンと張った。

　ややあって、タルがだぱんと着水する。

　衝撃に揺ゆれる白い空間の中で、アキは四つん這ばいのまま舷げん窓そうを見た。

　巨大な三角尾びれが再び肉薄している。

　このタルは素材と構造上、どんなことがあっても絶対に沈まない。しかし底に走った亀き裂れつや抜けたアイボルトの件もある。メンテナンスが行き届いた『上等な』船とはとても言えない。

　サメの一撃を受けてパカッと割れるタマゴのイメージが脳のう裏りに浮かぶ──。

「追い返さないと！」

　アキはスピアガンを携たずさえハッチから外に出た。

　真っ赤に燃える空の下、タルに跨またががりサメを探す。

　ツイステッドはすぐそばにいた。ねじれた体の灰色のサメは、錯乱したように浮上と潜降を繰り返し、あちこち出で鱈たら目めに泳いでいる。

「何……？」

　アキはスピアガンを構えたまま、暴れるサメの様子を見守った。

　サメの背びれが夕暮れの空と波の間で金色に輝いている。その姿は箱の中で出口を探し回るアブラネズミを思わせた。

「何かから、逃げてる……？」

　疑問を口にした瞬間、アキの耳がこの二週間で二度聞いた「音」を拾った。

　海底火山が噴火する直前のような、海を揺ゆるがす凄すさまじいあの鳴動。

　やはりツイステッドは逃げていたのだと確信した。あの日見たアシナシイグアナの群れのように、脇わき目めもふらず海震から必死に逃れようとしていたのだと──。

「……来る、の？」

　それは、またもやアキの真下からやってきた。

　海底の更に深くのプレートが、この世のものとは思えない轟ごう音おんで吠ほえた。

　直下の海がせり上がり、巨大な白い壁が持ち上がる。

　二度目の海震よりも数段規模が大きい。

　アキはタルから振り落とされ、瞬しゆん時じに海面から十メートル以上の高さへとさらわれた。

「ぷぁっ！」

　巨大な一枚波が、赤子をあやすようにアキを高く掲げる。

　見下ろす夕ゆう陽ひに焼けた空が、アキから猛烈な勢いで遠ざかっていく。

　──逃げないと！

　アキは波頭を泳いだ。一枚波を横断して降りようとした。

　このまま高波に運ばれれば、あっという間に何十キロも離れた場所まで連れ去られる。本当にタカにも見つけられなくなってしまう。

　アキは一心不乱に波を搔かき分けた。

　自分を絡め取る波と平行に泳ぎ、端はしへと逃れようとした。

　左足のデッキシューズが脱げて流される。それでも腕を動かし続ける。

　右の脇わき腹ばらがつり始めた。歯を食いしばって痛みをこらえ、必死に前へ泳いでいく。

　もう少しだった。

　あとほんの二搔きで、波の端から抜け出せる──はずだった。

　逃れようとしてアキが泳いだ一枚波がいきなり飛沫しぶきを上げて砕くだけ散った。

　アキの、体ごと──。

「ぐっ……あ……。……何、が……起こっ……」

　右半身に何かが叩たたきつけられていた。

　アキはそのままずるずる何かの「面」を滑すべり落ちる。

　高所から海面に着水し、その勢いのまま数メートル沈む。

　水の中で死に物狂いに手を伸ばした。指先が固い何かをつかむ。

　鉄の棒のようなそれをつかんで浮上すると、夕ゆう闇やみの下に信じられないものが存在していた。

「はぁ……はぁ……なんで……いきなり……」

　痛みに顔をしかめたアキが仰あおぎ見た巨大な影──。

　それは、先程まで海の底に沈んでいたビルデン礁しようだった。







[image: Ⅱ　あるイミグラントのソング]
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　海にせり出したビルデン礁しようを、月がぼうっと青白く照らしていた。

　かつての外壁は紺のタイル貼りだったようだが、そのほとんどが剝はがれて素地や鉄筋が露ろ出しゆつしている。かろうじて外壁が残っている部分も、海かい藻そうやムール貝がびっしり貼りついて元の色はほとんど判別できない。

　闇やみの海上に浮かび上がる、不気味な太古の建造物。その朽くちて遺い骸がいの前歯のように欠けた階段を、アキはビクビクと震えながら上っていた。

「うう……」

　先刻アキが一枚波に流され体を打ちつけたのは、箱筒型のビルデン礁だった。内部が小部屋で区切られた「マンション」と呼ばれるこの建物は、アキが遭遇した三度目の「海震」によって海底からせり上がってきたことになる。二度目の海震はタルのアイボルトをすぽんと抜いただけだったが、一度目でオーシャンピットを形成したのと同じく、今回も海底が「隆起」したようだ。

　海面に突き出ているのは、マンションの上から二階分になる。建物は上から見て「コ」の字の形をしており、その中央に現在アキがおっかなびっくり上っている内階段があった。

「あぶっ」

　水みず濡ぬれたコンクリートは滑すべりやすく、表面に藻もがべらだらと繁はん茂もしていて実に歩きにくい。

　もちろんアキが怯おびえている理由はそれだけではない。ライト片手に夜の廃はい墟きよを一人で探索し、平常心でいられる人間は少ないだろう。

「うう……。怖くないもん……」

　本音を言えばこんな探検などしたくないが、アキには新たなねぐらが必要だった。

　二週間に渡ってアキの体を揺ゆらしたタルは、今もアンカーロープに繫つながってビルのすぐそばに浮いてはいる。しかしその喫きつ水すい線せんは明らかに下がっていた。ツイステッドの打撃か高波の衝撃を受け、底の亀き裂れつが広がったのだろう。確認するまでもなく船内は水没しているはずだ。

　アキは肩に担かつぐようにしてライトを逆手で持ち、貝の貼りついた階段を慎重に進む。

　子供の頃に両親から聞かされた『フジツボ人間』──船底の貝剝がしをサボった男が全身をフジツボに覆われる訓話めいた怪談──を想起して、背中にぞわりと悪お寒かんが走った。

　そのタイミングで、ぴちょん、とうなじに水滴が垂れ、アキは「うわぁ！」と叫さけんで残りの階段を駆かけ上がる。

　勢い最上階の踊り場に出た。手すりにつかまりひいひい呼吸を落ち着けていると、見るともなしに夜の海が目に入る。

　遠くに黄色く回転する光は、スカベンジャーたちのイサリビ・パトランプだろう。

　この時間になってもツイステッドに転覆させられた船の立て直しに追われているようだ。船舶の数自体は減っていないので、ひとまず高波の被害は免まぬがれたらしい。

　よかったとひと安心して、アキは踊り場から廊下へと移動した。

　ぬいぐるみを探すという目的を考えれば、スカベンジャーたちが消えてくれた方がありがたい。しかし現状「同業者」はアキにとって生命線でもある。

　それ以前に、相手が誰であろうと大勢の命が消える光景はもう見たくなかった。

　マンションの廊下にライトを照らし、注意深く左右を確認する。

　壁には黒っぽい藻そう類るいがどろどろと垂れ下がっていた。びっしり生はえた植物の隙すき間まに、かろうじて赤あか錆さびた金属のドアが四枚見える。

　今夜の寝床を探すため、アキは恐る恐る手前左のドアノブを回した。

　がちゃり、と呆あつ気けなくドアが開く。

　ぷんとイソの香りが鼻をついた。警戒しながら顔の横で構えたライトを動かす。

　入り口の周辺は狭く、光合成を必要としない藻で一面ぬるぬると覆われていた。種類はどれも違うようだが、みな一様に茶色がかっていて気味が悪い。

　息を潜ひそめてもう一歩闇やみの奥へ進む。トクトクトクと脈の律動が早まるのを感じる。

「ひっ」

　ライトの光が人影をとらえ、アキは反射的に身を引いた。

　室内奥の割れて汚れたガラス窓に、ぼうっとアキ自身の影が映っている。

「おおお、おどかおどか、おどかさないでよっ！」

　一いつ瞬しゆんで背中をどっと汗が流れた。廃はい屋おく探索は尻しり濡ぬれで目覚めるよりも心臓に悪い。

　動どう揺ようを落ち着け室内を照らすと、足元には角の丸くなったガラスの粒や死にサンゴの欠片かけらが無数に散っていた。

「足、切りそう……」

　夕方の一枚波にデッキシューズをさらわれ、今は左足だけが素足だ。

　アキは背負ったバックパックを床に降ろし、ごそごそと靴の代わりになるものを探す。下着とシートロープでむむと迷い、後者をぐるぐると足の裏全体に巻きつけた。

　取り急ぎ敗血症を防ぐ準備を終え、ライトを動かし室内を進む。

　この空間は居室のようだった。しかし両手を広げたアキ二人分の室内には、ぬぬぬめ茂しげった海かい藻そう以外に何もない。ビフォアの生活の痕こん跡せきはまったく見受けられない。

　浅い階層のビルデン礁しようはとうの昔にサルベージされ尽つくしている。他にもいくつか小部屋があったが、居室と同じく茶色い海藻以外何も発見できなかった。

「だよね……」

　はふぅと気落ちしつつ廊下へ戻る。

　他のドアも確認すると、踊り場から見て左奥と右手前はノブが錆びついて開かなかった。

　最後に右奥のドアを開けてみたところ、イソの香があまりしなかった。鼻が慣れたというわけでもなく、実際にさっきの部屋と比べてはびこる海かい藻そうが圧倒的に少ない。ライトを向けると床や壁の地肌もそれなりに見えている。

「ここなら住めるかも」

　期待を胸に濡ぬれた玄関を跨またぐと、すぐ右手にドアがあった。入って更に奥にあったジャバラドアを開ける。小さな室内に海水の溜たまった水色の巨大な桶おけを発見した。その隣には便器と洗面台があり、壁からは錆さびた蛇じや口ぐちが伸びている。

「ギャレー……かな？」

　ギャレーは船舶のキッチンを指す言葉だ。アキは「オフロ」という単語は知っているが、その概念を正確には理解していない。パラスアテナにトイレはあるが、シャワーやバスタブはない。ゆえにアキにはこのユニットバスが、「水色の巨大なシンクがあってトイレまである変なキッチン」としか思えなかった。

　居室内に戻り探索を続けると、今度は本物のキッチンがあった。シンクはパラスアテナのものより大きかったが、底が抜けていて太いプラスチック管が露ろ出しゆつしている。

「謎なぞ……」

　二つのキッチンを見て首を傾かしげつつも、アキはこの部屋が居住に適していると判断した。

　バックパックを濡ぬれた床に置き、ライトを消して月明かりだけで暗い部屋を眺ながめる。

　南側には窓が嵌はめられていたと思おぼしき枠組みがあった。近づいてみると外には崩れかけた張り出し部分、いわゆる客船にあるような「ベランダ」がある。

　足元の安全を見極めつつ、そっとベランダに出た。ひび割れた手すりの向こうに海が見える。

　スカベンジャーのイサリビは既に消え、静かな海面に月が溶け込んでいた。

「タカちゃん……」

　月齢と星の傾きから、流れた時間をうかがい知る。

　込み上げる悲しみを押さえつけるよう、ポケットの中でキーちゃんの肩骨を握る。

　生きているけれど、ここにいないタカ。

　もう逢えないけれど、ここにいるキーちゃん。

　どちらが自分のパートナーかと考え、アキはぶるぶる頭を振った。

「ガバロー！」

　嫌いやなことばかり考える「もう一人の自分」をキーちゃんに追い払ってもらい、ベランダから周囲を見渡す。

　月はこのマンション以外にもいくつかの建物を照らしていた。一度廊下に出て反対側も確認する。海震の影響により、合計で五棟のビルデン礁しようが海面に突き出たようだ。

「そういえば、昔タカちゃんが『地形がどんどん変わってる』って言ってたっけ」

　オルカも同じく『陸が浮かぶのを見られるかも』と言っていた。

　それはワクワクする出来事のように思えるが、自分の知っている世界が変わってしまうのは少し怖い気もする。

　再びベランダに出て、今度は今いる建物自体に注意を向けた。

　ベランダの床は薄い壁を挟はさんで隣の部屋まで続いている。身を乗り出して覗のぞいてみたが、ドアが開かなかった隣室には特に何もないようだ。

　上を見ると、コンクリートの庇ひさしに沿ってプラスチックの雨樋レインキヤプチヤーが走っていた。視線を下げると、階下にも同じようにベランダが張り出しているのがわかる。

　海面を地上とした場合、今アキがいる部屋は最上階の「二階」相当だ。満潮時にはどうなるか定かではないが、一応ひとつ下の階も徒歩で行けるだろう。

「どうしよう……？」

　バックパックの中身をベランダに干しながら思案する。一階の探索は朝になるまで待つ方が無難だ。どのみち水や食料が見つかる可能性は低い。

　だが、朝になればスカベンジャーたちもこちらの様子を見に来るだろう。水や食料はなくとも、それと引き換えるに足るビフォアの遺産があった場合、確実に持ち去られてしまう。

『タカちゃんはもう来ない。頼れるのは自分だけだよ』

　頭の中で、真っ暗な部屋の窓に映ったもう一人の自分が囁ささやいた。

「……行こう」

　疲れた体にムチを打ち、アキはスピアガンとライトを携たずさえ廊下に出た。




　しっとりと濡ぬれた床を照らしながら、用心深くコンクリートの内階段を降りる。

　脂肪が燃えた体は軽いが、その分筋肉も落ちてだるさがあった。水着に羽織ったラッシュガードはともかく、まだ乾ききっていないショートパンツのせいで下半身が冷える。

　もっと体を休めるべきだと思うが、プリーチャーから受け取った水は残りわずかだ。アキはまだまだ生きねばならない。

　階段の踊り場から様子をうかがうと、一階の廊下も同じく藻もにまみれていた。

　足元はくるぶしほどまで潮位がある。このフロアは居住に使えそうもない。

　武器にも使えるようにライトを逆手で構えながら、左手前の朽くちたノブを回した。

　ガリガリと錆さびを削ってドアが開いた途端、藻そう類るいのそれとは違う生臭さが鼻をつく。取り残された魚がいるかもと、目を輝かせつつ玄関に入る。

　そうして居室へライトを向けた瞬しゆん間かん、アキはひっと息を吞のんだ。

　部屋の隅に、巨大な「花」が咲いていた。

　ドラム缶ほどの太く短い緑色の茎くき。先端の中央には赤く毒々しい雌めしべが鎮ちん座ざし、周囲に細長いピンクの花弁を放射状に咲かせている。

　しかしよく見ると、花びらに思えた細長いものは、何かを求めるようにうねうね蠢うごめいて部屋中に散らばっていた。

「これ、イソギンチャク……？」

　信じがたい大きさだが、居室の隅に居座るそれは、沈んだビルデン礁しようの屋上で見ることができる無む脊せき椎つい動物──イソギンチャクだった。

　巨大なイソギンチャクは濡ぬれそぼった花冠をヒクヒクさせつつ、アキの足元から少し離れた場所に触手をにゅるにゅる伸ばしている。

　戦せん慄りつのままにライトを動かすと、湿ったコンクリートの床の上で、ピンクの蔓つるに絡め取られたシロウミガメの子供がパタパタと悲しげにもがいていた。

「あっ」

　ウミガメと目が合った瞬しゆん間かん、アキの左すねにもぐるりと触手が巻きつく。

　とっさに引き抜こうとしたが、濡れた触手はぬちゃぬちゃと軋きしむだけでビクともしない。

「うわ」

　二本目の触手が右の足首をくるりと締めた。もがいた途端にバランスを失って転倒する。取り落としたスピアガンが玄関ドアまでガシャンと飛ぶ。

　同じ高さになったシロウミガメが、悲しい諦てい観かんの目でアキを見ている。

「やめっ……っぐ……！」

　薄桃色の紐ひもが次から次へと体に絡みついてきた。冷たくねっとりした感触に肌が粟あわ立だつ。

「痛っ！」

　ショートパンツの上を這はっていた触手が、ラッシュガードの裾すそから潜もぐって腹をチクリと刺した。この生き物は触手の先から刺とげを出し、注入した毒で獲物を麻ま痺ひさせてから捕食する──。

　アキは唯ゆい一いつ自由な右手を太ももへ伸ばした。

　シースからシーナイフを引き抜きざま、巻きつくピンクの蔓を切断する。

　ぶちょん、と音を立てて触手が千切れ、ドロリと温度のある体液が腹に零こぼれる。

　不快な感触に身をすくませながら、アキは手当たり次第にナイフを振った。久しく手入れをしていなかったが、両刃の「武器」はアキの期待にきちんと応えてくれる。

　ぼてぼてと肉色の触手が飛び散る度、カラスミに似た生臭さが室内に充満した。

　どうにか自分の戒いましめを解くと、アキは隣でウミガメを縛しばっていた触手も切断する。

　そのまま子ガメを脇わきに抱かかえ、スピアガンを拾って廊下へ転がり出た。

　背中で鉄のドアを閉めて、肩を揺ゆらして息をする。

「はぁ……はぁ……はぁ……。…………あっ」

　ようやく落ち着き傍かたわらを見ると、シロウミガメの子供は既に息絶えていた。

　あの巨大イソギンチャク──「ハネビトダマシ」の毒はごく微量だ。アキも数箇所刺されていたが、痛みがあっただけで痺しびれなどは感じていない。体の大きい生き物には無害な毒素だ。

「──ます」

　抱かかえたウミガメを胸に抱き、アキは謝罪ではない言葉をかけた。




　その後は一階の他の部屋も探索した。

　基本的には何もなかったが、右奥の一室で「レイゾーコ」と呼ばれる物入れを見つけた。中には腐食していないアルミ缶が一本入っているだけで、他には何もない。

「コ、ケ……？」

　赤地に白いビフォア文字の入った缶には底に数字が刻印されていた。意味は皆目見当がつかないが、たぶん飲料だろうと判断する。

　ひと通り一階を調べ終え、二階のキャンプへ戻って、赤白模様の缶にナイフを入れた。

　こういった細かい作業をする度、指を添えられない両刃のナイフは使いにくいと感じる。しかし片刃で困ったこともあるので一長一短ではあった。この一年で、アキはナイフを「道具」ではなく「武器」と考えるようになっていた。

　缶は気圧の変化に膨ぼう張ちようを起こすこともなく、問題なく開いてくれた。傾け中身を水筒に注ぐと、船外機にこびりついた油膜のような黒い液体がどぶどぶ流れ出す。

　水筒に移し替えた「コケ」を一杯分コップに注ぎ、こわごわと舌の先でつつく。

「うぇぷっ」

　今頃イソギンチャクの毒が回ったかと思うほど、舌全体が刺激に痺れた。

　甘い。あまりにも甘すぎる。本当に永えい劫ごう防腐処理されているのか疑わしい。

「もしかしてキカイ用のオイルなんじゃ……」

　そう感じてしまうほど、アフターの人々にとってビフォアの飲食物は味がきつすぎる。

　しかし水分となるのであれば贅ぜい沢たくは言えない。明日には本当に腐る可能性もある。アキは鼻を摘つまんで涙目になりながら、ごくごくと「コケ」を飲み干した。

　こみ上げてきた甘ったるいガスをげぷーと吐はき出し、床に置いたウミガメの子供を見る。

　生を諦あきらめていた悲痛の目が、記憶の中から蘇よみがえった。

「……いただきます」

　アキは努めて何も考えないようにしながら、シロウミガメの首にナイフを入れた。

　流れ出た血をアルミ缶で受けながら、食べ方について考えを巡らせる。

　ウミガメは利便性と食味の点から、火を通して食べるのが望ましい。

　首を落として焼けたコンクリート片や海かい藻そうを中に押し込み、そのまま火にくべて頃合いを見て硬いもので甲こう羅らを割る──。

『後は中身をすべて煮りゃ、かの有名なウミガメのスープさ』

　アキにウミガメの調理法を教えてくれたセイラーは、そう言って人を喰くったように笑った。

　しかし今は火を熾おこせても燃やせる物が何もない。

　仕方なく首を落とした後はナイフを甲羅の内側に差し込み、身をほじるようにして食べた。

　肉は火を通せば海鳥に似た食感だが、生では厚手の皮に近い部分の臭みが強い。ヒレ化した前ぜん肢しにかぶりつくと、とてつもなく筋張っていた。生食は部位によってはかなり厳しい。

「火が、欲しいな……」

　アキは炭化するほど熱したムール貝を殻ごと食べるのが好きだった。レアより断然ウェルダン派だった。

　カメの甲こう羅らも食べてみたかったと口くち惜おしがりつつ、削そいだ肉片と毒々しい黄色の内臓結合組織を夜のベランダに並べる。ウミガメは余すことなく全身食べられる生き物だ。干物にすれば多少はマシになるだろう。

　が、そこにちょうどいい「薪たきぎ」を見つけ、アキは喜び勇んでフリントボールをこすった。

　干しておいたバックパックの中身、『あきらめるな！　腐ふ海かいサバイバル指南』の布本は、焚たき火にまではならなかったが、固い前肢を食べやすくする程度にはよく燃えてくれた。

　久方ぶりの野趣に富んだ肉の味に、思わず泣きそうになってしまう。

「ごちそう、さまでした」

　最後に傷いたみやすい血液をぐびりと飲み干し、いただいた命に手を合わせた。

「さて」

　今日はもう十分すぎるほど活動した。明日もやることは多いしそろそろ寝るべきだろう。

　着ていた水着を脱いで絞しぼり、ベランダに並べた内臓の隣に干す。

　着替えはシマさんのスウェッターが乾いていたので、ひとまず素肌に直接羽織った。アキには丈が長めで袖が余るが、逆に一枚で着ても隠れるべきところが隠れてくれる。

「ちょっと脚が寒いけど……」

　それでも久し振りの乾いた服だ。目一杯に裾すそを引き下げつつ、その場でごろりと横になる。

　コンクリートの床は酷ひどく冷たかった。一いつ瞬しゆんで熱を奪うばわれて、足の先までキンと冷える。

「うう……寒いよ。タカちゃん、オルカちゃん……」

　体がいつもの体温を欲しがった。二人の不在を意識して心まで冷え込む。

　そんな甘えた心身に抗あらがうべく枕元に置いたキーちゃんの肩骨にそっと手を触れる。

「……全然寂しくないもん。ね？」

　今までだって、アキはずっと一人で生きてきた。

　これからだって、ずっと一人で生きていける──。

「おやすみ、キーちゃん。……うっ、うううっ！」

　ねじれたサメに襲われて、海震の高波にさらわれて。

　夜のビルデン礁しようを恐きよう々きようと探索した長い一日は、じっと漂っていた日々よりアキを生きさせてくれた。

　だが、一人寝の寒さは何よりも辛つらく、アキはぐずぐずと長く嗚お咽えつしていた。




　　　２




　そろそろ滞在十七日目だろう。今日からはまたカレンダーロープを作成した。

　アキは正午のベランダに立ち、きらめく海を眺ながめている。

　遠い順に水平線、ブルーホール、そこに浮かんだスカベンジャーの船団、そして今いるマンションがあった。その間の波の形状を見ると、おぼろげながらも海底の構成が推測できる。波はリーフの場所に立つものだ。

「高いところも、悪くないかも」

　新たな発見にアキは一人微笑ほほえむ。海面から見ればベランダの高さは十メートルにも満たないが、平坦な海の世界に生きる人々は普段高さを意識することがほとんどない。

　というより、どちらかと言えば高所を苦手としている人間が多い。

　それは「下」、すなわち深い海に潜もぐる際にも意識される。あの銀髪女性のようなレックダイバーは、「高さ」の恐怖を克服した選ばれし者だ。

　アキも人並みに高所を恐れていたが、海賊船で六十二メートルのマストに登ったり、別の海賊船で五階建てのビルから二度も飛び降りたりした結果、徐々に体が慣れ始めていた。

　そんな経験を活かしつつ、今日のアキは既に三本のダイブを終えている。内容は主にキャンプとしているビルの水面下へ潜っては探索の繰り返しだ。

　夜はやさぐれ寂しがったが、日が昇るとアキはいつものアキだった。今はタカが来てくれると信じているし、オルカのぬいぐるみだって探さなければと思う。

　そのためにもまずは生きねばならない。あの日以来魚を見かけない以上、アキにとってまず必要なのは水と食料だ。

　海へのエントリーはキャンプ部屋のベランダから直接行っている。マンションの窓はほとんど割れているため、内階段を潜ってドアを確認するよりこちらの方が効率的だった。

　ベランダからは予あらかじめ数本のロープを垂らしておき、ダイブ中に発見した物を結びつけられるようにしてある。スカベンジャーの作業をワッチしていた時に覚えた技術だ。

　水面下一階の探索では、一室のバスルームで黄色いプラスチック皿を見つけた。底の部分に赤いビフォア文字が四つ並んでいる。素材的に鍋なべは無理だが、穴も開いていないため使い道はあるだろう。

　他には妙みようテケレンなＬ字型のキカイも見つけた。何に使うものか想像もつかないが、防水かつソーラー充電が可能なようなので、ひとまずはサルベージロープに結びつけてある。

　続く水面下二階では、海上のタルと繫つながったアンカーを見かけた。ベランダの排水口に引っかかった錨いかりを見て、センシブルの技術にひたと感心する。投とう錨びよう時のここは水深四十メートル近くだったはずだ。

　──ということは……？

　海底もかなりせり上がっているということに思い至る。

　無理のない程度に様子を見てみようと潜降すると、すぐに白い水底が見えた。どうやらこのマンションは海上二階、水面下五階らしい。やはりこの付近だけ三十メートル近く海底が隆起したようだ。

　しばらくライトで死にサンゴの散らばる海底を照らしてみたが、ぬいぐるみも、ダイバーズウォッチも、他に目ぼしいものも見当たらなかった。それでも、「ぬいぐるみを探す場所」を減らせただけで大きな収穫だ。

　アキは上じよう機き嫌げんで浮上し、調子に乗ってかつての我が家であるタルの下もとまで泳いだ。中は予想通り亀き裂れつが広がり、半分近くまで水が溜たまっていた。もう拠点にできないのは残念だが、ひとまず寝具代わりの断熱シートを回収することができた。

　そして今は、キャンプ部屋のベランダで海を見ながらひと休みしている。

「そろそろジューデンできたかな？」

　手すりの上に並べて乾かしておいたＬ字型キカイのスイッチを入れてみる。

　すると、先端からブオォゥと温風が噴き出し、アキも「ぶおぉぅ！」と口を開けて驚いた。

　これは大陸がジバンチンカで諸島となった頃、すなわちビフォアの後期に広く普及した防水家電のひとつ、「ドライヤー」と呼ばれる乾燥器具だ。アキは知らなかったが、アフターにおいては比較的ポピュラーな引き揚げ品になる。

　ビフォアの書物はその多くが耐水紙に記されているが、古い物は動物の皮や樹木から作った紙に書かれているため判読は難しい。

　トカイにはそうした太古の記憶を再生する専門の職人がいた。「ブックメーカー」と呼ばれる彼らは、ダイバーがサルベージしたバラバラの書物を仕入れ、ドライヤーを用いてブオォゥと乾燥させる。そうして散さん逸いつした情報を独自の感性で繫つなぎ合わせ、一冊の本を作り上げる。

　彼らの仕事こそが、アフターに古代の叡えい智ちと誤報を配信する源みなもとだ。スカートが男のものという少しだけ間違った文化はこうして作られる。

　もちろんブックメーカーたちは世に混こん沌とんをもたらそうなどと思ってはいない。彼らの多くは生き真ま面じ目めで、必要以上に高値で本を販売もしない。ブックメーカーはあくまで「文化の保存」を担になう純粋たる学徒だ。その点でビフォアの同名業とは大きく異なる──。

「あっつ！　あっつぅ！」

　かように偉大なるアーティファクトを手にしたアキだが、目下は文化のブの字もなく、ベランダで自分に熱風を当ててきゃっきゃと喜んでいた。

　そんな折、遠くの空に黒い雲を見つけ、アキは大きく雄お叫たけびを上げる。

「きっ、きたー！」

　全力で室内を駆かけずり回り、貯水の準備を開始する。水筒、空き缶、プラスチックの桶おけはもちろん、ウミガメの甲こう羅らまでベランダに並べ、庇ひさしの雨樋レインキヤプチヤーをきこきこ取り外し、うまく繫つなげて室内の水色シンク（浴槽）へ導いた。

　降り出したスコールに打たれながら、アキは機き嫌げんよく『フネ・ア・ラエ』を歌う。

　器から溢あふれる水を見てニンマリ笑い、久しぶりに満足行くまで喉のどを潤うるおす。

　白く濁った海に向かい、アキは海神わだつみたちに感謝した。

　その時──。

「アンカー計測──百メートル。『穴』──最深部」

　いきなり聞こえた声に飛び上がって驚き、ベランダでぐるぐると辺りを見回す。

「百──潜もぐれる──シュマリだけ？」

　続いて「下」から聞こえた声は、先程とは別のものだった。どうやら一階のベランダでスカベンジャーたちが雨宿りしているらしい。階下からぷんと潮の香りのする海の苔りタバコの煙が漂ってきた。

「ボス──慎重。バディなし──中止。惜おしい。ソナーで見た──アレ──ありそう」

「お宝──たくさん。『ハコ』？　ここよりはマシ──イソギンチャク」

「イエス。ここ探す──無む駄だ。雨──止まったら──帰る」

　ベランダからそっと首だけ出して階下を盗み見ると、男たちはダイバーだからかハンドサインを交えて会話していた。アキが理解できたのは、『隆起したビルデン礁しようの偵察に来たが、ろくなものがなかった』という愚ぐ痴ちだけだ。

　やがて雨が上がると、スカベンジャーたちはカヤックに乗ってブルーホールへ戻っていった。




　そして哀切の夜が来る。

　ウミガメの肉とブリックスの夕食を終えると、アキはキャンプ部屋の床に昼間回収した断熱シートを敷いた。

「あんまり、あったかくない……」

　昨夜に比べれば体温を吸われないだけマシだが、昼のスコールで湿気った部屋は相変わらず寒い。スウェッターの下で剝むき出しの脚が特に冷える。しかし靴くつを履はこうにも片方しかない。

　むむと考えた末、アキは自分の両足をバックパックの中に突っ込んだ。

　そこへ試しにドライヤーの熱風を放出してみると──。

「ああっ……！　あったかい……！　あったかいですビフォアの人……！」

　思わず先祖に感謝したくなるほど、冷たい足先がじんわり温まった。

　これで気持ちよく眠れると、ぱたんと寝床に転がった時、室外で軽い物音がした。

　アキはすぐさまライトとスピアガンを手に取り、居室から玄関ドアに向けて構える。

　音の正体はアキがシートロープに貝オハジキを結んで作った「ナルコトラップ」だ。昼間のスカベンジャーたちの出現を受け、念の為に廊下に仕掛けておいた。

　心音が耳の奥で反響し始める。闇やみのドア越しに空気が動く気配がある。

　恐怖で定まらない視点を体の向きで強引に固定した時、キィと軋きしんで鉄ドアが開いた。

「あ……」

　玄関を照らす光に目を細めた侵入者は、かつてナイトダイビングで溺おぼれかけたアキを救ってくれたアマダイバーだった。

「シュマリ」

　短い白しろ髪かみの女が自分を指さし無表情に口にする。それがアマダイバーの名前のようだが、シュマリは名乗っただけでそれ以上何も言わない。仕方なくこちらから切り出す。

「あの、何か御用でしょうか……？」

　ひとまず敵意はなさそうだと、構えたスピアガンを下ろして反応を待つ。

　やはりシュマリは何も言わない。以前《ミゾーシ》フロートで見た時のような、体の線がぴったり浮き出た丈の長い白のワンピースを着て、ただ玄関に立ち尽つくしている。手には携帯用の二灯ランプと、ペットボトルほどの金属質の筒を持っているようだ。

「あの、シュマリさん、よかったらどうぞ」

　どうしたものかと考えて、とりあえず部屋に招き入れる。先日ダイビング中に助けてもらった礼もしたかったし、何より──アキは人恋しかった。

　シュマリは小さくうなずくと、大おお股またでしゃきしゃき歩いてブランケット代わりの断熱シートの上に立った。背はアキより頭ひとつ高い。年はシマさんと同じか少し若いくらい──二は十た歳ち前だろう。顔には銀色の前髪がかかり、赤みがかった瞳ひとみが片方だけ覗のぞいている。

「う……」

　ここはボクのベッドですとも言えず、アキはひとまず断熱シートの上に座った。

　するとシュマリも同じくぺたんと座る。大人っぽいのになんだか動作がかわいらしい。

「あの……すごく、変わった服ですね」

　よく見れば、シュマリのワンピースは腰の横辺りから大きくスリットが入っていた。正面からはわからなかったが、下にはゆったりとした白いズボンをはいていて、足元のサンダルも合わせてとても涼しげだ。

「アオザイ」

　それが服の名前だろうか。口数は少ないが、シュマリは別に不ふ機き嫌げんというわけでもなく、あまり言葉が通じていないような気がする。

　ともかく恩人をもてなさねばと、水筒のコップに雨水を注ごうとした。

　すると、伸びてきたシュマリの白い手が、そっとアキの手首に触れる。

「えっ……と」

　一いつ瞬しゆんドキリと胸が鳴った。戸惑いながら正面の顔をうかがうと、シュマリが得意気に金属の筒を見せびらかす。どうやら飲み物を持参してきたらしい。

　大きめの水筒からコップに何かを注がれた。ほわほわと上った湯気が顔を温かく湿らす。

「すっ、すみませんっ。いただきますっ」

　わたわたと礼を言って差し出された茶色い液体をすする。それは甘く温かく、それでいて舌にほろ苦さの残る、今まで口にしたことのない優しい味だった。

「すごく……おいしいです。これなんていう飲み物ですか？」

　尋たずねると、シュマリはゆっくりと首を横に傾かしげた。

　質問の意図が伝わらなかったのだろうか。どうにもつかみ所のない女性だ。

　微び妙みような空気の二人の間で、二灯ランプの炎がジラジラと揺ゆれる。

　シュマリは何も言わず、じっとアキを見つめていた。注目されて気き恥はずかしい。はにかんでうつむき加減になると、正面の白い顔の口元が微かすかにゆるむ。

「あっ、あのっ、ボクはアキといいます。普段はメッセンジャーをしています。この前はありがとうございましたっ」

　照れ隠しに先日のナイトダイビングの件を詫わびると、シュマリがふるふると首を振った。たぶん通じたのだと思う。そしてやっぱり子供っぽくてかわいい。

　そういえば、以前こんな雰ふん囲い気きの「少女」に出会ったなとアキは回想する。

　少女は十歳にも満たない幼さだったが、長い銀色の髪が美しく、シュマリと同じく真っ白な肌で赤い目をしていた。アキは少女を『ウーちゃん』と呼んでいた。

　タカから聞いたところによれば、ウーちゃんの儚はかなげな外見は『アルバイノ』と呼ばれる病気の症状によるものらしい。彼女たちは日光に当たることができず、その見た目の美しさからドレイ商人に売り買いされるか弱き存在なのだという。

　しかしシュマリはアルバイノの少女と雰囲気こそ似ているが、日中に太陽を避さけることもなく堂々と活動している。その割にはやはり肌が白いので、タカのように日焼けをしない薬でも塗っているのかもしれない。

　そんなことを考えている間も、シュマリはじっとアキを見つめてくる。恥ずかしいからやめてくれとも言えないので、ぎこちなくコミュニケーションを試みる。

「あ、あのっ、シュマリさんは、どのくらいスカベンジャーをしてるんですか？」

「……二年？」

　小首を傾かしげながらの回答だった。顔は大人っぽいのに動作が一々子供っぽい。子供なのに無む邪じや気きさの欠片かけらもないオルカと真逆だ。

　その後もアキが尋たずねてシュマリが答えるという形式で、ぽそぽそと当り障さわりのない会話を続けた。シュマリは喋しやべってくれることもあったが、不思議そうに首を傾げる方が多かった。

「あの、シュマリさん。今日は来てくれてありがとうございました」

　取り立てて聞くことがなくなり、最後に本心を伝える。

　シュマリがここへ来た目的はさっぱりだが、アキは久し振りに人とお喋りできて嬉うれしかった。

「ナンモナンモ」

　小さく首を振っているので、気にするな、程度の意味だと思う。

「ボク、ちょっと寂しかったんです。だから、少し元気が出ま──」

　ふいにシュマリがランプを越えてやってきて、アキの背中に回り込んだ。

「寂しくない」

　スウェッター一枚の背中越しに、シュマリの柔らかな膨ふくらみを感じ取る。

「あああ、あのっ、シュマリさん？　えっ」

　覆いかぶさるようにアキを抱かかえながら、シュマリが優しく髪の毛を撫なでてくる。

「ふわっ……」

　首筋にぞわりとくすぐったさが走った。しかし不快というわけではない。

　シュマリの手つきは両親が子供の頃に褒ほめてくれた時、あるいはタカが慈いつくしむように触れてくれる時ともまた違う。シマさんのおなかふにふにはもっと違う。

　たとえるなら、それはアキがキーちゃんの肩を撫でていた時のような「いたわり」の感触と同じだ。柔らかい手から伝わるスキンシップは心地よいが、なぜ自分がそうされるのかがアキには理解できない。

　頭を撫でられながら困惑していると、その手がすっと耳に下りてきた。

　──えっ、えっ。

　おろおろしている間に今度は左右の頰ほほを挟はさまれた。シュマリの体が更に密着してくる。

　これはどういうことなのか。トカイのコミュニケーションなのか。はたまた何かの儀式なのか。ひょっとしてシュマリは胸のある男なのか。あるいはアキを男と思っているのか──。

　思考がぐるぐる駆かけ巡る中で、シュマリの鼻先がアキの首筋に触れた。

「しゅ、シュマリさん、くすぐったいっ」

　体をくねらせ身を捩よじった時、シュマリの手に緑色の石が嵌はまった指輪が見えた。

　一年前、《ミゾーシ》フロートのフッカー宿で見た記憶が蘇よみがえる。

　アマダイバーはアフターで最も稼ぐ仕事だとタカに聞かされていた。あの日見たシュマリはきれいな白いワンピースを身につけ、指には大きな緑色の石がついた指輪を嵌めていた。

　そして、フッカー宿で母乳の出る太った女を買っていた──。

「ぼっ、ボク出せませんっ！」

　アキは優しい拘束を振りほどき、ランプを飛び越え振り返った。

　炎の向こうでシュマリはぼんやりとアキを見ている。

　やがて立ち上がって「ゴメス」とつぶやくと、恩人のアマダイバーはランプも水筒も置いたまま部屋を出ていった。

　立ち去る白いアオザイを見送り、アキはへなへなとその場にへたり込む。

　乱れたスウェッターの肩口を直しながら、シュマリの行動について考えた。

　いわゆる「家畜」の存在しないアフターでは、栄養価の高い乳と言えば鯨乳（げいにゅう）と母乳くらいしかない。スカベンジャーの中に他に女性はいないようだし、アキから栄養補給しようとした可能性は高い。

　だが、少なくともシュマリの「いたわり」自体に悪意は感じなかった。その目的も理由もはっきりしないが、いきなり拒絶してしまったことには罪悪感を覚える。

「ボクの誤解だったらどうしよう……」

　もやもやとした感情だけが残り、その夜は昨夜以上に孤独が染みた。







　滞在十八日目。残念ながらオルカのぬいぐるみは探せていない。

　他のビルデン礁しようの根本を中心に、数本のダイブをこなした一日だった。

　今日の結果から判断すると、ぬいぐるみはブルーホールの方に吸い寄せられたのではないかという気がする。海底には「サーモクライン」と呼ばれる温度の層があるが、深い低温域の潮流は、一定してケルプの森を擁ようする海かい嶺れいへと向かっていた。

　水から上がった後は、休きゆう憩けいがてらにベランダでブルーホールを監視する。

　酷こく暑しよと言える陽ひ射ざしの中、分厚いヘルメットをかぶってダイブするシーウォーカーたちに少し同情した。海嶺の斜面を登り降りする彼らは、普通に泳ぐよりも重労働だろう。

「シュマリさん……」

　スカベンジャーの中にその姿を見つけると、アキは双そう眼がん鏡きようで白いウェットスーツを追った。

　理由はともかくわざわざ自分を訪ねてくれたシュマリに対し、あんな風に拒絶する必要はなかったと思う。もしも今夜会えたらきちんと謝りたい。

　そんな風にシュマリのことを考えていると、なぜか頭にタカの顔がチラついた。

「……タカちゃんが、悪いんだよ」

　腹立たしさと一いつ緒しよにやましさがあり、結果的に言い訳のような言葉をつぶやく。

　そもそもタカがすぐに迎えに来れば、アキはこんなに苦しむ必要などなかった。オルカがぬいぐるみをしっかり持っていれば、アキはこんな目に遭わずに済んだ。

「ぬいぐるみ、本当はパラスアテナの中にあったんじゃ……」

　アキが邪じや魔まになったから、みんなして口裏を合わせたのではないか。そういえばセンシブルもアキが残ることにやけに協力的だった──なんてことがあるわけない。

「ボク、どうしちゃったんだろう……？」

　なぜこんなにも心乱れるのか。自分の中で何かが変わってしまったのだろうか。

『変化』は嫌いやだ。自分も他の誰かも、バラけてしまった《サクラジマ》や、沈んだ《セジング》を含めたこの世界も、みんなずっと変わらずにいてほしかったとアキは思う。

「ボクは、変わっちゃったのかな……。もう元に戻れないのかな……」

　アキを取り巻く環境は日々変化している。ひとつ海には陸が浮かぼうとしている。現状に満足しているからこそ、人間は変化を恐れる。

　そんな世界の『変化』を受け入れるには、自身に『変化』が必要だ。




　夜になると、アキは寝転んだままバックパックに突っ込んだ足をもじもじと動かしていた。

　寒いわけではない。むしろほのかに汗ばんでいる。なんとなくシュマリが今夜も来そうな気がして、期待しながら緊張していた。

　カランと貝殻が瓦が礫れきに当たる音が聞こえ、アキはびくりと体を起こす。

　ドアの外に人の気配を感じた。勇気を出して声をかける。

「タカちゃん？」

　口をついて出た言葉が自分でも不思議だった。ずっとシュマリを待っていたのに、なぜタカの名を呼んだのかわからない。

　ドアの外の気配がふっと消えた。

　とてつもなく後ろめたい思いが、胸の奥から体全体にざわざわ広がっていく──。

　だが、その時再びナルコトラップがカラリと鳴った。

「シュマリさんっ？」

　弾はずんだ声でドアの外に声をかけると、思いもよらない返答があった。

「ちょっとアキ。誰よそれ？」

　吊つり上がった眉まゆが思い浮かぶようなその声に、不ふ機き嫌げんな少女の声が続く。

「わたしたち、来ちゃいけませんでしたか？」

　軋きしむ鉄ドアを開けて顔を覗のぞかせたのは、アキがずっと待っていた二人だった。

「タカちゃん！　オルカちゃん！」

　駆かけ寄り抱きついた甘い香りの向こうで、もう一度貝オハジキがカラリと鳴った。
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　シュマリが置いていった二灯ランプが、室内で寄り添う三人の少女を照らしている。

「……そういうことね。いいアキ？　あたしたち、別に遅れてないわよ」

　この世の終わりのように泣きじゃくるアキを撫なで、タカが優しく呆あきれていた。

「そうですよ。アキさん船酔いで意識が朦もう朧ろうとしていた上に、腕時計もカレンダーロープも失なくしたんですよね？　それで曇くもりの日にずっとタルに引きこもってたんですよね？　それなら四日くらい数え間違えることもありますよ。だって漂流者ドリフターなんですから」

　オルカはさも当然というような不ふ遜そん顔で、ランプの炎でおでこを輝かせた。

　タカとオルカは一週間かけて《イロゥ》に着くと、すぐにパラスアテナでとって返した。航行中にはなんのトラブルもなく、むしろ予定より早く着いたくらいだと言う。

　実際、漂流者が記録した日数と正確な漂流時間が合わないことはままある。

　その際、数字が「多い」のは大抵漂流者の方だ。

　アキはかつてタカを二ヶ月も待たせたことがあった。タカは怒るどころかアキを心配し、全財産をはたいてヒコーキを買って迎えに来てくれた。

　一方アキはタカを心配するどころか、たった四日遅れただけで人生を諦あきらめかけていた。そんな自分が情けなくて涙が止まらない。

　アキはわんわん泣きながら、自分が見捨てられたと思ったこと、二人を恨うらんでしまったことをごべんなざいごべんなざいボクを殴なぐってと一気にまくしたてた。

「完全に『セリヌンティウス症候群』ね……。いい、アキ？　今からあんたがそうなった理由を片っ端から言うわよ」

　情けないアキの額ひたいに指をつきつけ、タカが所見を述べ始める。

「まずは心的外傷後ストレス障害ＰＴＳＤね。全員無事だったとはいえ、セジングが沈んだ瞬しゆん間かんを目撃したショックはずっと心に刻まれるの。若い子ほど症状が早く出るわ。デコ娘みたいにね。あんたは精神的に不安定になりやすい状態なの。おまけに体もろくに動かせない。予定がどんどん変わっていく。状況は悪くなる一方だと思い込む。意識が混こん濁だくして転換症状──人格の分離なんかも出るわね。それからもろもろの潜水病。短期間にダイブを繰り返すと譫せん妄もう状態に陥おちいるのは知ってるでしょ？　記憶を司つかさどる海かい馬ばは酸欠に弱いのよ。日付を間違うなんて当たり前。あとは船酔いね。あればっかりはセイラーでもどうしようもないわ。肉体の機能はすべて低下するし、隣に人がいるだけでぶん殴りたくなる。ついでにあんた最初の日に風か邪ぜ引いてるわよ。濡ぬれたパンツはき替えなかったから。そりゃ体も思うように動かせないでしょうよ。とどめに漂流者に多い過度のストレスによる幻聴と幻覚。カエルが出てきてあんたになんか言ったんじゃないの？　『海へ飛び込め！』とか」

　キーちゃんに言われたことは正反対だが、タカの問診ラッシュには概おおむね心当たりがあった。

「でもね、一番の理由はあんたそういう年頃なの。あんたくらいの頃はみんな自分をうまくコントロールできないの。理想の自分と現実のギャップに悩んで、子供っぽく拗すねたり、無理に大人を気取ったりする。周りが変わっていくのに自分だけが対応できない。変わっていく周りを嫌う。そういうものなの。それでいいのよ」

「でもっ、ボクはセジングの人たちの思い出を水に替えたっ！　タカちゃんとオルカちゃんの悪口をいっぱい言ったっ！」

　涙ながらに訴えるアキを見て、タカが寛容な女神のようにその罪を赦ゆるす。

「ならはっきり言ってあげるわ。誰もアキを『聖人セージ』だなんて思ってない。あんたは『生きたい』って欲にまみれた立派な俗物。それが生存本能で、それが人間。アキは何も変わってないの。あんた最初からヤキモチ焼きだったでしょ？　成長してちょっと自分の嫌いやな部分がわかっちゃっただけよ。だから……これからゆっくり時間をかけて自分を受け入れなさい。あたしたちはずっとそばにいてあげるから」

　朗ろう々ろうと語り終えると、タカは最後にアキを抱きしめて、「ごめんね、一人にさせて」と耳元で囁ささやいた。

　タカは何も悪くないのに、アキを受け入れてくれた。アキのすべてを許容してくれた──。

「ううっ……！　うううう……！」

　それでもアキは泣きやまなかった。悲しくないのに涙が止まらなかった。それだけの涙を流さねばならぬほど、アキは過か酷こくな状況で孤独に耐えていた。

「……今夜はダメね。アキ、こっちいらっしゃい。寝物語スペシャルコースをしてあげる」

　タカが断熱シートの上に座り、ぽんぽんと自分の膝ひざを叩たたいた。

　アキは導かれるままタカの太ももに顔をうずめる。鼻水でスカートを汚さないように気を使いながら、えぐえぐとしゃくり上げて泣く。

「アキさん、よっぽど寂しかったんですね。よいしょ」

　自分も言いたいことがあるはずなのに、オルカは多くを語らずアキの前で横になった。

　目の前にある小さな背中とうなじを見て、アキは思わず腕を回して抱きしめる。

「オルカちゃんっ！」

「ちょ、やめてください！　抱きつく前にお鼻チーンしてくださいっ！」

　かつてアキは《モリ》の浮うき島しまでオルカと添い寝していた。それは冷えきった少女を暖めるためだったが、あの時覚えた髪の匂いや華きや奢しやな肩の感触が、今はアキを安心させてくれる。

「人は一人じゃないから寂しいの。寂しい人が一人なのよ」

「タカさんゼン問答ですか？　わたし、大きい主語は嫌いです」

「ただの詭き弁べんよ。大きい主語はカウンセラーの思いやりよ」

　しばらく目を閉じ鼻をすすり、タカとオルカのお喋しやべりを聞いていた。言葉の意味はさっぱりだが、そばで二人の声が聞こえるだけで嬉うれしい。

「アキさん寝ちゃったみたいですね。さすがプロの膝枕です」

「子供が泣き疲れただけよ」

「でも、わたしにとってアキさんは立派なおねえちゃんです。タカさんよりもずっと」

「あっそ。どうせならアキが起きてる時に言いなさいよ」

「嫌いやですよ恥はずかしい」

　──どうしよう、聞いちゃった……。嬉しい……泣きそう……。

「恥ずかしいで思い出したけど──」

　タカの視線がアキの体を舐なめまわす気配を感じた。しかし今更起き上がれない。

「この子、なんでこんなエロい格かつ好こうしてるのかしらね」

「野生児だからじゃないですか。スウェッター一枚ってすごくいやらしいですね」

「しかも裸足はだしよ。期待できるわ」

「何がですか……って、タカさん何めくってるんですか！」

「はいてるわ。がっかりだわ」

「当たり前でしょう！」

　くすくすと聞こえるタカの笑い声。アキのウミダヌキ寝入りは耳の温度でバレていた。

「さて。あたしたちも寝るわよ」

　アキに膝ひざ枕をしたまま、タカの体が上から覆いかぶさってくる。

「おやすみ、アキ」

　せっかく落ち着いた涙るい腺せんが、そのひと言で再び刺激された。







　翌朝。キャンプで起床したアキが最初にしたのは、オルカに対する謝罪だった。

「ごめんね、オルカちゃん。色々大変で、まだぬいぐるみ探せてなくって……」

　案の定オルカはぶすっと頰ほほを膨ふくらせ、不ふ機き嫌げん顔でアキを見上げる。

「わたし、セジングに戻ってくるまでずっと心配でした」

「うん、ごめんね……。今日からまたぬいぐるみ探すね……」

「ああもう本当にこの人は！　心配してたのはぬいぐるみじゃなくてアキさんですよ！　野生児でもそれくらいわかるでしょう！　胸だけじゃなくて頭も虚無ニエンテなんですか！」

　ぷんすかと怒られつつもアキは嬉うれしかった。最後に見たオルカは憔しよう悴すいしきっていた。いつもの元気に息巻く顔にまた会えて、朝から鼻の奥がツンとなってしまう。

「ごめんね、オルカちゃん」

「アキさん、さっきから謝ってばっかりですね。もっと他に言うことはないんですか？」

　言われてオルカをじっくり見て、あっと変化に気がついた。

「オルカちゃん、セイラー服」

　オルカの身につけたセイラー服が、シマさん譲ゆずりのぶかりと大きいものではなく、ぴったりと体に合うサイズに調整されていた。

「タカさんが、お直ししてくれたんです」

　少し赤い顔でスカーフをいじくりながらオルカがうつむく。

「あんたもやったでしょ。今更もったいぶんじゃないわよ」

　ようやく起き出したタカが、朝あさ陽ひで輝く金髪をボリボリ搔かきつつあくび混じりに言った。

　すると、オルカがますますもじもじしながら、ポケットから小さな巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出す。

「タカさんと違って下へ手たくそですけど。アキさんの大事なものは、わたしにとっても大事なものです。わたしのために、命がけでぬいぐるみを探してくれて、ありがとうございましたっ」

　オルカが怒ったように一気に言葉を並べ、つんけんと巾着袋をアキに押しつけた。

　手渡された青い小袋は、密閉できるビニル素材でできていた。表面には同じく緑色のビニルと黒いボタンでやけに凛り々りしいカエルのアップリケがついている。

　アキはすぐにその意味を理解し、荷物の中からキーちゃんの肩骨をつまんで小袋に入れた。

　袋の上から触れてもきちんと相棒の存在感がある。収まりもすこぶるいい。アキ手作りのケージの時は屋根の上にいることが多かったが、カエルの船長はこの新しいホームがお気に召したようだ。

　オルカはアキにとってキーちゃんがどれだけ大事なのかをわかってくれている。そう思うとまた涙がボロボロと溢あふれた。

「ううっ……。そんなんじゃなくて、ボクは、自分でやりたかっただけなのに……」

　オルカのためも思っていたが、あの時のアキにはタカと対等になりたい、みんなの役に立ちたいという邪じや念ねんもあった。自分にはオルカに感謝される資格がない。

「わたしだって自分でやりたかっただけですよ！　相変わらず空気の読めない人ですね！　もう二度とこんな危ないことしないでください！　……バカっ！」

　オルカが顔をくしゃくしゃにしながらアキの胸にすがりついてくる。

「オルカちゃん……ありがとう……ううっ……。一生、大切にします」

　ぷらんと揺ゆれた髪束ごと、アキはオルカを抱きしめた。こみ上げる感情にただ涙を流す。行動が報むくわれたことよりも、オルカが自分を認めてくれたことが嬉うれしかった。

「あんた昨日から泣いてばっかりね。こっちいらっしゃい。少しは笑え顔がおになるわよ」

　タカがくすくす笑いながら、窓枠の外に指をさす。

　ベランダに出てみると、キラキラ輝く海上に数艇ていの船が集つどっているのが見えた。

「メッセンジャーのあんちゃん！　起きたなら降りてこい！　今から『セカンドセジング』の決起集会だ！」

　中央に陣取ったトロール船の上で、頭にタウエル布を巻いたギョロチョーが叫さけんだ。
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　青く透き通った海が、ビルデン礁しようにクラゲのような透明の影を揺ゆらしている。

　波穏やかな朝の海上には、かつての住民たちが三十名ほど数艇の船で集まっていた。アキたちはパラスアテナのデッキの上で、ギョロチョーの演説を聞いている。

「確かにまたカリブディスの野郎が出てくるかもしれねぇ。だがよ、セジングが俺たちのフルサトなんだ。俺たちはみんな、このバカみてぇに澄んだ海の魚を食って育った。そうだろ？」

　フィッシャーマンの扇せん情じように、周囲の船上から歓声が上がった。

　アフターには陸が存在しないが、故郷という概念はある。それは風や、生物相や、潮の香といった、そこに暮らした者にしか実感できない、自分を育はぐくんでくれた親としての海だ。

《セジング》跡地にビルデン礁しようが隆起したというニュースは、《イロゥ》に避難した住民たちの耳にも届いていた。一時的に離れはしても、誰だって育った海には愛着がある。そうして三十人は戻ってきた。

「俺たちはトカイだからセジングに住んでたわけじゃねぇ。この海が好きなんだ。だからよ、みんなでもう一度作ろうぜ。ここに第二のセジングをよ！」

　ギョロチョーの言葉に沸く住民は、そのほとんどが若者だ。家族に老人や乳ち飲のみ子を抱かかえる世代には、開拓者のような生活は厳しい。積み上げてきた人生がピークに達する彼らは、喪そう失しつ感による心の傷も大きかった。

　だが、ギョロチョーを旗はた頭がしらとし、シマさんやヒシヤス、それにユカといった若者たちが、自分たちの故郷を取り戻すため《セジング》へ帰ってきた。

　もちろんそういった若者に混ざり、センシブルのような頑固老人も健在だ──。というようなことを、アキの隣でオルカが説明してくれた。

「オルカちゃん、第二のセジングって具体的にはどうするの？」

「アキさんにしてはいい質問ですね。『セカンドセジング』の具体的な計画は、海面に突き出たビルデン礁しようを居住域とすることです。屋上で白化したサンゴを海へ還かえし、塩性グレープフルーツの種を植えて。そうしてまた『フードコート』を作ったりするんですよ」

　最終的にはビルデン礁同士の間に筏いかだを広げ、カヤックやバグラ船が行き交うビフォア近代の水ユ上ニ集テ落イのようにしたいのだという。

　聞きながら、アキの小鼻は「なにそれかっこいい」と膨ふくらんでいた。

「ぼっ、ボクにも手伝えることあるかなっ？」

「ビルデン礁の周囲は方向の読めない『ビル風』が吹くので帆はん船せんは危険です。少なくとも操そう船せんの需要はないですね」

　アキの小鼻がしゅんと萎しぼむ。船を動かすこと以外でセイラーが役立てることなどない。

「でも大丈夫ですよ。今のわたしたちに必要なのは物資をサルベージするダイバーです。アキさんならフリーでもそれなりに潜もぐれますし、今回イロゥのアキタカさんから『あれ』を預かってきました」

　オルカが指さしたパラスアテナのコクピットに、エアが入っていると思おぼしきタンクやレギュレーター、それに黒地に青いラインの入った半袖のウェットスーツが置いてあった。

「ドクターって本当に儲もうかるんですね。あとあの親子、見た目も性格の悪さもそっくりですね」

　オルカがおでこに手を当てながらタカに聞こえないように愚ぐ痴ちを言う。

　アキタカはタカの母であり、アキの母ヨアキから名を分けられた縁えんの深いドクターだ。長く不義理をしているアキに高価なダイバー装備を贈ってくれたのは、『娘がいつもお世話になっております』ということだろう。面倒見がいいところもよく似た親子だ。たぶんオルカのおでこをつつくくらいはしている。

「アキのためにイロゥのダイバーに使い方を聞いてきてあげたわよ。ぬいぐるみ以外もじゃんじゃん拾ってきなさいね。主にキラキラしてるやつを」

　前職のおかげか本人の才覚か、タカは一度聞いた人の話は絶対に忘れない。アキはあたかもそのダイバーから直接教わるように、ダイビングの基礎を習えるだろう。

　アキが母の友人を懐なつかしんでいる間も、ギョロチョーの野太いスピーチは続いている。

「イロゥには食料を高額で売りつけてくる奴やつもいた。露ろ骨こつに俺たちを追い出そうとする奴もいた。だがあいつらは悪くねぇ。フロートのキャパを越えりゃ先住者だって迷惑する」

　住民たちがイロゥから戻ってきたのは、故郷を取り戻すためだけではないらしい。アフターという時代において、生きることに必死なのは災害に見舞われたものばかりではない。多すぎる移民イミグラントはストレンジャーより煙たがられる。

「だから、俺たちはここでやるんだ！　みんなでここにセジングを取り戻すんだ！」

　ギョロチョーの檄げきに周囲の船から惜おしみない拍手が送られていた。

「タカちゃん、ボクもお手伝いしてもいい？　オルカちゃんのぬいぐるみが見つかるまでの間だけでも」

　アキたちの目的は、かつて《サクラジマ》で預かった荷物を《シキバ》へ届けることだ。それは世界を巡る冒険でもあり、タカにはこんな辺へん鄙ぴなところで時間を潰つぶす義理などない。

「ダメって言ったって、あんた乗りかかった船から降りないでしょ」

　船長命令には逆らえないわと、タカはつまらなそうにそっぽを向いた。今まで一度も船長命令なんて聞いてくれたことがないのに。

　タカみたいに心根は優しいのに口が悪い人をなんて言うのだろうと考えていると、ブルーホールの方からぱらぱらと乾いた拍手が聞こえてきた。

「残念だな。魚が戻ってきたのかと思ったが、魚臭いのはあんただったか」

　ギョロチョーのトロール船と向き合った船の上で、スカベンジャーのボスが冷笑していた。

「魚臭ぇだあ？　上等だ。魚を捕るのが俺たちフィッシャーマンの仕事だ」

　ギョロチョーが頭のタウエル布を締め直して、プリーチャーを威い嚇かくする。

「そいつは結構。だがこっちも仕事でね。漁場を荒らされる前に釘くぎを刺しに来たのさ」

「ゴミ漁あさりの分際が、『漁場』なんて漁師言葉を使うんじゃねぇ！」

「ゴミ漁り？　上等だ。あんたたちが垂れ流したゴミを掃除するのが、俺たちスカベンジャーの仕事だ」

「人の生きた証あかしをゴミ呼ばわりすんじゃねぇ！」

「おいおい。ゴミと言ったのはあんただろう？」

　プリーチャーの物言いは諧かい謔ぎやく的で、肩をすくめる動作は芝居がかっていた。スカベンジャーのリーダーは、明らかにギョロチョーを挑発している。

「ま、海に落ちたら海の物だ。俺たちは勝手にやらせてもらうさ。あんな風にな」

　プリーチャーがアゴをしゃくった方、ブルーホールの上ではスカベンジャーたちが《セジング》住民の生きた証あかしを次々引き揚げている様子が見えた。

「おい、あの金属板、おまえんちの屋根に立ってた風見鶏じゃねぇか？」

「……ああ。引っかかってるのはシマさんとこのランチボートの幌ほろだ」

　若者たちが悔くやしげにブルーホールを睨にらみつける。遠く離れたこの距離からも、幌に垂れ下がった『氷』の文字は目立っていた。

「これが最初で最後の会談だ。以後はお互い仲良く不干渉といこう」

　ニヤリと口の端はしと片手を上げて、プリーチャーの船はブルーホールへ去っていった。

「ざっけんな！　今すぐあいつら、おぶちのめしてやる！」

　ヒシヤスが反発の声を上げると、ユカがすぐにたしなめた。

「やめーや。あんたケンカなんてしたことなかろ？　それにな、あの人たちやって精一杯生きよるんよ。それを力ずくで追い出したら、ウチらもイロゥの人たちと同じやが」

　ユカの言葉が意味するところを理解して、住民たちは唇くちびるを嚙かみ締めていた。







　波間に浮かぶブイが揺ゆれ、ビルデン礁しようから伸びたロープがきしきしと音を立てる午後。

　ロープにつかまって休む《セジング》のダイバーたちは、みな朗ほがらかに笑っていた。

「何度言ったらわかるんですかこのハゲかけ！　ドライ中の物とサルベージ品を一いつ緒しよにしたらまた乾かし直しじゃないですか！　時間がモッタイナイ！」

「ハゲかけじゃねぇ！　俺はこういうおヘアーだ！」

《セカンドセジング》の開拓は順調だった。

　センシブルたち海のベテランが計画を練り、ギョロチョーが強烈なリーダーシップで指揮を執り、アキやヒシヤスといった若いダイバーたちが潜降して物資をサルベージする。

　他の者はビルデン礁を住みよくリフォームしたり、ダイバーをエントリーさせるためにビルの間でカヤックやゴムボートを漕こぐ船頭になる。

　それらの現場を駆かけずり回って差配しているのは、実質的にはオルカだ。

　オルカはユニークな髪型のヒシヤスを怒鳴りつけると、今度はせっせとランチボートに赴おもむいてシマさんの炊たき出しを手伝う。ユカたちスチュワーデスに食事運びを指揮し、頭上運搬でサルベージ品を運ぶ子供たちの後ろ頭を撫なでる。手が空けばわっせわっせと洗濯をする女たちに加わり、ヘルメットをかぶって工事現場の監督をしたかと思えば、いつの間にかサンドガサにかぶり替えてデンマ船（伝馬船）の船頭までこなしている。

「デコ娘、ちょっと見直したわ」

　ダイブを終えたアキがパラスアテナで休んでいると、隣に白衣姿のタカが腰を下ろした。

　現在のパラスアテナは臨時の診療所として繁盛している。ウェットスーツを着ずに素す潜もぐりするフリーダイバーや、ビルデン礁しようの工事を担になう者たちには何かとケガが多い。

「単に『連れていってもらうだけ』のゲストだと思ってたけど、ちゃんとパラスアテナのクルーとして役に立ちそうね」

「うん。オルカちゃんみたいに小さな子ががんばってたら、ボクたちはもっとがんばらなきゃって思うよ」

　アキは遠くのビルデン礁を見て微笑ほほえんだ。かわいらしい現場監督にひっきりなしにどやされて、住民たちは悲壮感を抱いだく暇もない。

「あんただってまだ子供よこれ以上育つかも疑わしいわ」

　タカが鼻で笑いながら意地の悪い声を出す。

　昨夜自分が未熟であることを痛感したアキは、「うう……」と落ち込んだ。タカの視線はウェットスーツのもろ肌を脱いだ胸元に来ていたが、そこには思い至らない。

　しゅんとうなだれたアキの濡ぬれ髪から、海の雫しずくがうなじに流れた。

「……でも、ちょっとだけ大人っぽくなったかもね」

　アキの首元をタウエル布で拭ふき取りながら、タカがふっと息を吹きかけてくる。

「ひうっ」と首をすぼめて隣を見ると、潮風に髪をなびかせてタカがくすくす笑っていた。

　──タカちゃん、どんどんきれいになってる気がする……。

　診療所が人気なのは、ケガ人が多いせいだけではないと思う。

「変わらないように見えて、あんたもあたしも、人も世界も、どんどん変わっていくものよ。今が幸せなら変化は怖いことだけれど、現状に満足していたら冒険家にはなれないわ」

　ニヤリと笑ってタカがウェットスーツのファスナーを上げてくれた。

「メッセンジャー、そろそろいいぞ！」

　遠く離れたボートの上で、ダイバー代表のヒシヤスが頭の上に「オーケー」のハンドシグナルを作っていた。二本目を潜もぐれるだけの水面休息時間が経過したらしい。タンクを背負ってのダイビングは、反復潜水をする前に体から窒ちつ素そを抜く時間が必要だ。

「行ってらっしゃい。夜の冒険の体力は残しておくのよ」

　意味ありげに微笑んで、タカが診療室のキャビンへ消えた。

『昨日膝ひざ枕で寝かしつけてあげたんだから、今夜はたっぷりご奉仕しなさいよね』

　ということだと思う。それはやぶさかではないけれど、人にマッサージを施ほどこすなんてずいぶん久し振りだ。意識的に他人の肌に触れるだけで緊張するのに、ましてタカみたいな美人が相手の場合、アキの方がマッサージを必要とするほど全身硬くなってしまう。

　──ボクは、お母さんみたいなマッサージャーは向いてないね……。

　などと今からドキドキしていたら、タンクを背負うのに手間取ってしまった。

「おいメッセンジャー！　さっさとお潜りになれ！」

「は、ハイっ！」

　ヒシヤスに怒鳴られて、慌あわててレギュレーターのマウスピースを咥くわえる。

　──行こう。

　アキは船尾に立ち上がり、大おお股またで空中を歩いてジャイアントストライドエントリーした。

　だぱんと大きな飛沫しぶきを上げて、青い世界に体が沈む。

　吐はき出した息がレギュレーターからこぽこぽと泡になり、水の中を上っていく。

　急がずにゆっくりフィンキックし、アキは紺に近い青を目指して潜降を始めた。

　──水深十メートル。中性浮力よし。

　水中でタンクから伸びたスイッチを操作する。ウェットスーツの上に羽織ったＢＣＤジャケットのエアを調整し、更なる深みへ沈んでいく。

　ウェイトとエアのコントロールによる潜降──レックダイビングの基本はタカからみっちり仕込まれていた。

　──水深二十メートル。視界良好。

　普段しているそれと違い、今アキが装備しているゴーグルは「マスク」と呼ばれる鼻まで覆ってくれるタイプだ。ダイブ中に水が入ってしまっても、鼻息で額ひたい側へ追い出すことで視界をクリアにできる。

《セジング》の海は今日も碧あお々あおと澄んでいた。この深度でも遠くで活動するダイバーの姿が見える。透明度の高い海はストレスが少なく、サルベージ作業は予想以上に捗はかどっていた。

　──三十メートル。エア異常なし。

　この辺りから数メートル先が青に染められ見えにくくなる。光の届かない水深ではハンドライトが役に立った。

　──着底成功。ガバロー。

　死にサンゴが散らばる水底に着くと、手元の深度計に水深四十メートルと表示された。

　このエリアはブルーホール真下の海かい嶺れいと、隆起した《セカンドセジング》のちょうど中間地点に当たる。周囲の水底が隆起したため、図らずもすり鉢状になった《セジング》で一番深い場所だ。水も相応に冷たく、底の方にはゆるやかにブルーホールに向かう流れがある。

　アキは冷たい水流に飲まれぬよう、白い水底に手をつきながら這はい進んだ。

　この辺りには中層階だけがひしゃげて倒壊したビルデン礁しようが多い。こうしたビルはビフォアの中でも古い物だ。当時の建築ルールでは上階ほど柱を細くせねばならなかったため、海震（地震）などの災害時にはこうした潰つぶれ方をするのだという。

　上下に潰したアルミ缶のようなビルの周囲を、ライトで照らしながらゆっくり泳ぐ。

　目につくのはコンクリートの瓦が礫れきばかりで、水の底にお目当ての品は見つからない。

　しかし根気よく探していると、ぽつぽつと住民たちの『生きた証あかし』を発見できた。

　アキはアルマイトのケトルやら、カーボンの釣り竿ざおを回収し、水中に垂れ下がったロープに結びつけた。くいとロープを引いて合図すると、船上でフィッシャーマンたちが「ソーラン！　ソーラン！」と掛け声とともにサルベージ品を引き揚げてくれた。

　──オルカちゃんのぬいぐるみは……なし。次の場所へ。

　そうしてアキは再び回収作業に戻る。青暗い海の底に、一人で。

　──あ。

　フィンを大きく動かした時、水底に堆たい積せきしたプランクトンの死し骸がいやサンゴの欠片かけらがもわりと舞い上がった。

　途端にマスクの視界が煙けむったマリンスノーで覆われる。水中で見通しが悪いと、肉体的にも精神的にも作業が捗はかどらない。

　アキは中性浮力を保ったまま、透明度が回復するのをじっと待った。

　マウスピースを通じて呼吸する音以外、海の中では何も聞こえない。

　この深さまで潜もぐれる装備を整えているダイバーはアキ一人しかいない。今いる場所には、本当に誰も助けに来ることができない。今度こそタカやオルカは駆かけつけてくれない。

　だが、同じ孤独な青の世界でも、タルで漂っていた時とは違う。

　今のアキは自力で浮上することができる。自分の力でタカたちの下もとへ戻ることができる。

　──ボクは、ちっとも一人ぼっちなんかじゃない。

　そばにみんながいると知っているから、冷たい水の中でも一人で頑張れる。

　タカは大人っぽくなったと言ったが、自分はやはりまだまだ子供だと思った。隣に誰かがいなければ頑張れない、「変化」を恐れる幼子だ。

　それは、一人で生きていた時代にはなかった「弱さ」かもしれない。きっとタカが言ったように『一人じゃないから』知った寂しさなのだろう。

　だが、それを知らない方がよかったとは思わない。

　周囲に生物がいない孤独。

　周囲から見放された孤立。

　その両方を知ったからこそ、アキは人と生きていくことの意味を知った気がする。

　この世界に変わらないものなどない。人も海も変わっていく。

　高所に慣れて強くなったように、寂しさを知って弱くもなった。

　どちらも同じアキの『変化』だ。正せい邪じやも正誤もありはしない。

　それこそが冒険の結果、アキが「たくさん生きた」証あかしだ。

　だから今、アキは人のために働く。『変化』した自分を受け入れて生きる──。

　そんな清く正しい人の子に感動したのか、海神わだつみが珍しくご褒ほう美びをくれた。

　マリンスノーが沈んで視程がクリアになると、アキの目の前にずっと探し求めていたものがひとつ埋もれていた。

「ボブぼ、ばいばーぶヴぉっび！」

　マスクの中で見開いたアキの目に、この深度でも時を刻み続けるビフォアの逸いつ品ぴん──長年左腕を覆っていた相棒が転がっていた。

　腰に巻いたダイビングポーチにぽんと触れ、頭の中でキーちゃんと「やったね！」「ヤタネー」とハイファイブを交わす。

　アキは幸せだった。それでいてこの幸福は窒ちつ素そ酔いの多幸感かもと疑う冷静さもあった。

　短くエアを吐はき出しつつ、アキは満ち足りた気分で人々の待つ海へ浮上した。







　海面で光の帯のように伸びた月の隣となりで、パラスアテナが静かに浮いている。

　船内のベッドでは、アキが左腕に巻いたダイバーズウォッチを眺ながめてニヤニヤとしていた。

　その両隣では、タカとオルカがにやけ顔を挟はさんで睨にらみ合っている。

「で、なんであんたまでいるわけ？」

「わたしがいちゃいけないんですか？」

　ダイバーズウォッチを見つけて、久し振りの寝物語という幸せ状態だったのに、アキはいきなり肉体的にも精神的にもぎゅうぎゅうと身の縮ちぢこまる思いにさせられる。

「あんたのベッドは外にあるでしょうが」

「もうすぐ寒期なのにハンモックで寝ろと？　児童虐ぎやく待たいも甚はなはだしいですね」

「えっと、これからは三人で寝ることになるから、二人とも仲よく……」

　アキが眉まゆを下げつつ申し上げると、オルカがキッと眉を上げつつ反論する。

「わたしはタカさんと仲よくなろうと努力してきました。ここに来るまでだって毎晩一いつ緒しよに寝てたんですよ。なのにタカさんはちっとも寝物語してくれないんです」

「あんたアキと違ってかわいげないのよ。何話したって『知ってます』で」

「知ってます。それがタカさんの策なんです。面白そうな話はまずアキさんにしたいから、わたしには当り障さわりのないことしか教えてくれないんです」

　オルカの指摘は図星だったようだが、タカはそんなことでは怯ひるまない。

「だったら何？　あんたよりアキの方がかわいいんだから当然でしょ」

「タカさん、六歳も下の子供相手に大人げないと思いませんか？」

「子供とか大人とか男とか女とか。そういう柵しがらみはもううんざりよ。あたしは自分の好きなように生きるって決めたの。あたしはアキとともに生きる。そのためなら、誰に嫌われようと知ったこっちゃないわ」

　なんだか物もの凄すごいことを言われてしまった気がして、アキの体温がぽーっと上がる。

「わたし、タカさんのそういうところちょっと好きです」

「……は？」

　オルカの言葉に、タカがぴくりと眉を動かした。

「そんな風に素直な女の子になりたいって、わたしずっと思ってました」

「次は褒ほめ殺し？　あんた本当にいけ好かないガキね」

「タカさん、そうやって口は悪いけど面倒見がよくって、なんだかんだでわたしもよくしてもらっていると思います。でも口幅ったいことを言わせてもらえば──」

　オルカがアキの体の上に身を乗り出した。重い。

「タカさんは、きっとアキさんを幸せにできません」

　その言葉に、タカが初めて目をそらす。

「だから、パラスアテナにはわたしが必要です。この意味、わかりますよね？」

　タカが「生意気なガキね」とだけ答えて上掛けシーツを引き上げた。

　アキだけがまったく話についていけない。そしてオルカが重い。足がはみ出た。

「えっと、オルカちゃん。それってどういう意味？　あと、ちょっと重たいかも……」

「……知ってますか、アキさん。ビフォアには素す潜もぐりで百メートル以上を潜れる人がたくさんいたんですよ」

「百メートルっ!?」

　途端にアキは興味を惹ひかれ、胸から降りたオルカの方へ向き直る。話をごまかされたのだとはまったくもって気づかない。

「ウェットスーツとマスク、それにフィンだけをつけて海の底まで。当時人間の肺は深海の水圧には耐えられないと思われていたんですけど、何度も繰り返して潜水するうちに、体の方が変化したんだそうです」

「人間の身体機能は状況に応じて変化──つまり進化するのよ」

　今度は背後のタカがアキの肩をつかんで体を向き直らせた。

「あたしたちとビフォアのご先祖様は体の機能も微び妙みように違うわ。たとえばあたしたちは食物繊維を体内に吸収しにくいけど、そのかわり水銀に対してある程度抵抗を持ってるのよ」

　タカが補足してくれたところによると、ビフォアの人間は人体に有害な物質を含むということで鯨げい乳にゆうや一部の魚を摂取しなかったらしい。アフターでは主にヨゾラクジラが人と共生の関係にあるが、その乳の加工品──カニジャムなどはアキも時々口にしている。

「見た目も少し違っているんですよ。昔の人は手の水搔かきが小さかったり……」

　オルカに言われてアキは自分の手の水搔きを見た。先日《モリ》の浮うき島しまでぱっくり裂けてしまった手の傷は、タカのアフターケアのおかげで今やつるつるになっている。

「他にも、女の人も毛が生はえていたそうです」

「毛？」

　言いながらなんとなく頭を触さわる。アキに生えている毛と言えば、髪の毛の他は顔に生えるまつ毛や眉まゆ毛げだけだ。

「ここにも生えていたらしいわよ」

「やめっ、くすぐっ……ふぃぃぃぃっ！」

　シーツの中でタカに脇わきの下を触さわられた。

「体毛が多ければ水中では邪じや魔まになるし、体が乾きにくくて体温を下げる原因にもなるわ。あたしたちは海に適応するために進化──水棲化マーマナイズしてるの。いわゆる生存戦略ね。ドリルさんみたいにヒゲどころか腕やすねにまで毛が生はえてる人は、生きた化石みたいなものよ」

「あの人、すごいですよね。わたしも初めて見た時は別の生き物かと思いました」

　ドリル氏を語るタカとオルカに挟はさまれながらアキは考える。脇の下に毛が生えていたら、汗をかいただけで濡ぬれてさぞ不便だろう。他にはどんなところに毛が生えていたのか──。

「そういえば、ボクのお父さんも結構毛が生えてたかも……」

　母はアキと同じでつるつるだったが、一方の父は腕の毛でピン虫を絡め取るほどの剛毛だった。それが男女の差だと思っていたが、どうやら違うらしい。

　──じゃあ、ハゲた人が多いシーロバーって最先端の人類なのかな……？

　などとアキがトンデモ仮説を組み立てていると、両隣では物証の発掘調査が始まろうとしていた。

「ならアキも色んなとこに毛が生えてるかもね。お父さんの少年ホルモンを受け継いで」

「ですね。アキさん色んな意味で男の子ですし」

　アキの体を挟はさんでタカとオルカが目配せし合う。

「ちょ、ちょっと待って。さっきまで二人ともケンカしてたのになんで、あっ、やめっ！」

　両脇の二人が意気を合わせて上掛けシーツに潜もぐり込んだ。




　身の危険を感じたアキはベッドの二人が寝入るまでハンモックで凍こごえながら過ごした。
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「アキちゃん、飲みよるー？」

「ハイっ！　飲んでます！　おいしいです！」

「採れ物やなくてビフォアの缶のやけど、もっと飲みたかったら言いよってね。アキちゃんと違うて、ウチはこんなことしかできんから」

「べっ、別にボクは何も……」

「もー、同い年に遠えん慮りよしよらんで。ウチのことも『ユカたん』呼びよってな。ウチもシマさんと同じで同名さんが多いし、ビフォア語では『ユカ』より『ユカたん』の方が縁起ええんよ」

　けらけらと陽気に笑いながら、ユカたんがアキのカップに黄色いジュースを注ぐ。

《セジング》をビルデン礁しようの上に再建する《セカンドセジング》計画に着手して一週間。

　現在何もかもが順調──とは言いがたかった。

　とにかく物資が圧倒的に足りない。食料はもとより、下着やポリ油などの不足は工夫で補えるものではない。

　裕福だった《セジング》暮らしとの差にストレスを感じる者も多く、血気盛んな若者たちの間には争いが絶えなかった。ブルーホールの上で悠ゆう々ゆうと《セジング》の物資を回収するスカベンジャーたちの姿が更に苛いら立だちを煽あおる。

　そこでプロジェクトに着手して一週間の節目である今日は、息抜きを兼ねて祝祭を行うことになった。

　祭りの会場は最初にアキが滞在したマンションの屋上だ。朽くちた排気ファンの上にはバオバブヤシの不ふ燃ねん皮ぴが敷かれ、サルベージしたものの不要となった品や、生活ゴミの類たぐいを燃やして盛大に火が焚たかれている。住民たちは午後の作業をうっちゃって、みなで明るい炎を囲み、食べ、飲み、笑い、思い思いの祭日を楽しんでいた。

　アキはスチュワーデスとして働くユカたんから飲み物を受け取り、タカと並んで錆さびた鉄柵に背中を預けて座っている。

「あたしも名物のグレープフルーツジュース飲みたかったわ……」

　タカがジトりとした目で屋上隅の塔屋を見上げた。

　夕焼けが照らす塔屋の上には、半分割れた貯水タンクが乗っている。中にはハイドロボールをたっぷり敷き詰めて、今日のお昼に塩性グレープフルーツの種を植えたばかりだ。

《セジング》のシンボルだった果樹をどこかに植えようとなった時、アキがかつて漂着したビルデン礁しようの屋上で貯水タンクに生はえた木を見たと言うと、それが案として採用されてしまった。

「ぼ、ボクもそんなに飲んでないからっ。また実がなった頃にみんなで来ようね！」

　気がつけば青いジトりが自分に向いていたため、アキはしどろもどろに取り繕う。

　実際は「カリプソ」でのスチュワーデス仕事を終える度に、毎日オルカと二人でオイシーと飲んでいたなどとは言えない。

　──後でオルカちゃんに口止めしておかないと……。

　アキが密かに気を揉もんでいると、そばに座った若いダイバーたちの会話が聞こえてきた。

「俺は思うんだ。もう一度海震が来たら、海かい嶺れいに引っかかったフロートが浮き上がってくるんじゃないかって。あるいは俺たちの手で何かショックを与えてもいい。やっぱりあの広いフロートが恋しいよ、俺は」

「気持ちはわかるが、そいつはちょっと神頼みすぎる。人の力であんなバカでかいものにショックを与えるなんてできないだろ？　俺たちはもうここで生きていくと決めたんだ。どうせならセカンドセジングでいかに快適に暮らすかを考えようや」

「快適って、たとえばどんなことだ？」

「ビルデン礁にベネチヤ式イドを掘る。イドってのは地下に溜たまった水を汲くみ上げるビフォアのロストテクノロジーだが、ベネチヤ式は雨水を濾ろ過かするやつだ。だったら海水にも応用できるかもしれないだろ？　まあ……どちらにせよコンクリートをぶち抜く物は必要だが」

　ダイバーの青年たちが、「ドリルでもあればなぁ……」とため息を合わせる。

「あんたたち、ドリルの話はやめなさい。どこからともなくむさくるしいのが来るわよ」

　靴底に付着した黒モズクを見るような目で、タカがうんざりと青年たちを諭さとす。

「ドリルはともかく物資も圧倒的に足りないんだよな。メッセンジャーの兄ちゃんの話じゃ、四十メートル地点にも、もうほとんど何もないって言うじゃないか」

「一方ブルーホールの海かい嶺れいにはまだゴロゴロあるらしい。あれは元々俺たちの物だ。なんとかあいつらを追い払えればいいんだが……」

　スカベンジャーに対する住民の不満は、若者を中心に日増しに広がっていた。彼らの諌いさめ役を担になうセンシブルによると、『そろそろ手を打たないとまずい』状態だという。

　口汚くスカベンジャーを罵ののしる声を聞く度、『同業者』であるアキはビクビクと怯おびえていた。先だって事実をありのまま告白したところ、誰もがアキを責めるどころか同情してくれたが、後ろ暗さはいつまでも消えてくれない。

「は～い。ドリルはないけどグリルはあるわよ～」

　うなだれた青年たちの前に、シマさんがニコニコとアルミ皿に乗った料理を並べた。

「おおおお？　シマさん、これどうしたんスか？」

　青年たちが出された料理に驚いたのも当然だった。

　海震から三週間が経過し、《セジング》にも徐々に生物が戻ってきてはいる。とはいえ今のところは鱗うろこの硬いアシナシイグアナくらいのもので、住民全員を賄まかなえる漁獲はない。食料の大半は《イロゥ》から運び込んだ、みなが食べ飽きたブリックスや干物だ。

　にもかかわらず、アキたちの前に並んでいる皿には、どう見ても新鮮な海かい藻そうのサラダと魚のハンバーグが乗っている。

「食材自体は変わらないけど、ひと手間かけて頑張ってみました～」

　水で戻したブリックスを丹念に砕くだき、ビルデン礁しようを覆う茶色い海藻から透き通った緑の若芽だけを選んでサラダに。魚の干物は一度すり身にして成形し、ふわりと蒸すように焼き上げてボリュームを増して。提供できる量は微々たるものだが、パラスアテナでタカが再開した水耕栽培の野菜も彩りを添えている。

　見るからにおいしそうな料理に目を奪うばわれた若者たちを見て、シマさんがニコニコと笑った。

「どうぞ、大活躍のアキちゃん。召ボしナ上ペがテれイ～」

「いただきます！」

　シマさんの料理は、見た目はもちろん味も絶品だった。専門のシェフの手にかかれば、食べ飽きたはずの食材にも人を元気にする魔法がかかる。

「おい……しい……！」

「くっ……！　やるわねシマさん。ちょっとおじいちゃん、これ食べなさい。精がつくわよ」

　ドクターも思わず老人を呼び止めて勧めるシマさんの料理。

　それは若者だけでなく、身寄りがないため仕方なくセカンドセジングに参加した老人たちも快活に笑い出すような、作り手の想いが込められた心においしい料理だった。




「はい、みんなちゅうも～く」

　空に星が瞬またたき始め、酔っぱらいたちの瞬まばたきが止まり出した頃。

　ニコニコ笑うシマさんが、焚たき火の前に出てピンと人差し指を立てた。

「なんと～。今月はオルカちゃんのお誕生日です。みんなカップを持ってね～」

　アキは驚いてタカと顔を見合わせる。オルカからそんな話はひと言も聞いていない。

「オルカちゃん、あなたがが生まれてきてくれたこと、そしてそれを祝えるのが、私たちみんなの喜びです。ハッピーバース～！」

　シマさんの声に合わせ、みなが「ハッピーバース！」と夜空へカップを掲げる。

　アフターにも「誕生日」を祝う風習自体は残っているが、その寿ことほぎからは「日」を表す単語が抜けていた。多くの人が月日をいちいち気にしないという理由もあるが、誰かが産まれた日をきっかけに、その場の全員が生誕したこと、今もここに生きていることを喜び合うというのがアフター流の誕生祝いだ。

　十二歳になった少女は真っ赤になってひたすら恐縮している。自分をもてなせと言ってもいい年頃なのに、そういう子供らしさがないところがいかにもオルカだ。

「おいヒシヤス！　ミュージシャンってのはこんな時に仕事するんじゃないのか？」

　赤ら顔のギョロチョーががなり、周囲がやんやと囃はやし立てた。

　ヒシヤスは泳ぎこそ得意だが、「魚」が苦手なために今の《セジング》のような海でないとダイバーにはなれないらしい。そのため普段はミュージシャンを自称し、食うために仕方なくストレンジャー相手にワインドロップ詐さ欺ぎを働いているのだとユカたんから聞いた。

　アキも『一人前レツドライナー』のセイラーになるためセキドウを目指した駆かけ出しの頃、同じく魚嫌いのセイラーと会ったことがある。それはひとつ海で生きていく上で大変なハンデだが、彼らは弱さを受け入れ強く生きている。自分も見習わねばとアキは一人静かにうなずいた。

「待たせたな！　クズどものみなさん！」

　噂うわさをすればヒシヤスを始め、自称ミュージシャンの若い四人が屋上に現れた。

「暗い話はおっしゃるな！　考えず、踊れ！　ジョン・ライドウズポルカ！」

　ヒシヤスのシャウトを合図に自称ミュージシャンたちの演奏が始まる。

　貝殻のカスタネットや、フライパンに帆はん布ぶを張って作ったバウロンが鳴らすのは、意外にも伝統的な海のクラシックだ。

「あの男たち、見た目はパンクスなのに演奏はずいぶんトラッドね」

「うん。この曲、ボクも知ってる」

　セイラーたちはよく歌う。海の男は音楽が大好きだ。少しテンポは速いけれど、この懐かしいリズムもメロディも、ずっとずっとビフォアの昔からセイラーたちに愛されてきた曲だ。

「あああー、あー！　アフターに未来なんてない！　みんな死んじまうんだ！」

　シャモジにナイロンハリスを張ったような楽器を奏かなでながら、ヒシヤスが叫さけぶ。

「あああー、あー！　騙だまされた気分はどうだ？　こんな世の中、くたばった方がマシさ」

　奇抜な赤い髪をした男が、首とカスタネットを前後に振りながら歌う。

　合いの手のように入る歌詞は酷ひどいものだが、その演奏は素晴らしかった。心が浮き立つような跳はねまわる音に、スチュワーデスたちが輪になって踊り出す。

　男たちが《イロゥ》から持参した残り少ないソルト酒（それは食料よりも大事なものらしい）を飲んで歌い、ピーヒョロと指笛を鳴らす。

　アキは鯨くじらを釣ったような顔で、ほげーとその光景を見ていた。

　その場のみなが歌い、笑い、踊っていた。はしゃぐ子供たちや、楽しそうな乙女たちにつられ、老いたセンシブルやギョロチョーもぎこちなく体を動かし始める。

　ハンドライトを貸してくれたメガネの青年が、アキたちの前に跪ひざまずいて手を差し出した。

「ぼぼぼっ、僕と踊っていただけませんかっ？」

　アキは真っ赤になって隣を見る。男の人にダンスに誘われるなんて、タカはやっぱりすごいと思う。

「光栄ね。でも先約があるの」

　何かモゴモゴと言いたげな青年の誘いを断り、タカがアキの手を取った。

「えっ」

「『えっ』じゃないわよ。あんたレディの誘いを断るつもり？」

「でも、ボク踊り方なんて知らないし……」

「あんなの見よう見まねで動きまわってりゃいいのよ」

　そうは言うが、タカはきっとダンスもとてもうまいはずだ。天才の話はあてにならない。

「ほら、踊るわよ」

　タカに腕を引かれて、スチュワーデスたちの輪の中へ紛まぎれ込む。

　膝ひざを上げ、右へ回って、タカと腕を組み換え左へ回って。

　わたわたと見よう見まねで踊っていると、なんだかとても楽しくなってきた。

「あのメガネ君もバカね！　あたしを誘えば三秒は踊ってあげたのに！」

「何タカちゃん？　聞こえない！」

　ぐるぐる回る。ダンスが変わる。炎の周りでスカートが舞う。

　やがてパートナーはオルカになり、シマさんになった。その度にアキはあわあわとぎこちなく踊り、けらけらと心の底から笑う。

　今までアキが生きてきた中で、楽しいと思う出来事は様々あった。

　けれど、こんな宴うたげの楽しさを知ったのは今夜が初めてだと思う。

　──キーちゃん、ボクたくさん生きてるよ！

　輪の中で笑いながら、アキはすべてを忘れて踊り明かした。







　祭りの後は三人で寝物語の時間だったが、今夜は二人だった。

「オルカちゃん、寝ちゃったね」

「こうしてたまに寝顔を見ないと、十二歳のガキってことを忘れるわ」

　ベッドの左端であどけない寝顔を見せる少女は、故郷再建のためにずっと頑張り通しだ。さすがのタカも一目置かざるをえないらしい。

「で、アキ。この子のぬいぐるみはどうなの」

「うん……」

　タカの母、アキタカから救援物資を借りて捜索範囲は広がったものの、今のところ手がかりらしきものはない。

　目だけ動かし、枕元の壁に貼った近海の略図を見る。アキの証言を元にオルカが描いてくれたイラストには、《セカンドセジング》を中心にバツ印が溢あふれていた。

「やっぱり、あのブルーホールの方に流れていっちゃった気がする」

「アキが立ち聞きしたスカベンジャーの話だと、海かい嶺れいの穴は百メートルもあるんでしょ？　だったらどのみち捜索は無理ね」

「でも、あのぬいぐるみはオルカちゃんの大切な物だから……」

「『アーク』の『鍵かぎ』だったわね。あたしもアークなんて聞いたことないし、ママも知らなかった。元フッカーの二人が断片的な情報すら知らないなんて、よっぽどのことよ」

　オルカのぬいぐるみの中には、琥こ珀はく色のペンダントがしまわれている。それは『アーク』と呼ばれるものの『鍵』であるらしく、それが原因でオルカは二つの海賊団に狙ねらわれていた。

「アークって、なんなんだろう……？」

「『選択を繫つなぐハコ』ってシーロバーの連中が言ってたんでしょ？　その持って回った言い方が海賊らしくないのよね。ただのお宝じゃないのは確かよ」

　それを言ったのは海賊団ウィッチファミリー所属の男だ。残念ながら彼らが今どこで何をしているのかは明らかになっていない。

　ファミリーが行方ゆくえをくらます原因となったもうひとつの海賊団イモータルハンズは、ウィッチたちの縄張りである《セントゥリア海峡》にずっと張り込んでいるらしい。

『今も昔ビフオアも海は海賊だらけだ。人間は進化なんてしない。ずっと刹せつ那な的な動物だ』

　そう忌いま々いましげに言って、ウィッチたちの情報を教えてくれたセンシブルは中身のないコートの袖を揺ゆらしていた。

「だいたい中のペンダントが『鍵』ってのがうさん臭いのよね。宝飾品ってのは金庫の中にしまうもので、金庫を開ける道具じゃないわ」

「それはそうなんだけど……」

　鍵かぎの金銭的な価値も、それが何を導くのかも、オルカにとっては関係ない。あのぬいぐるみとペンダントは娘と両親、双そう方ほうの希望を宿す依より代しろだ。他の何物にも代えがたい。

「オルカにとって一番大事なのは両親の行方ゆくえを探すことでしょ。だったらいっそ『鍵』を諦あきらめるのも手よ。セジングを出て情報を探した方が、絶対目的に近づけるわ」

　アキたちの目的はあくまで《シキバ》を目指すことだ。ぬいぐるみが見つからないからといって、いつまでもここに留まるわけにもいかない。

「オルカは悪い意味で頭のいい子よ。自分から『ぬいぐるみを探してくれ』なんて絶対に言わない。その代わり『もう諦めて』とも言わないわ。要はアキに甘えてるのよ。すぐそばにシマさんもいるし、なんだかんだで今の状況を楽しんでる。そういうところはまだ子供なのよ」

　その目つきこそ鋭するどいが、それを知りながら何も言わなかったタカは、やはりオルカにとってもおねえさんだと思う。

　ふいにアキの背後でオルカが寝返りを打った。ちらと横目で見ると、背を向け眠る少女の肩が、いつにも増して小さく見える。

「だから、アキがはっきり言わないとダメよ。もう諦めようって」

「うん……」

　だが、まだできることすべてをやっていない。たとえわずかでも可能性がある方法は全部試さなければ、アキ自身が諦められない。

「タカちゃん、ボクあのブルーホールの底に潜もぐってみたい」

「……言うと思ったわ。アキの言う通りなら可能性はもうあそこしかない。そしておそらくあの穴の底にあるんでしょうよ。でも今回ばかりは無理ね。普通のエアタンクでは酸素濃度が薄くて百メートルなんてとても潜れないわ」

　優しく諭さとすようなタカの言葉は、アキを思い留まらせようとしているわけではないと思う。

「だから、素す潜もぐりで」

「もっと無理に決まってるでしょ」

「ボク、ビフォアのダイバーの話を聞いてから、この一週間ちょっとずつ素潜りの練習してたんだよ。今なら潜れそうな気がする」

　アキの「目」を見てタカが長いため息をついた。そしてふふっと楽しげに笑う。まるでこうなることがわかっていたというように。

「十五歳になって少し変わったかと思ったけど、アキは少年のまま大人になるのね。あんたのお父さんみたいに」

「ごめんなさい……」

　父はいつも母に謝っていた。アキが父に似ていくことに。そんなところまで似てしまった。

「ま、それでこそ冒険家だけどね。でも今回は障害が多すぎるわ。まずスカベンジャーたちが邪じや魔まをするでしょ」

「だから、夜にこっそり潜もぐれないかなって。海の底なら昼も夜も変わらないし」

「防ぼう魚ぎよネットはどうするのよ？　魚が抜けられないほど網目は小さいのよ」

「……どうしよう？　でも、もうあそこしか探す場所がないし──」

　言葉の途中でちゃぽんと水音が聞こえた気がした。船体に当たった波ではないように思う。

　確認のためにベッドから出ようとすると、タカに腕を取られて引き寄せられた。

「魚でも跳はねたんでしょ。そんなことよりアキ」

「な、何？」

　タカの顔が妙みように艶つやっぽくアキに近づく。青い瞳ひとみが一度オルカの方をチラリと見た。

「ここのところ、オルカのおかげでずっとご無ぶ沙さ汰たね」

　つまり、『あんたの無茶を認める代わりに、今晩ご奉仕しなさい』だろう。

「うん、いいよ。久しぶりだからボクがんばるね」




　翌朝。

　アキが船尾で顔を洗っていると、つやつやと血色の良い顔をしたタカと、何やら異様に顔色の悪いオルカがともにキャビンから出てきた。

　昨夜は久しぶりに母親譲ゆずりのマッサージを施ほどこしたため、タカの機き嫌げんと肌ツヤが良いのはわかる。しかしたっぷり寝たはずのオルカが、いかにも寝不足な顔をしている理由がわからない。

「オルカちゃん、ゆうべ眠れなかったの？」

「ねねねっ、寝ましたよ！　ぐっすりです！　わたしは二人の苦しそうな吐と息いきと激しい息遣いなんて聞いてませんっ！」

　意味不明だった。オルカも疲れているのだと思う。まだ子供だから施術したことはなかったが、そろそろ体をリラックスさせるマッサージくらいしてあげてもいいのかもしれない。

「オルカちゃんも十二歳になったし、お祝いに今晩気持ちよくしてあげようか？」

「なっ、ななななな……！」

　オルカが真っ赤になって震えていた。そんなに喜んでくれるとはとアキも笑え顔がおになる。

　その後マッサージは初めてかなどと問いかけると、オルカはハッと何かに気づいたような顔をして、すぐにタカを睨にらみつけた。

「……タカさん、謀はかりましたね？」

「耳年増にはいいクスリでしょ」

　オルカはいまだに薬を処方されているのだろうか。心配してタカに尋たずねようとした時、《セカンドセジング》の方から一艘そうのデンマ船がやってきた。

　昨晩タカにフラれたばかりのメガネ青年が、パドルを握ったまま動転した様子で叫さけぶ。

「みみっ、みんなすぐ来てください！　スカベンジャーたちが乗り込んできました！」







[image: Ⅲ　あるアマダイバーの孤独]
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　潮風がビルデン礁しように当たり、上方へ吹きつける風となって塔屋の貯水タンクを揺ゆらす。

　昼時のマンションの屋上には、《セカンドセジング》の全住民が集結していた。

「困るな、ギョロチョーさん。お互い不干渉と決めたはずだが」

　住民と対たい峙じするスカベンジャーの集団。その代表者であるプリーチャーの後ろには、数人の男に押さえ込まれたヒシヤスがいる。

　プリーチャーと向き合ったギョロチョーは、腕組みして虚こ空くうを睨にらんだまま何も言わない。

「おっ、俺は何もしてねーよ！　ナイトダイブしてたらネットに絡まっただけだって申し上げてるだろうが！」

「その割にはずいぶん景気よく切り裂いてくれたじゃないか」

　喚わめくヒシヤスのズボンのポケットから、プリーチャーが「Ｚナイフ」を取り上げた。

　それはアキが使っている両刃のカスタムナイフなどではなく、網切り専用に近いカッティングツールだ。おそらくヒシヤスは夜中にブルーホール側に潜もぐって物資を回収しようとしたのだろう。Ｚナイフを用意しておいて言い逃れはさすがに厳しい。

「テメェらが『海に落ちたら海の物』っておっしゃったんじゃねーか！　だったらあんなネット張る方がおかしいだろうが！」

「居直るな！」

　プリーチャーが突然瞳ひとみに憤ふん怒ぬを宿し、ヒシヤスの胸ぐらをつかんだ。

「よく聞け、兄さん。防ぼう魚ぎよネットはあんたたちを来させないために張ってるんじゃない。あれは俺たちのセーフティネットだ。あれが破れたせいで俺たちがサメに喰くわれたら、あんたどうしてくれるんだ？」

　いつも醒さめたように冷静だったプリーチャーの声が、微かすかに震えていた。

　それが怒いかりのせいだけではないことをアキは鋭えい敏びんに感じ取る。

　──プリーチャーさん、怖がってる……？

　いつでも薄笑いを浮かべていた男の目に、暴力にさらされた者の怯おびえがあった。

「おい！　ゴミ漁あさりが汚ぇ手でヒシヤスに触さわんじゃねぇ！」

　ずっと沈ちん黙もくを保っていたギョロチョーがようやく口を開く。

「『汚ぇ手』？　おかしな話だな。俺たちとあんたたち。やってることはどちらも同じゴミ漁りだろう？」

「おまえらみたいなゴミクズと一いつ緒しよにすんな！　俺たちのは必死に生きようと足あ搔がいた結果だ！　おまえらのは単に人の弱みにつけ込むカジバドロボーだろうが！」

「弱みにつけ込む、か」

　プリーチャーがヒシヤスから手を離し、つかつかと歩いて唇くちびるが触れそうなほどギョロチョーに顔を近づけた。

「あんた、俺たちが望んでスカベンジャーになったと思うのか？」

「そりゃ……そうだろ」

　ギョロチョーがブルーホールにチラと目を向ける。停泊したスカベンジャーの船の上には、沈んだ《セジング》からサルベージした物資が溢あふれていた。

「人からどう思われようが気にならねぇくらい、儲もうかってしょうがねぇんだろうが！」

　住民たちから「恥はじ知らずが！」、「海神わだつみは見てるぞ！」などと野次が飛ぶ。

「ああそうさ。ここはいい漁場だ。あんたたちが不幸に遭ったおかげで、俺たちはこの先数ヶ月は遊んで暮らせる」

「このクズ野郎っ！　……っ！」

　プリーチャーに殴なぐりかかろうとしたギョロチョーの手を、控えていたシュマリがつかんだ。

「お願い。私たち、いじめ、やめて」

　シュマリが無表情に告げ、太いフィッシャーマンの腕を離す。

「ちくしょうめ！　いじめてるのはどっちだってんだ！」

　舌打ちしたギョロチョーに、再びプリーチャーが怒いかりを向けた。

「俺たちは身よりもない。家もない。船もない。どいつもこいつも体か言葉が不自由で、人とうまくつき合うこともできない。何もしていないのにドレイとして売られていた奴やつだっている。そんな風に社会から爪つま弾はじきにされた俺たちが、必死に働いてマシな生活を送ることは罪なのか？　俺たちは生きていくことさえ許されないのか？」

「働きたいならスカベンジャー以外にも色々あるだろうが！」

「雇われなければ働けない！」

　プリーチャーが首元のシルバーを揺ゆらして激げき昂こうした。

「雨を凌しのぐことすらできないホームレスの俺たちに、あんたたちは何をしてくれた？　こうして立派に働ける俺たちを雇わず、『まともな』人間だけに職を与える。誰よりも生きる意思がある俺たちを見下し、自分たちが酷ひどい目に遭った時だけ声こわ高だかに権利を主張する。何が困った時はオタガイ様だ！　あんたたちは本当に困っている人間を見ようともしなかった！」

　ギョロチョーの目が大きく開いた。

「おまえ、あの時の……」

　みなが押し黙だまった屋上に、一陣のビル風が吹き上げた。鉄柵に干された洗濯物がばさばさとはためき、人々に沈ちん黙もくを破る声をうながす。

「……わかった。今はプリーチャーだったな。おまえの言う通りだ。防ぼう魚ぎよネットは今日中に材料を集めて明日の朝一番に修理する。今日のところは引いてくれ」

　膝ひざに両手をついて頭こうべを垂れたギョロチョーを見て、住民たちが狼ろう狽ばいしている。

「いいだろう。ついでにひとつ忠告だ」

　プリーチャーがざわめく《セジング》の人々の顔を順に見た。

「こっちは男所帯だ。お嬢さん方は夜の一人泳ぎにせいぜい気をつけてくれ」

　ニヤリと口の端はしを歪ゆがめて脅おどし文句を告げると、プリーチャーはスカベンジャーたちを引き連れ塔屋の階段を降りていった。

　すぐに住民たちの不満が爆発する。

「なんなんだよ！　ホームレスだかなんだか知らないが、やっぱおかしいだろ！」

「そうよ！　あそこには元々私たちが住んでいた家があったのよ！　なのに近づくこともできない！　自分の家財がさらわれるのを見ているだけなんて納得できないわ！」

「スカベンジャーどもを追い払え！　でなきゃセカンドセジングはノー・フューチャーだ！」

「ギョロチョー親分！　あんたの奥さんや娘も危ないかもしれないんだぞ！」

　しかしギョロチョーは低い声で「海の物に所有権はない」と言ったきり何も喋しやべらない。

　漁師の長は筋肉の盛り上がった背中を見せ、ただ海の遠くを見つめている。

「あのハゲかけ、余計なことをしてくれたわね」

　アキの隣でタカがヒシヤスの奇抜な頭を睨にらみつけていた。

　この先再び防ぼう魚ぎよネットが傷つくようなことがあれば、スカベンジャーは住民に対してなんらかの報復措置を執るだろう。そうならないように警戒も増すはずだ。

　となると、オルカのぬいぐるみを探すのは住民が防魚ネットを修理する前、つまり今夜が最後のチャンスになる。

「アキさん……」

　不安そうにこちらを見上げるオルカの肩に手を添え、アキは力強く言った。

「大丈夫。ボクに任せてオルカちゃん」







　蠟ろうで固めたように揺ゆらがぬ夜の海面を、アキは音を立てずに泳いでいる。

　イサキも眠るウシミツ時、すなわちドロボーワッチの時刻だが、スカベンジャーたちの船にワッチは立っていなかった。

　訝いぶかしみつつも、アキはとぷんと静かに水に潜もぐる。ヒシヤスが切り裂いた防魚ネットをしゅるりとくぐると、そのままブルーホールの中心へ向かって潜行した。

　現在の装備はウェットスーツにマスクとフィンのみで、ＢＣＤやエアのタンクは背負っていない。残圧計もスピアガンもなく、腰にぶら下げたハンドライトだけが唯ゆい一いつの所持品だ。

　百四十フィート級の母船の陰でそっと浮上し、闇やみの中で息を潜めて様子をうかがう。スカベンジャーに気づかれた様子はない。

　アキはその場で仰あお向むけになって浮かび、小さく短く呼吸を連続させた。

「はっ、はっ、はっ、はっ、はっ、はっ、はっ、はっ……」

　通常のダイブなら腹式呼吸で肺いっぱいに空気を吸うが、今回は百メートルを越す深海への潜水だ。血中二酸化炭素濃度を下げるために、短い呼吸を連続で行うハイパーベンチレーションをしておく必要がある。

　事前にたっぷり寝ておいたので、今日は体調も万全だ。ブラックアウトの心配はない。

　──行こう。

　準備が整い、アキはくるりと反転して真っ暗な海に沈み込んだ。

　ウェイトも身につけていないため、潜もぐり始めはしっかりとしたフロッグキックで水を蹴ける。

　すぐに海かい嶺れいの穴に入って十メートル、《セジング》フロートの脇わきを通って二十メートル、月明かりの届かない三十メートルと順調に潜降していく。

　水圧で肺の空気が圧縮され、浮力が抜け始めた。水深四十メートルに達する前に、何もせずとも体が沈んでいくフリーフォール状態になる。

　アキはまっすぐ体を伸ばして自由落下し、体力の浪費を抑えた。

　時折真下以外にもライトを照らしてみる。

　火口のような海嶺の内側は、小さな孔あなが無数に空いた石灰質の壁でできていた。プレートのずれで海震が起こると、地中に滞留したマグマが噴き出そうとして海底隆起が発生する。そのマグマが海水で冷え固まったものがこの岩肌だ。

　本来ならもっと外側、すなわち海中に噴出するはずのマグマが見当たらないのは、タカによると『どっか他に流れたんでしょうね』ということらしい。

　灰色の岩肌に光を当てると、船舶の残ざん骸がいや生活道具など、《セジング》の名残なごりが引っかかるように点在していた。できることなら持ち帰りたいが今はその余裕がない。

　名残の中にオルカのぬいぐるみを探したが、それらしきものは見当たらなかった。

　きゅっとマウスピースを一度嚙かみ、アキは更なる深みへ潜っていく。

　──大丈夫。空気は余裕。焦あせっちゃダメだ。

　この一週間の鍛たん錬れんで、アキは「百メートルの潜降は可能」という手応えを感じていた。ビフォアにおける伝説のダイバーたちも、水深百メートル地点に着くのは二分もかからなかったという。そこからゆっくり浮上したとして数分。耳抜き用の空気を計算に入れても、アキの閉息可能時間内で十分余裕があった。

　真っ暗な闇の空間を、重力から開放された体がすーっと沈んでいく。

　深く沈むほど水温が冷たくなった。ウェットスーツが半袖なため、指先が特に冷える。寒さむ気けで背中がぞくぞくし始め、ガチガチ鳴り出しそうな歯をぐっと嚙み締めた。

　そして六、七十メートル付近に到達して海嶺の内壁を照らした時、アキは思わず叫さけび出しそうになった。

　──やっぱりここだった！

　小さなシャチのぬいぐるみは、アキとタカが予想した通り灰色の岩肌にぷらりと引っかかっていた。愛くるしい瞳ひとみが懐かしく、アキ自身もシャチとの再会に喜ぶ。

　──慎重に……。

　オルカの顔を思い浮かべながら、アキは注意深くぬいぐるみへと手を伸ばした。

　──くっ……！

　十分すぎるほど気をつけていたため、ぬいぐるみを取り落としたりなどはしていない。シャチの裂けた腹の内側からアークの『鍵かぎ』たる琥こ珀はくのペンダントがこぼれ、闇やみの底へまっすぐ落ちた。

　慌あわてて水を押し出すように蹴ける。ペンダントに追いつくことはできないが、見失わぬようライトで照らしつつ、フィンで大きく波形を描えがく。

　八十メートル、九十メートル──。

　水が肌を刺すような温度に変わった。おそらく水温は十度前後だろう。半袖スーツで長時間の滞在は無理だ。急がねばならない。

　──ん？

　音もなく闇へ沈んだペンダントの先に、ライトの光を反射する何かがあった。

　──何、あれ……？

　近づくにつれ、金属質のそれが途方もなく巨大なものであることがわかった。まるで今手にしているシャチのぬいぐるみのような形をしたそれは、水深百メートルの海底──朽くちた木板が何枚も並んだ二本の鉄のラインに乗っている。

　──生き物……？

　シャチ型の後部は石灰質の瓦が礫れきに埋まっているため正確ではないが、大きさはおそらくウィッチファミリーの海賊船『キルケ号』よりも大きいだろう。

　──というか、乗り物……？

　その黒っぽい流線型フォルムは、ビフォアで言えばシンカンセン、あるいはリョカッキに似ていた。表面はおそらく金属でできており、つやつやと輝いて見える。しかし五メートル上から見た限りでは「継ぎ目」の類たぐいが見当たらない。錆さびが浮いた様子もない。

　──ひょっとして、前にスカベンジャーの人たちが言ってた『お宝』？

　マンションのキャンプで雨宿りしていたスカベンジャーたちの会話に、『百メートル』、『最深部』、『アレ』、『お宝』、『ハコ』などという単語があったことを思い出す。

　──気になるけど、今はオルカちゃんのペンダントを。

　寒さに耐えるのも限界に近い。酸素の余裕もそろそろなくなる。

　アキはライト片手に暗闇でフィンを動かし、水深百メートル地点にそっと着底した。

　闇の中で周囲を見ると、四方が石灰質の壁に覆われているのがうかがえる。

　海底の更に下、すなわちジメンの下にはずっとツチが埋まっていると思っていたが、どうやらそうではないらしい。本来海底から噴出するはずだったマグマは、漏ろう斗と形の火口より手前に存在していたこの「空間」に流れ込んだようだ。

　──あったよオルカちゃん！

　二本の錆てつ鉄さびと木の板が並ぶ水底を照らしていると、琥こ珀はく色のペンダントは黒いシャチ型のすぐ目の前に落ちていた。

　ジメンを舞い上げないように注意しつつ、今度こそと慎重に琥珀の石に手を伸ばす──。

　──っ！

　突然、正面のシャチ型から棒状の何かが伸びてきた。アキはとっさにシュリンプキックで後ろに逃げる。

　段階的に伸びてきた棒もまた、シャチ型と似た金属質だった。筒のような棒の形状は、ウィッチファミリーが所有していたソージキ型ビルジポンプに似ている。

　アキはいつでも逃げられるよう警戒していたが、棒がこちらを攻撃してくる様子はない。

　その代わり、棒は先端に開いた穴を水底に近づけると、いきなりシュッとペンダントを吸い込んだ。

　──んぐっ！　えっ？　なんでっ！

　見たもののあまりの衝撃に、思わず少ない空気を飲み込む。

　棒はアキの見ている前でしゅるしゅるとシャチ型に引っ込んだ。すぐに追わねばと思ったが、生存の本能がアキに浮上を促うながす。

　──だ、大丈夫、落ち着こう。

　今アキが溺おぼれてしまっては元も子もなくなる。このまま浮上しても連続で潜もぐることはできないが、タカとオルカなら水面待機時間に何かしら策を考えてくれるはずだ。無茶は無策ではできない。

　アキはぬいぐるみだけを片手に握り、忸じく怩じたる思いで浮上した。

　海の色が、黒から夜の青緑に変わる。

　ダイバーズウォッチを見るとまだ四分しか経過していない。肺の酸素にも余裕があるはずだ。

　減圧のために水面手前で一旦停止し、落ち着いてからゆっくりと光が輝く海へ浮上する。

　──あれ？　夜なのに光……？

　海面に顔を出したアキを、黄色い光が眩まぶしく照らした。

「ようこそ男所帯へ」

　スカベンジャーたちの母船の上で、プリーチャーが口の端はしを歪ゆがめて笑っている。

　その傍かたわらで、男たちがタカとオルカを取り押さえていた。







　夜明けまではまだ遠いが、スカベンジャーの母船内にはデンキによる照明があった。この船にもウィッチのキルケ号のようなソーラー充電設備があるらしい。

　キャビンはヨットらしい狭苦しさもなく、ピカピカとニスで光るチャートテーブルや継ぎ当てた様子のないレザーのソファなど、内装も高級感が漂っている。

　そんな豪ごう華かなキャビンの隅で、アキはぺたんと床に座って震えていた。

　両手は後ろに回されてロープで縛しばられている。隣のタカとオルカも同様だ。

　拘束された三人は、醜しゆう悪あくな面つら構がまえの男たちにニヤニヤと見下ろされていた。

「同業者。俺の忠告が聞こえなかったか？」

　プリーチャーが端正な顔をニヤリと歪ゆがめると、「アキに近づくんじゃないわよ！」とタカが床から男を睨にらみ上げた。

「あんたドクターだったな。男所帯に女だけで乗り込んでくるなんて、何考えてるんだ？」

　アキがぬいぐるみだけを回収して浮上した時、タカとオルカは既にスカベンジャーに捕らえられていた。

　キャビンに連行される途中でオルカが話してくれたところによると、スカベンジャーたちはアキがダイブしてすぐにイサリビ・パトランプを回し始めたらしい。ワッチが立っていなかったのではなく、アキの侵入は察知されていたがまさに「泳がされて」いたようだ。

　パトランプの光を見たオルカとタカは即座にデンマ船を漕こぎ、防ぼう魚ぎよネットをビリビリ引き裂いてスカベンジャーたちの元に乗り込んだらしい。

　アキの計画は事前に漏もれていたのだとオルカは断言した。

『わたし、見たんです。昼間にあのハゲかけが、ニヤリ男と話していたのを』

　なんらかの理由でヒシヤスはアキのナイトダイビング計画に勘づいた。そしてその情報をプリーチャーにタレコミしたに違いない。その理由は──。

『あのハゲかけ、ユカたんさんの幼なじみですから』

　ヒシヤスはユカたんを『男所帯』から守るため、代わりにアキを売った。その結果、スカベンジャーたちは労せず三人の美少女を手に入れたのだと、オルカは一足飛びに推理し激怒していた。

「防魚ネットがなんのためにあるか、わかるか？」

　ビクビク怯おびえるアキを見下ろし、プリーチャーが問いかける。それは午前中にヒシヤスに尋たずねていたのと同じ質問だ。

「危険な大型魚から身を守るという建前で、あたしたちを『おいしい漁場』に立ち入らせないようにするためよ」

　事態に臆おくする様子もなく、タカが平然と答えた。

「さすがドクター……、と言いたいところだが不正解だ。あのネットは……実際に俺たちを守るためのものだ」

　ほんの一いつ瞬しゆんだったがアキはプリーチャーの瞳ひとみに諦てい観かんを見た。イソギンチャクに捕らえられたシロウミガメと同じ、生まれてすぐに末まつ期ごを知ったような男の悲しい目が、思いがけずアキの疑問を氷解させる。

　朝方にヒシヤスの胸ぐらをつかんだプリーチャーは恐れているように見えた。自分たちの方が圧倒的に有利な立場であるにも関かかわらず、暴力をふるわれる側の目をしていた。

《セジング》の住民感情は爆発寸前だった。今はリーダーであるギョロチョーが押さえ込んでいるが、そうした人物がいなければ住民はいともたやすく暴徒化するだろう。

「防ぼう魚ぎよネットは、サメじゃなくてボクたちから身を守ってたんだ……」

　気づいた瞬しゆん間かん、口が勝手に動いてしまった。

　アキはあたふた取り繕つくろおうとしたが、スカベンジャーたちが憤ふん慨がいした様子はない。

「……解放してやれ」

　プリーチャーが自じ嘲ちようするように薄く笑い、部下にアゴをしゃくった。シーロバーとさして見た目の変わらぬ男たちが、すまなそうな顔でアキたちの戒いましめを解いてくれる。

　きょとんとしているアキを見下ろし、スカベンジャーのリーダーがニヤリと笑った。

「同業者。あんたには前も言ったが、俺たちはプロだ」

　言われてうなずく。アキたちは身柄を拘束こそされたが、他には何もされていない。プリーチャーは立ち居振る舞いが偽悪的とはいえ、初めて会った時からずっと紳士だ。

「このままあんたたちを返せば、俺たちは腰抜けと見られて漁場から追い出されるだろう。そしてあんたたちを返さなくても、怒いかり狂った住民から攻撃される」

「セジングのみんなはそんなことしません！」

　オルカの反論を受けてプリーチャーは首の十字架を横に揺ゆらした。

「誰もがお嬢さんみたいには考えない。俺たちが人を信じて何度裏切られたと思う？　人間はいかなる時も私利私欲でしか動かない。ひと皮むけば誰もがシーロバーだ。この世界には神なんていない。死んだわけじゃない。最初からいないんだよ」

　差別や偏見と呼ばれるものはいつの時代にもある。アフターにもドレイ文化や、男だん尊そん女じよ卑ひは色濃く残っている。これほど長く逗とう留りゆうしていても、メッセンジャーのアキ少年が実は少女だと知っている住民はほんの一部だ。

　スカベンジャーたちは、その職業的な偏見でずっと虐しいたげられてきたのだろう。言葉だけでなく時には暴力で。『善良な』住民たちから。

　だからプリーチャーは『悪』を振る舞っていたのだと気づく。スカベンジャーたちは自衛のために自じ虐ぎやく的に、『平和な不干渉』を築こうとしていたのだと。

　──みんな、必死で生きているだけなのに……。

　アキが変わらないでほしいと願った世界は、ある一点から眺ながめただけのものだ。自身と同じく世界は美しい面ばかりではないことに、アキはようやく気づき始めた。

「めんどくさいニヒリストね。何が言いたいのよ？」

　タカが不服そうに交渉役を名乗り出ると、プリーチャーがニヤリと笑う。

「今からあんたたちを無事に帰す代わりに、このぬいぐるみは預からせてもらう。よほど大事な物みたいだからな」

「そっちの要求は？」

「ぬいぐるみを無事に返してほしければ、住民を説得して二週間ほど時間を稼いでくれ」

　そう聞いてもタカの表情は変わらなかった。しかし頭の中では複雑に絡まったロープを解きほぐしているのだとアキにはわかる。

「その間にここで安全に仕事をして、稼ぐだけ稼いでトンズラって腹ね」

「ご明察だドクター。二週間したら俺たちは去るし、このぬいぐるみも返す。誰も傷つかないいい方法だろう？　俺たちだって必死に生きてるんだ。ゴミ漁りスカベンジのために仕入れたコンプレッサーだって安くない。そこをご理解願いたいね」

　かつてプリーチャーはアキに自分たちの生き方を示した。モラルを下げて生きることを肯こう定ていした。それを受け入れアキは生き延びた。だからその言い分は理解できる。

　だが、ただでさえストレスを抱かかえている住民たちに、二週間指を咥くわえてスカベンジ作業を見ていろなどとは言えない。

　それにオルカのペンダントはまだあの黒いシャチ型の中だ。あのキカイは生きている。悠ゆう長ちように二週間も待っていたらどこかに移動してしまうかもしれない。

「同情はしてあげるわ。あんたたち、見てくれの割にケンカ弱そうだしね」

「そうだな。だがぬいぐるみに火をつけるくらいならできる」

　ブーツのカカトでフリントボールをこすり、プリーチャーが悲しげな目をして嗤わらう。

「俺たちは、こうして生きていくしかないんだ」

　その時、アキの隣にいたオルカがふんと自身で笑った。

「どうぞ、好きなだけ燃やしてください」

「オルカちゃん！」

「アキさんは黙だまっててください！　わたし、こういう人が一番嫌いです。人を信じて裏切られたなんて、拗すねてるだけの子供と一いつ緒しよじゃないですか。それでも信じ続けるから人は宝物を見つけられるんです。なのに自分勝手にさっさと諦あきらめて、その上言うに事欠かいて『神は死んだ』って。へそからソチャが湧くほどドンビキですよ」

　まるでタカのように肩をすくめ、オルカが「ガキ」とプリーチャーに言い放った。

「あんた、大きい主語は嫌いじゃなかったの？」

「タカさんメソッドですよ。セジングを発たつ時『あたしたちの冒険は遊びなのよ』って言った五秒後に、『あたしたちの冒険は遊びじゃないの』って言ってましたよね」

　タカとオルカに挟はさまれながら、アキは必死に考えていた。

　オルカのペンダント、住民たちの感情、スカベンジャーたちの事情──。

　この世界を変えることはできなくても、誰も傷つかずに済む方法はあるはずだ。

「……子供の無む邪じや気きは立派な罪だ。償つぐなってもらうとしようか」

　プリーチャーが燃える玉マッチをぬいぐるみに近づける。

「待ってください！」

　アキは立ち上がって叫さけんだ。

　そしてタカとオルカが見上げる前で、プリーチャーよろしくニヤリと笑う。

「プリーチャーさん、どうせなら二年分くらい稼いでいきませんか？」




　　　２




　ふかふかとした広いベッドでたっぷりと朝寝させてもらい、水面待機時間が過ぎた正午。

「っととと……」

　アキはスカベンジャーたちの母船のデッキで、背負わされたスチールタンクの重みにふらついていた。

「エアは肺はい泡ほうエンリッチだ。スーツはドライだからウェイトを増してある」

　プリーチャーが羅ら列れつした専門用語が、それぞれ、高濃度肺泡酸素、密封型潜水スーツだとわかる程度には、アキもレックダイバーとしての知識を学んでいる。

　明け方にアキがプリーチャーに提案したのは、水深百メートルのシャチ型から『お宝』を持ち帰ることだった。雨宿りしていたスカベンジャーの噂うわさ話にもあったし、プリーチャー自身もアキにしつこくダイブ経験を尋たずねてきたしで、乗ってくる可能性は高いと踏ふんだ。

『……まさかあんたから言い出してくれるとはな。泳がせたかいが……いや、なんでもない』

　プリーチャーはくつくつ笑いながらアキの提案を承諾した。これでアキはオルカのぬいぐるみとペンダントを取り戻し、スカベンジャーたちは計画以上の収益を得られ、セジング住民は自分たちの海を取り戻せるはずだ。

　そんなアキの作戦を聞いたタカとオルカは、あんぐりと口を開けて驚いていた。二人ともアキらしくない冷静な判断に、『魚の雨が降るわ』、『海底火山が爆発しますよ』などと天変地異の前触れのように恐れた。

　実際アキもそこまで考えを巡らせたわけではない。ただ、オルカが、住民が、スカベンジャーたちが、みながこれ以上傷つくのを見るのが辛つらいと感じただけだった。

「同業者。おそらくだが、あんたが見た『黒いシャチ型』の中には空気がある」

「……あんた、何を知ってるの？」

　プリーチャーとアキの間に、タカが毅き然ぜんと割り込んでくる。

「ドクター、これは価値のある情報だ。聞きたければ……俺に寝物語でもするか？」

「いいわよ」

　タカがあっさり受け入れたため、当人以外のその場の全員がうろたえた。

「もう無理して悪人ぶる必要はないわ。目を見ればあんたがどうやってアフターを生きてきたかくらいわかるのよ。女の勘を甘く見ないことね、同業者」

　意味がわからず困り顔で眉まゆを下げるアキに、オルカが耳打ちしてくれる。

「わたしもよくわかりませんけど……。たぶん、ニヤリ男さんは女の人に興味がないんじゃないかと思います」

　謎なぞはますます混こん迷めいを極めたが、アキがセイラー服を着て「男」のフリをしなければ暮らせなかったように、プリーチャーも何かを偽って生きてきたのかもしれない。

　他の男の人より怖くないのもそのせいかもと、アキはひとまずは納得してみる。

「……いいだろう。二人のエントリーが済んだら『アレ』について話してやる。あんたとは気は合わないが、話は合いそうだ」

　なぜか楽しげに口の端はしを歪ゆがめつつ、プリーチャーがアキに向き直った。

「あんたの方はシュマリに聞いてくれ。言葉はうまくないが、こいつの腕は確かだ。頭も悪くない。ロストテクノロジーには誰よりも詳しい」

　昨晩アキが提案した内容は、正確には『お宝を回収してくるから装備を貸してくれ』というものだった。しかしこれはプリーチャーに却下され、『いかなる理由があっても単独での深海ダイブは認めない』と、条件をひとつ追加された。

「シュマリさん、よろしくお願いします」

　アキは同行することになったバディに頭を下げる。

　シュマリが片手を頭上につけて「オーケー」のハンドサインを作った。

　あの夜もそうだったのかもしれないなと思う。シュマリは寂しげなアキに体で何かを伝えようとしたのだろう。やはり折を見て謝ろうと考えつつ、アキもオーケーサインを返して互いの装備をチェックし合った。

「がんばれよ、同業者」

　プリーチャーの相変わらずな皮肉にうなずき、アキはクルーに出発を告げる。

「じゃあ行ってくるね、タカちゃん、オルカちゃん」

「アキ、無茶はともかく無理すんじゃないわよ」

「気をつけてくださいね、アキさん。本当に……」

　今度はアキが二人を待たせる番だ。船長はクルーとの約束を守らねばならない。

「大丈夫。絶対遅れずに戻ってくるよ」

　二人に力強くうなずいてみせ、アキは勇ましくデッキを歩き出した。

　が、一歩目で自分のフィンを踏ふんでつまずき、「ふぎゃっ」とフロントロールでエントリーするハメになる。

　待つ人々にこれ以上ない不安を抱いだかせつつ、アキは水深百メートルの海へ旅立っていった。







　厳密に言えば、深海の定義は水深二百メートル以下を指す。

　しかし昼間の太陽が届く範囲を過ぎると、そこはもう「グランブルー」──青の世界と呼ばれる深海の入り口だ。

　深海では光だけでなく音も温度もなくなる。体はドライスーツが遮さえぎってくれるが、顔に感じる水温は、下がった眉まゆが凍りついてしまいそうなほどに冷たい。

　全方位が青に閉ざされた広大な領域。ある意味それは海上でも同じだが、深海のそれは二色ではなく均一の青だ。

　そして、六十メートル以深になれば、その青すらも見えない暗黒の世界が広がり始める。

　──まだお昼なのに、不思議……。

　ライトを持って闇やみに漂うアキは、自分が夜空に浮かぶ星になったように感じていた。

　しかし実際は、《セジング》を丸まる吞のみした穴の内壁が、アキの周囲をぐるりと囲っている。この穴は、言わばかつて『陸』だったものの内側──地下世界アンダーワールドへのエントランスだ。

　口から吐はき出した息が気泡となり、真っ暗な水の世界を上っていく。

　アキと先行くシュマリ以外、周囲に生命の存在は感じない。この空間は元々存在しなかった断層のひずみのため、生き物がいないのは当然だろう。ビフォアの時代も陸の下に魚は棲すんでいなかったはずだ。

　──あれ、シュマリさん？

　半ば上の空で潜降していると、輝いていたシュマリのライトフィンがいつの間にか見えなくなっていた。

　慌あわててハンドライトを動かしたが、ライムグリーンのフィンから反射はない。

　背中がすっと冷たくなった。レギュレーターから吸い込む空気が急に細くなったように感じられる。誰にも助けてもらえない海の底に、今のアキは一人だ。

　水みず浸びたしのタルの中で孤独に絶望した記憶が蘇よみがえる。『また置いていかれた』と、もう一人の自分が内から囁ささやく。

　──違う。シュマリさんは、そんなことしない……たぶん。

　息苦しさを感じつつも、アキはライトを動かし懸けん命めいに白いドライスーツを探した。

　重力のない闇の中で、段々と方向感覚を失っていく。自分が浮いているのか、沈んでいるのか、どこを向いているのかも把握できない。

　──落ち着いて。息を吸って……。

　アキが求めればタンクはエアを流してくれる。肺に満ちた気体の頼もしさが、不安と怖れを鎮しずめてくれる。

　シュマリは深く潜もぐったはずだと潜降を再開した時、アキの視界を影が横切った。

「ぶばんば！」

「シュマリさん！」と呼びかけた声が、レギュレーターから泡となって漏もれる。

　だが、影はシュマリのドライスーツではなかった。

　くるりと翻ひるがえってこちらへ迫る灰色の縦じゆう偏へん形けいは、忘れたくても忘れられない。

　──ツイステッド！

　ライトの細い光の中を、目玉の飛び出したねじれザメが押し寄せてくる。あの尾びれビンタを直接体にもらったら、ケガだけでは済まない。

　アキは両足を前に突き出し、大きく水を蹴けった。

　イセエビのように後ずさると、さっきまで自分がいた空間にツイステッドの尾びれが奔ほん流りゆうを作る。水の流れに翻ほん弄ろうされ、サメの姿を見失った。

　──来る！　どこからっ!?

　無重力の闇やみでライトを振り回し、ツイステッドの攻撃に備える。

　サメの姿を探して背後に体を反転させた時、すぐ目の前につるつるした灰色があった。

　あっと反射的に両手で頭を覆う。

　しかしガブリと嚙かまれた衝撃はない。体をはたき落とされた痛みもない。

　腕の間から覗のぞき見ると、ツイステッドが頭の横に二本の「角」を生はやしていた。

　──シュマリさん！

　角のように見えたのは、白いドライスーツの右腕から伸びた二本の「杭くい」だった。

　シュマリ愛用のスピアガン──「パイルドライバー」は、腕全体を覆うプロテクター型の対サメ用リーサルウェポンだ。握ったグリップのスイッチを押すと、上腕部からズドンと二本一対の太いスピアが飛び出す。スピアはアキのそれのように飛んでいくことはないが、当たりさえすればメガロドンでも追い払える破壊力を持つと言われていた。

　シュマリとその武器のかっこよさに、アキはぽかんと見み惚ほれてしまう。

　パイルドライバーは、ビフォアのロストテクノロジーの中で最も旧式な「刺突式スピアガン」を、最も新しいロストテクノロジーでリビルドした道楽武器だ。取り回しこそ利かないが、そこにはアーム型かつ一撃必殺という男のロマンが溢あふれている。アキ少年の心を鷲わしづかみだ。

　──かっこいい……！

　アキが水中で体をくねらせていると、ツイステッドが血をまき散らして暴れ出した。

　すぐに我に返ってスピアガンを構えた途端、シュマリがもう一度パイルドライバーをじゃきんと突き出す。

　灰色の頭部がビクンと一度大きく震え、異型のねじれた生き物は、血煙を噴き出しつつ無音の闇に沈んでいった。

　こぽーと安あん堵どの息を吐はき、アキはマスクの内側で目を閉じる。

　思えばかわいそうなサメだった。海震で食料となる魚に逃げられ、水圧の変化で視力を奪うばわれ、ただ狂ったように何かを攻撃するだけの余命──。

　しかしそれもまた、ひたむきに生をまっとうした命の証あかしだろう。

　照らすライトの中を沈んでいくツイステッドを、アキは敬意を持って見送った。

　だがその時、闇やみに落下するサメの姿が突然消えた。

　正確に言えば、ツイステッドの亡なき骸がらは暗黒の中に突とつ如じよ出現した巨大な「穴」の中へ落ちた。

　──え……？

　アキはカタカタと震える手でライトを動かす。

　三メートルを超えるサメを一飲みにした、闇に開いた黒い穴。その周囲にはウツボのようにギザギザした歯がびっしり生はえていた。更に外側には厚く赤い唇くちびるがある。ぬらぬらと茶色に輝く頭には、あるべき場所に目が存在しない。頭の後ろに続く体もない──わけではなく、頭部の大きさに比してひょろりと細長い体が目立たない。

　首から上だけが肥大した、眼球のないウツボのような生き物──。

　アンバランスな外見とグロテスクな退化した目は、深海生物に見られる特徴だ。

　目なしの巨大ウツボはこちらに気づかなかったのか、ゆらゆらと骨格をくねらせるボーンスリッピー動作で地下世界アンダーワールドへ降りていく。尾の先端の発光器官が、夜のイサリビ・パトランプのように揺ゆれて光っていた。

「ぶぼっ」

　ふいに肩を叩たたかれて、アキは泡を食って泡を吐はき出す。目の前にシュマリの赤い瞳ひとみがあった。

（あなた、大丈夫？）

　ハンドサインを出すシュマリの銀髪が、闇の中にふわふわ揺ゆれている。

　慌あわててオーケーサインを返すと、シュマリはこくんとうなずいて潜降を再開した。

　──あんなの初めて見た……。海って怖い……。

　今更ながらにそう感じ、アキは身震いをひとつしてシュマリのライトフィンを追う。

　水圧とウェイトのせいで、油断するとあっという間に沈降しそうだった。ＢＣＤとドライスーツのエアを調節しつつ、闇にライトを照らしつつで、なかなか忙しい。

　やがてハンドライトの細い光が、敷設された二本の鉄線を照らし始めた。

　再びの水深百メートルに着底する。水を遮断するドライスーツを着ているため、前回ほどに寒さは感じない。

　念の為にライトで周囲を照らしたが、海底に巨大ウツボの姿はなかった。ほっと胸を撫なで下ろしながら、水底を這はうようにしてバディの下もとまで泳ぐ。

　シュマリは黒い流線型──ヒレのないシャチ型の鼻先で懐なつかしそうに目を細めていた。

（進む）

　ハンドサインを出して泳ぎ始めたシュマリに追従する。

　シャチ型は後部を瓦が礫れきに埋もれさせながらも、海底から一メートルほど浮いていた。海底とシャチの底の隙すき間まを、フィンでジメンを蹴けるようにして進む。

　しばらく泳ぐと、シュマリが上を向いてシャチ型の腹を指さした。

　そこに、人間一人がタンクを背負ったまま通れそうなハッチが開いている。

　見上げるように覗のぞき込むと、中にハシゴの段があった。奥には明るい光が灯ともっている。

　──そういえば、プリーチャーさんが『空気がある』って言ってたっけ。

　シュマリの後に続き、丸い光を目指してハシゴを登る。

　狭い筒の通路から顔を出すと、そこは水槽、あるいは五メートル四方に仕切られたプールの底だった。少し泳いで浮上して、水面から顔を出す。

　──う、眩まぶしい……。

　目をしばたたきつつ周りを見ると、船がないだけで、かつてアキが身を置いていた海賊船のオープンドックと似た光景だった。

　人間用のドックとでも言うべきプールから這はい上がり、アキは注意深く観察を続ける。

　室内は柔らかい質感のライトグレーの壁で覆われていた。物の類たぐいは特になく、人間ドックの他には正面に一枚銀色の扉があるだけだ。

　扉の前にいたシュマリが、アキを振り返ってハンドサインを出した。

（エア、待て）

　船上で受けたレクチャーによると、アキが背負った肺はい泡ほうエンリッチというエアは、一度体の中に取り込めば、数時間は体内の空気密度と空間を一定に保てるらしい。実際アキは百メートルを潜もぐる間、一度も耳抜きをしなかった。高濃度の肺泡酸素は、減圧症や肺の過か膨ぼう張ちようを防ぐビフォアのロストテクノロジーだと、プリーチャーが例の顔で笑っていたことを思い出す。

　そうは言っても、すぐにマウスピースを外すのは危険なのだろう。シュマリはダイコン（腕時計型のダイブコンピューター）を見ながら体内の減圧状況をチェックしているようだ。

　アキはバディの隣に立ってそわそわと指示を待つ。

　シュマリの腕からは、水すい面めんに落ちた一滴の夜よ露つゆのような、「ポーン」というキカイの音が聞こえていた。このダイコンは周囲の生物を探知する「ギョタンソナー」の機能も付属しているらしい。ツイステッドの襲撃を感知して反撃できたのも、ダイコンのサポートのおかげだろう。

　アキが津しん々しんと溢あふれる興味をダイコンに向けていると、シュマリがレギュレーターとマスクを外してうなずいた。

　アキも倣ならって機材を下ろし、おずおずと呼吸を試みる。

　──本当に……空気がある。

　建物の中とはいえ、水深百メートルの場所で普通に息ができるのは不思議な感じだ。当然海上の空気よりも密度が高いはずだが、呼吸するのに違和感はない。地味ではあるがこれが肺泡エンリッチの効果のようだ。

　脱いだＢＣＤジャケットをエアのタンクに巻きつけ、床に倒して転がらないようにフィンで固定する。

　重いドライスーツも脱いで半袖のウェットスーツ姿になったが、特に寒さは感じない。むしろ肌に触れる空気にはほどよい暖かさがある。

　──空気があって、デンキがあって、寒くない……？

　アキはこの不思議な空間に対する疑問をシュマリにぶつけようとした。

「シュマリさん、ここって──あれっ？　あれれっ？」

　別人のように甲かん高だかくなった自分の声に面食らう。

　そういえば、肺はい泡ほうエンリッチに含まれる混合ガスの性質で、一時的に声が変化するともプリーチャーから聞かされていた。

　戸惑いながらも楽しげなアキを無表情に眺ながめ、シュマリがやはり甲高い声で言った。

「ここ、アーク」
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　深海のアキが「うえぇえっ!?」とひっくり返った声で驚いている頃──。

　海上のスカベンジャー母船では、タカとプリーチャーがオサガメの甲こう羅らほどに大きいテーブルを挟はさんで向き合っていた。

「で、アークってなんなのよ」

　タカは片かた眉まゆを上げてうさん臭そうにプリーチャーを見る。

　オルカは事情を説明させるために《セカンドセジング》に帰らせたので、今キャビンの中にいるのは代表者の二人だけだった。

「アークは『選択を繫つなぐハコ』──つまり、方舟アークさ。ノアは知ってるだろう？」

「大洪水に備えてすべての動物のつがいを方舟に乗せた、選民思想の教祖様ね」

　プリーチャーがニヤリと笑う。

「あんたらしい解釈だ。選民思想ってのも満更間違っちゃいない。ビフォアで世界が沈んじまった時、俺たちの先祖には四つの選択肢があった。今の俺たちは陸の沈んだ『後』、つまり海の『アフター』を選んだ先祖の末まつ裔えいさ」

「それくらいアキでも知ってるわ。衒げん学がく趣味ならよそでやって」

「そうするとしよう。この情報は世界で百人も知らない。イナカドクターの退屈しのぎには過ぎる話だ」

　ブーツの底でフリントボールをこすり、プリーチャーが海の苔りタバコに火を点けた。

　百四十フィート級の広いキャビンに、紫煙と潮の香が立ち込める。

「……あんたまだ何か要求があるわけ？　シーロバーみたいながめつさね」

　プリーチャーはタカの挑発に乗ってこなかった。男は海賊同然と言われても動じず、薄笑いを浮かべて立ち昇る煙を眺ながめている。要求を当ててみろと試されているのだろう。

　──いちいち癇かんに障さわる……というかめんどくさい男ね。

　タカは平手を思い切り薙なぎ、プリーチャーのタバコを弾はじき飛ばした。

「……どういうつもりだ？」

「あんたもダイバーの端はしくれならその悪癖はやめることね。タバコは肺の過か膨ぼう張ちよう障害を助長する。紙巻きでも海の苔り巻きでもよ」

「そいつは初耳だ。何せ俺たちはドクターになんて診てもらえないからな」

　プリーチャーが白々しく笑い、落ちたタバコを拾ってアルミ皿でもみ消した。

「全部終わったら、あんたたち全員の健康診断をしてあげるわ。一人一分」

「十分だ」

　タカは薄笑いを浮かべる男を扱うコツをつかみ始めた。このスカベンジャーのリーダーは早い話が自分と同じだ。口は悪いがなんとやらだ。

「では続けよう。俺たちの先祖は海を選んだと言ったが、厳密には違う」

「選ばざるを得なかった。言い換えれば『取り残された』ってところでしょ」

　プリーチャーが『選民思想』という言葉に反応した時に、なんとなく察していた。

「正解だ。俺たちの先祖は生き残ったんじゃない。『腐ふ海かい』に置き去りにされたんだ」

　タカは取り澄ました顔でプリーチャーを見返す。興奮に汗ばみ始めた手のひらはテーブルの下に隠した。

「四つの選択肢の詳細は知ってるか？」

「早く話を進めてほしいわ」

「まあ聞けよ。アフター以外の選択肢は、まず『アウター』だ。人類がテラフォーミングした他の惑星だな。アフターとアウターの間、ひとつ海の遥はるか上空に築かれたコロニーの呼び名は『アッパー』だ。もちろんそっちの奴やつらは自分たちの世界を違う名で呼ぶだろう。……ドクター、驚かないのか？」

「おったまげてるわよ」

　表情こそ変えないように努めたが、タカの青い瞳ひとみにはアキのような冒険心が輝いていた。本人は気づいていないが、小鼻も「ふおぉぅ！」と膨ふくらんでいる。極めてクールに。

「重ちよう畳じようだ。最後の選択肢はここよりも北緯、ビフォアで『ジフ』と呼ばれていた陸の地下数千メートルから始まった。そこは『ハイパーカミューカ』と名づけられたシェルターを中心に、かつての陸の下に広がった世界だ」

「陸の下……？　つまり海底の更に下ってこと？」

「そうさ。それが第三の文明社会、『アンダー』だ」
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　シュマリが言葉少なに説明してくれたところによると、アークはやはり船らしい。

　ただし、地下世界に埋もれたこの船は、いわゆる「潜水艦」と呼ばれるものだ。ビフォア後期には多くの潜水艦が存在していたらしいが、アキは海底に沈んだものしか見たことがないため今ひとつピンとこない。

「進む」

　シュマリが人間ドックの正面にある水密扉のバルブを回した。

　扉の中にはベンチシートのような椅い子すがあるだけの密閉された部屋がある。広さはパラスアテナのキャビンと同程度で狭い。壁面にはスイッチ類が並んでいるが、付近に書かれた文字はほとんどアキの知らないものだ。

「与圧、不要」

　シュマリが更に奥の水密扉を開けた。本来ならばここで気圧を調整する時間が必要だが、肺はい泡ほうエンリッチのおかげでそうした作業は不要……ということだろうと推おし量はかる。

　新たに入った室内は、またもライトグレーのこぎれいな壁に覆われていた。広さは最初の人間ドックがあった部屋ほどで、正面にはいかにも分厚そうな二重隔壁のドアがある。

　ドアは沈んだ《セジング》のシェルターのものとよく似ていた。しかし開閉するためのバルブやノブは見当たらない。代わりにドアの横手に透明の板で作られた「ハコ」がついている。

　いったいどうやって開けるのかと見ていると、シュマリが二重隔壁ドアの前に立った。そうしておもむろに左手の指輪を外すと、透明の「ハコ」の中へことりと落とす。

　すぐに天井付近から伸縮する金属の棒がにゅっと降りてきた。

　──あの時の！

　棒は先日オルカのペンダントを吸い込んだソージキに似たものだった。

　身構えるアキの目の前で、棒が先端に開いた穴からしゅるりと指輪を吸い込む。

　ドアが横にスライドした。

「え？　え？」

　もう何がなんだかさっぱりわからない。

　しかしアキが立ち止まって頭から疑問符をまき散らしている間にも、シュマリはずんずん先へと進んでいく。どのみち考えたところでわかるものでもないだろう。

　ぴちぴちした白いウェットスーツの背中を追い、アキは感じたことをそのまま伝えた。

「シュマリさん、キカイに詳しいんですね！　かっこいいです！」

　振り返った赤目がきゅっと丸まり、白い両りよう頰ほほが赤く色づいた。

　こちらもこちらでさっぱりわからない。シュマリは言葉が苦手というより、何か異なる価値観を持った人のように感じられる。

　アキは首をひねりながらバディの後に続き、船内を見回した。

　人間ドック、気圧調整室、宝石ドアと三室を抜けた先は通路になっていた。グレーの壁はやはり清潔な印象があり、緑に塗装されたコンクリートの床はチリひとつ落ちていない。

　しかし、人の気配はまるで感じなかった。

　デンキが灯ともった明るい通路に、シュマリのギョタンソナーの音だけが響く。

「ポーン、ポーン」と周期的に反響する索敵の音が、アキは少しだけ怖い。

　しばらく歩いていると通路の左右に先程と同じようなスライドドアが並び始めた。

　そのうちの一枚ににシュマリが触れると、シュッと横にスライドしてドアが開く。

　瞬しゆん間かん、アキの耳に鼓膜が破れんばかりの大音響が飛び込んできた。

「……ぐっ！」

　かつて痛い目を見た女海賊ウィッチの攻撃、まるで『セイレーンの歌』のような音の洪水にアキは思わず耳を塞ふさぐ。

　顔をしかめながら室内を覗のぞくと、中には様々な形をした「台」がひしめいていた。それぞれの台にはウィッチファミリーのキルケ号に搭載されていたＡＩＳ（自動船せん舶ぱく識別装置）のような画面が嵌はめ込まれている。

　画面の中では様々な「絵」が動いていた。Ｖ字型の楽器のようなものを背負った男と車輪のついたサーフボードを担かついだ少年が殴なぐり合っていたり、三つ一ひと揃そろいの宝石が次々上から落ちてきたり、金色のアフロヘアーの男たちが白黒のボールを蹴けったりしていた。

　耳をつんざく騒音は、画面の嵌め込まれたすべての「台」から出ている。

「何これ……！」

　テーブル型やアップライト筐きよう体たいの他、端に並んだピンボール台や天井を回るサーキュレーター。ピカピカ点滅する赤白の自動販売機と、壁のあちこちに貼られたポスター広告──。

　アキが知るものはひとつもないが、少年心はビフォアの「ゲームセンター」を模した空間に一いつ瞬しゆんで恋に落ちてしまった。

　だが、輝く少年の瞳ひとみに床に屈んだシュマリの手元が映った途端、アキは「うわっ！」と叫さけんで後ろに飛び退のく。

　バディが調べていたものは、ヘルメットと潜水服が一体となったような白い「ツナギ」を着た人間だった。シュマリが何も言わないところを見ると、もう死んでいるらしい。

　よく見れば室内には他にも数体の白いツナギが転がっており、ヘルメットの中にチラリと見えたのはどれも黄色く朽くちた人骨だった。

　いつ頃死亡したのかわからないが、ひとまずこの空間に腐敗の臭いはない。

　──ビフォアの人……？

　アフターがいつから始まり、ビフォアがいつまで続いたのかを正確に知る者はいない。すべてが海の底に沈んだ今、歴史を系統建てて考察することは不可能だ。

　ビフォアには食品の永えい劫ごう防腐処理や、溶よう残ざん酸素操作、鉄や銀をアルミニウム化、あるいは軽チタンコートして腐食させずに加工する技術が存在した。衣類なども自然劣化に対してめっぽう強い。そうした「保存」に関するテクノロジーは極めて発展していた節がある。

　しかし、百億を超えていたと言われるビフォア人そのものの痕こん跡せきは、アフターにおいてほとんど見つかっていない。ゆえに素直に考えれば、ツナギを着た人物はアフター以降の人類ということになる。

　アキはその事実を見過ごした──というより、アークの中に「生きた存在」がいないことの方が気になっていた。

　人がいないなら、この空調や照明はどうやって管理されているのか。海底や入り口で先端に穴の開いた金属の棒は誰が動かしているのか──。

　その後にいくつか見つけた室内にも、やはり白ツナギの中に白骨があった。あちこち死体が転がっているのに清潔なアークを不審がりつつ、アキは通路をとろとろ歩く。

　その時、足元の緑色の床を、いきなり何かがきゅいきゅいと音を立てて駆かけ抜けた。

「な、何あれっ!?」

　急いで振り返ると、扇おうぎ型がたのゴムべらを咥くわえたチリトリのようなものが、高速で通路を滑すべっていく姿が見えた。生き物という感じではない。勝手に動くキカイだろうか。

　謎なぞのチリトリが通った床は、先程よりも床がピカピカになっている気がする。

　もしかすると、アークはウィッチファミリーの『キルケ号』より更に自動化が進んだ船なのかもしれない。ボタン操作すらせずに勝手に動くなら、それはもう『魔法』ですらない──。

「新世界……！」

　好奇心を漲みなぎらせるアキとは逆に、シュマリは淡たん々たんと船内の探索を続けていた。







　プリーチャーが持ち帰ることを望んだお宝はただひとつ。

『武器だ。詳しくはシュマリに聞いてくれ。アレは絶対にある』

　攻撃力や破壊力が高い物ほど金になるのだと、スカベンジャーのボスはあの顔で笑った。

　アークの部屋数が思いの外多かったため、現在のアキとシュマリは二人で手分けして『武器』を探している。

　アキだけは他にも探すものがあったが、目下のところはどちらも見つかっていない。

「あ、シュマリさん。お宝見つけたんですか？」

　一室の探索を終えて外に出ると、通路にシュマリが待っていた。

　白い右手に四角いハコのような物を持っている。アキがイメージしていた武器──ドリルアンカーやスピアガンとはずいぶんイメージが違うものだ。

　シュマリがこくんとうなずき「バクダン」と口にした。意味を問うと、少し困ったような顔で両手を広げ、「どかーん」と珍しく大きな声を出す。

　アキの知識の範はん疇ちゆうではわからなかったが、なんとなく破壊や攻撃のイメージを連想し、「ドリルみたいなものですか？」と問いなおす。

　途端、前髪に隠れたシュマリの目がきらりと輝いた。

「ドリルは、いい」

「ハイっ！　ボクもドリル大好きですっ！」

　しばしの間、身振り手振りでガールズトークにドリルが咲く。

　ひとしきりドリル愛を語り合うと、シュマリがほんのりと上気した顔で言った。

「プリーチャー、バクダン、売らない」

「お宝なのに売らないんですか？」

「武器は、守る物。よ、よくしりょく？」

「……？　ええと、何を守るんですか？」

「スカベンジャー」

　あまり理解できなかったが、それはそれとして、なんとなくシュマリとのコミュニケーションが円えん滑かつになってきたと思う。夜中にアキの部屋を訪れてくれた時のように、質問の答を限定していくのが一番わかりやすい。プリーチャーも言っていたが、シュマリは言葉が巧たくみでないだけでアキよりずっと頭がいいのだろう。

「えっと、シュマリさん。もう上に戻りますか？」

　一応の任務は達成したが、アキの本懐はペンダントの捜索だ。ドリルをきっかけに仲よくなった気もするし、きちんと理由を話せばシュマリは付き合ってくれるかもしれない。ペンダントの在あり処かについても何か手がかりを知っているのではないかと思う。

「シュマリさん。もしよかったら、ボクのお願いを聞いてほしいんですけど──」

　アキの言葉は、バディのギョタンソナーが、「トーン」と鳴らした一段高い音に遮られた。

　先刻のツイステッドとの遭遇を踏ふまえ、アキは即座に通路を振り返る。

　だが、身を低くして構えたスピアガンの先には何もない。

　シュマリを見ると、何もない左の壁面に首を向けていた。

「シュマリさん……？」

　いきなり、ガンと何かを金属に打ちつけるような音がして、アーク全体が激しく揺ゆれた。海震の予兆かと身構えたが、揺れはその一度しかない。

　しかし再びシュマリのソナーが高音を鳴らすと、アークはゴンゴンと鉄塊を叩たたくような音を立てて左右に揺れ始めた。

「まさか……！」

　手近なドアをスライドさせて、通路から室内奥の四角い舷げん窓そうを見る。

　深海の闇やみが見える硬ガラスの向こうを、茶色い何かがすっと横切っていった。

「さっきのウツボ……！」

　再びガンと船体が揺ゆれた。同時に通路のどこかでけたたましい人工音が鳴り響く。

「──、──」

　音に交じってアキの知らない言葉が聞こえた。生きた人間の声ではない気がする。何を言っているかわからないのに、警告のようにリピートされる声に焦しよう燥そう感が煽あおられる。

「エマージェンシー、アナウンス、困った」

「シュマリさん、何が起こってるんですかっ！」

「浸水」

　シュマリが無表情のままぼそりと言った。

「浸水って……あのウツボが……？」

　アークの素材が何かは不明だが、少なくとも魚の体当たりぐらいで破壊されるようなものではないはずだ。あの魚は何かが違う。アキの知っている海の生き物ではない。

　ドアが開いたままの室内の奥で、何かがみしりと軋きしむ音がした。

　様子を見に入ろうとした刹せつ那な、アキはいきなり横から突き飛ばされた。

「なっ……！」

　尻しりもちをついたアキの前を、ぼんやりとした顔のままシュマリが真横に吹き飛んでいく。

　まるでクジラの潮吹きの如ごとく、ドアの開いた部屋から猛烈な勢いで水が迸ほとばしっていた。

　イカのようにべちゃりと壁に叩きつけられたシュマリは、そのまま室内から噴き出す鉄砲水で通路の壁に磔はりつけにされている。水に打たれて手足がビクビク動いていたが、その目は閉じたまま開かない。

「シュマリさん！」

　アキは水みず浸びたしの通路に立ち上がり、バディを拘束する水の壁に飛び込んだ。

「ごぼっ！　ごぼおぼっ！」

　押し寄せる水圧に体を殴おう打だされながら、なんとかシュマリを水の向こうへ押し出す。

「シュマリさん、大丈夫ですかっ？　……くっ！」

　アキともつれるように床に倒れたシュマリは、ぐったりしたまま動かない。

　まだ生きているはずだと願いながら、アキは手足の長い体を背中に担かつぐ。

　通路は既に膝ひざまで水に浸つかっていた。

　──逃げないと！

　本能が死を感知していたが、逃げる場所の見当がつかない。

　シュマリを背負ったまま首を回した時、バチンと音がして天井のデンキが消えた。

「……っ！」

　何も見えない闇の中に、激しい水音がこだまする。

　人工音のアナウンスが、狂ったよう同じ文句を再生する。

　水が太ももの高さに迫るのを感じた。もう考えている暇はない。

　アキはざぶざぶと「奥」へ向かった。人間ドックとは逆の方向になるが、闇の中でシュマリを背負ったまま水の壁を通り抜けるのは「無理」だ。

　真っ暗な水路となったアークの中を、水に体を割り込ませるようにして前へ進む。

　横おう溢いつした水がざばざばと腰より下を押し続けていた。《モリ》の泥でい炭たん地ちを歩いた時より、前に出す一歩が重い。

「トーン」とソナーが高い音で響く度、アーク全体が激しく揺ゆれる。

　みしみしと船内の壁が軋きしむたび、浸水箇所が増えているのを感じる。

「……ボクは諦あきらめない！」

　とうとう肩まで水に浸つかった。目を閉じていても海水が染みる。額ひたいにまとわりついた濡ぬれ髪が異様に冷たい。背負ったシュマリの体もどんどん冷えていくのがわかる。

　何も見えない闇の中、低温の水が増してきた。まっすぐ歩いているはずなのに、水に押されていつの間にか壁にぶつかっている。

　息苦しい。心臓が痛い。背負ったシュマリの体が重い。

　ついには後頭部を水の拳こぶしが力いっぱい殴なぐりつけてきた。

　全身が、ブリックスを食べた後のアゴのようにだるい──。

「……ボクは、もう諦めない！」

　アキはめげずに前進した。どのくらい進んだのかも知覚できない。二十メートル、あるいは二メートル、ひょっとしたら二十センチかもしれない。この先に救いがあるかもわからない。

　それでも、クルーと約束した船長は諦めない。

「……っ！」

　担かついだシュマリの重みで前傾していた額に、ガンと壁がぶつかった。

　水の中を片手で探さぐってみると、そこにバルブハンドルの手て触ざわりがある。

　アキはシュマリを下ろして水に浮かべ、大きくひと息吸って水路に潜もぐった。

　丸い手触りを両手でつかみ、水の中で全身を傾ける。

　手応えがない。水圧がかかっている分、普通の隔壁ドアより遥はるかにハンドルの動きが重い。

　──開けぇぇぇっ！

　キコ、キコと、頼りない速度で回るバルブに、ねじ切るような力を込める。

　開かい扉ひの手応えがあった。あとひと息というところで一旦浮上し、肺に空気をむさぼり食う。

　天井に唇くちびるがついた。スーツの浮力で浮いたシュマリが、ガンガンとあちこちに頭をぶつけている。もうこの扉を開ける以外に逃げ場がない。

　アキは再び潜ってドアの側面に両足をつけた。全身を反そらせるようにしてバルブハンドルを引く。

　わずかにできたドアの隙すき間まから光がこぼれ、水が一斉に室内へ流れ込む。

　細く開いた扉に体を滑すべり込ませ、浮かんだシュマリを中へ引きずり込んだ。

　すぐに全体重をかけてドアを押す。押す。押し続ける。歯を食いしばってバルブを回す。

　ようやく水密扉を閉めて水を遮断し、アキはがっくりとその場にへたり込んだ。

「はぁ……はぁ……やった……よ」

　へとへとの顔を上げて笑いつつ、アキは室内に目を走らせた。

　デンキは消えていなかったが、脛すねの近くまで浸ひたるほど水が浸入している。

「ア……キ……」

　足を投げ出して壁にもたれていたシュマリが、絞しぼり出すようにバディを呼んだ。

「シュマリさん、大丈夫ですかっ？」

　濡ぬれた顔が苦痛に歪ゆがんでいた。天井にぶつけた時に切ったのか、割れた額ひたいからかなりの出血がある。ケガの程度は診断できないが、思わしくはないだろう。

　それでもシュマリはアキを見上げ、頭の上でオーケーサインを作った。

「よかった……！」

　心からの安あん堵どを漏もらし、アキは立ち上がって室内を調べる。

　壁一面に「新世界」のキカイがひしめく部屋だった。

　中央にはスチールの机が一脚あり、モニタ画面のついた箱が置いてある。

　隅には縦長のロッカーが二つ並んでいた。右を開けると細々した茶色い小こ瓶びんや、ビフォア文字の書かれた缶詰が収納されている。缶詰には緑色の草を食べるセイラー服を着た男の絵が描えがかれていた。その下に「報告・連絡・相談」を意味するビフォア文字が並んでいる。

　左のロッカーを開けてみると、先程通路を走り去った自動チリトリがあった。そっと指の先でつついてみたが、特に動く様子はない。

「スクレイパー、たぶん、一台」

　少し痛みが引いたのか、シュマリが壁にもたれたまま口を開く。

「すく、れい、ぱー……？」

「それは、記憶、いしょく？　用」

　互いに首を傾かしげながらの会話に難儀したが、根気よく続けていると、あのチリトリはやはり自動で動き続けるキカイらしいとわかった。故障すると自分で体を交換修理するのだという。

「自分でケガを直すなんて、人間みたい……」

「ロイドも、いるはず」

「ろいど？」

　言葉の意味を聞き返すと、シュマリは部屋の隅に転がっていたハコを指さした。

「あっ！」

　それは入り口の宝石ドアにあったものと同じ、透明の板で作られたハコだった。スチール机の上にあったものが、ウツボの体当たりの衝撃で床に落ちたのだろう。ハコの周囲には中に入っていたと思おぼしき金色の棒や宝石類、磨かれた赤サンゴなどが散乱している──。

　アキはじゃぶじゃぶとハコに駆かけ寄り跪ひざまずいた。

「あった！　あったよオルカちゃん！」

　タカが大喜びしそうな宝石たちの中に、先程シュマリが外した緑の指輪、そしてアキがずっと探し求めていた──オルカの琥こ珀はく色のペンダントがあった。

　目元にじわりと涙が滲にじむ。これを取り戻すためにどれだけの苦労をしただろう。思えば海賊と騙だまし合ったり、五階建てのビルから飛び降りたり、オルカと海で漂流したり、ワニカマスと戦ったり、タルで漂白したり、ツイステッドに襲われたり、とにかくたくさんたくさん死にそうな目に遭った。

　もちろん辛つらい目ばかりではなく、楽しいこともあった。こんな風にたくさん生きさせてくれたペンダントは、もはやオルカだけでなくアキにとっても大切な物だ。

　一度胸に抱きしめたオルカの宝物を、アキは大切にダイビングポーチの中へしまう。

「でも、どうしてペンダントがこんなところにあったんだろう？」

　シュマリの指輪は入り口のドア、オルカのペンダントは深海で棒に吸い取られたはずだ。

「それが、ロイドの、仕事……」

　再び首ひねり対談を行い、自動で宝石などを集める人間のようなキカイがいるようだとわかった。ビフォアのロストテクノロジーが理解の範はん疇ちゆうを超えすぎて、アキはもう「へー」と相あい槌づちを打つことしかできない。

「あれ？　そういえばこのペンダントって、『アーク』の『鍵かぎ』なんじゃなかったっけ？」

「アーク……それが……必……要……」

　床に座ったシュマリの息遣いが先程よりも苦しげだった。

「シュマリさん！　無理しないで！」

　血と混じった汗で、真っ白な額ひたいが赤く輝いていた。明らかに顔色が悪化している。なるべく早い治療が必要だ。

　──でも、ここからどうやって帰れば……。

　アキは先日水深百メートルをフリーダイブしたばかりだ。船内を脱出する経路を含めてもワンブレスで浮上できる可能性は高い。しかし酷ひどいケガをしているシュマリにそんな荒業はさせられない。無茶はよくても無理はダメだ。

　──じゃあ、ボクが一人で泳いでタンクを取りに行けば……。

　この室内以外は水没しているだろうが、アキ一人で泳ぐ分には問題ない。

　しかし人間ドックまで取りに戻るには、少なくとも二回この部屋のドアを開閉する必要がある。アキが一人で二人分のタンクを背負えるかも不確かだ。あまりにもリスクが高い。

「うう……」

　無理をしないように考えれば考えるほど行動が行き詰まる。

　頭を抱かかえたアキの耳に、ちゃぷんと小さく水音が聞こえた。

　気のせいかもしれないが、先程よりも室内の水位が上がっている気がする。ここも長くは保たないのかもしれない。

「アキ……逃げろ。私……のこ、る……」

　悩めるアキに先回りするように、シュマリが呻うめきながら言った。

「嫌いやです！」

　ケガをしたシュマリを置いて逃げるなどできない。今の二人は互いの命を預かるバディだ。

　即答したアキシュマリが何か言おうとして、胸を押さえて激しく咳せき込む。

「シュマリさん！　少し休んで！」

　しかしアキのバディはこちらの制止を振りきり立ち上がった。喀かつ血けつの痕あとを拭ぬぐいもせず、スチール机の上にあったボタンのたくさんついた板を指で押し始める。

　モニタ画面に、ずらずらとアフター世界の言語──三種混合文字トレスが現れた。




『聞いてくれ、アキ。ここが私のフルサトだ。私はメーフで死にたい』




　シュマリが優しい目でアキを振り返り、そのままふらりと後ろ向きに倒れた。

「シュマリさん！」

　駆かけ寄って背中を支える。目を閉じていたが呼吸はあった。気を失っただけだろう。

　その時、ピシリと音がして水密扉付近の壁に亀き裂れつが走った。

　タルの底から染み出す水のイメージが浮かぶ。やはりこの部屋も安全ではない。

「でも、どうすれば……」

　アキはシュマリを抱いたまま天を仰あおいだ。

　たった百メートル上には多くの仲間がいる。シュマリを治療できるタカがいる。

　しかし、海上の誰もアキたちを助けることはできない。水深百メートルはもはやアフターではない。地下世界まで潜もぐれる人間は、アキとシュマリ以外にいない。

　信じても助けは絶対に来ない。今の二人は完全に世界から隔離されている。

　今のアキは、一人だ。

「だから──」

　だが、孤独ではない。

「ボクが、シュマリさんを助けるんだ」




　　　５




　パチンと外れた足元のストラップを戻そうとしてタカは気づく。

　今履いているのはサンダルではなくミュールだ。最初からストラップなどない。なぜストラップが外れたなどと勘違いしたのだろうか。

「浮かない顔だなドクター。まるで嵐の海へ出た。恋人の帰りを待つ娘だ」

　正面に座ったプリーチャーが、相変わらずのにやけ笑いで減らず口を叩たたく。

「余計なお世話よ。それより、あのアオザイ着た女がなんだっていうの？」

「あんた、やけにシュマリを敵視するな。まるで嫉しつ妬とにかられた娘だ」

　男が会話を楽しんでいるのは疑う余地もない。タカにはその理由がわかる。

「そんな感情、娘の時に叩き売ったわ。いいかげんにしないと切り落とすわよ」

「患者に優しくないドクターだ」

「その感情も売り切れよ。ついでに消毒薬もね」

　タカが冷ややかな視線を送ると、プリーチャーが降参だと言わんばかりに両手を上げた。いちいち気に障さわる男だが、言葉の不自由な部下たちとのコミュニケーションには必要なことなのだろう。

「ドクターは、『アルバイノ』を知ってるか？」

　質問に「当たり前でしょ」と答える。

『アルバイノ』は先天性の免めん疫えき疾しつ患かんを持つ人間の呼び名だ。日光に対する耐性が弱く、昼間に紫外線を浴びると死に繫つながるような深刻な火傷やけどを負う。そのためアルバイノを患わずらっている者はみな雪のように白い肌を持ち、髪や瞳ひとみの色素が薄い。

「あのアオザイ女もアルバイノね」

　タカは直接診察したことはないが、アルバイノを見かけたことは何度かあった。男女問わず見た目が美しい彼らは、アフターではドレイ市場で取引される存在だ。

「そうだ。そしてシュマリは人間じゃない」

「は？」

「正確に言えばあいつらはアフターの人間じゃない。シュマリたちアルバイノは、太陽の届かない地下世界──アンダーの生き残りなんだよ」

「寝言はベッドで言うものよ」

「別に信じなくたっていいさ。何せ事実を証明する手立てがない。アンダーはとっくの昔に滅亡したからな」

　そう聞いてタカは地下で何が起こったのかに察しがついた。おそらくアフターに海底隆起が始まり、小さな『陸』が浮上するようになった時期と一致するだろう。

「……海震ね」

　プリーチャーが口の端はしを上げてニヤリと笑う。

「あいつらに言わせれば『地震』さ。潰つぶれた地下世界ではとにかく色々なことが起こったらしい。ビフォアの遺産だったアークに乗った何人かは生きるためにアフターに脱出した。そして大半は海賊に捕まりドレイになった」

　弱き人々を捕らえて労働力とする文化はいつの時代にも存在する。あらゆる血の入り混じったアフターでは、特定の人種ではなく暴力や借金の形として隷れい属ぞくを強しいられる者がいた。男は主にガレー船を駆かる海賊たちの漕こぎ手に、女はハナマチ筏いかだの労働者として、生涯の自由を剝はく奪だつされる。

「皮肉だろう？　俺たちを海に置き去りにした『持てる者』の子孫が、アフターの今では絶滅寸前まで追い込まれ、おまけに海賊にこき使われるドレイだ。アンダーの文明はある意味ではビフォア以上に発展していたのにだ。結局最後に勝つのは暴力なんだよ。だから──」

「はいはい神はいない神はいない」

　タカはやれやれと肩をすくめた後、口の端を上げて笑ってやった。

「あんた、本当はお喋しやべりに飢うえてるだけでしょ？　仲間がみんな口数少ないから。正直に言えば少しは付き合ってあげるわよ？」

「なっ……！」

　プリーチャーが言葉を失って顔を紅潮させた。男は慌あわただしく海の苔りタバコに火を点け、タカの視線を感じてすぐに灰皿でもみ消し、押しつけすぎて指を火傷やけどし「アチッ！」大声で叫さけんだ。

　わかりやすすぎてさすがのタカも気の毒になった。そろそろ勘弁してやるとする。

「さっきのあんたの話しぶりだと、『アーク』は今アキが潜もぐっているものだけじゃないのね」

「そ、そうだ。『アーク』は──」

　言葉の途中でプリーチャーが舷げん窓そうを見て固まった。

　また芝居がかった演出かと、タカはお喋り男の視線を追う。

　窓の外の水平線に、巨大な船影があった。

　こちらに向かってくる真っ黒な船のデッキには、五階建てのビルが突き立っていた。

　船首の船飾りには、悪趣味な二匹のサメのイミテーションが打ちつけられていた。

　悪あく名めい高き海賊団の船──「ガイア号」を睨にらみ、タカは下した唇くちびるを嚙かむ。

「最悪の恋人のおでましね」







[image: Ⅳ　あるメッセンジャーのライズ]
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　シュマリは寒さと全身の疼とう痛つうで目を覚ました。

　眩まぶしい明かりの下、不鮮明な視界の中に自分を覗のぞき込む顔がある。

　場所はいまだにアークの管理者室の中で、どうやら今はアキの膝ひざ枕まくらに寝かされているようだった。腕のダイコンを見ると一時間ほど眠っていたらしいとわかる。

　体のあちこちに激痛はあったが、眠ったことで意識は明めい瞭りようになった。

「よかった。ちゃんと起きてくれて」

　心の底からほっとしたという表情でアキが笑う。

「なぜ、逃げなかった」

　いまだ覚えられない片言の三種混合文字トレスで話しかけると、「なぜと言われても……」とアキがもごもご口ごもった。

「その……ボクは『たくさん生きる』って友達と約束しました。うまく言えないけど、生きるって自分だけ生き延びることじゃないんです。生きてほしいって思う人に出会えて、その人を生かすことができれば、死んでも生きてるんです」

　双そう眸ぼうに意思を光らせながら、アキが凛りんとした顔つきになった。自分と違って本当にころころ表情の変わる少女だと、シュマリは場違いと思いつつ感心してしまう。内容はやけに哲学的で難しかったが、優しい言葉を選んでくれたおかげでアキの言いたいことはわかった。

「私、アキ、関係ない」

「あります！　ボクはもう何度もシュマリさんに助けてもらいました。ナイトダイビングの時も、ついさっきも、それにツイステッドからも助けてくれてありがとうございました！」

　かつて夜の海中で酸素を失ったアキを助けたことがあった。それは偶然の出来事だったが、シュマリはその日からずっとアキを見守っていた。真夜中の海に潜もぐって魚を捕らねばならない孤独な少女の境遇に、自分自身を重ねていた。

　しかし実際のアキには仲間がいる。自分とは違うとわかっている。

「アキ、仲間、いる。私、ない」

「いっぱいいるじゃないですか！　スカベンジャーの人たちが！」

　確かにプリーチャーを始めとしたスカベンジャーたちはシュマリの仲間と言えた。

　だがシュマリの孤独はもっと本質的なものだ。

　──私はここで死ぬ定めだ。無関係なアキは早く逃がさねば……。

「アキ、あ……うう……」

　シュマリの想いをアフターの言葉で伝えるのは困難だった。管理者室に生きている端末の言語変換ソフトに頼るしかない。

　ぴくりとも動かない左手をかばい、右手一本でキーボードを雨だれのように打つ。

『アキ、聞いてくれ』

　シュマリは、自分の半生をディスプレイに綴つづり始めた。




　一時期のアンダー（メーフ）は、四つの選択肢の中で一番人口が多かったと言われている。

　シュマリが育ったハイパーカミューカのようなシェルターだけでなく、沈んだ大陸の地下鉄網や、石灰岩の地下洞どう窟くつ遺跡、地底湖と繫つながった下水道コロニーなど、地下にはアンダー創世の時代から多くの人々が暮らしていた。

　悠ゆう久きゆうの時を経て地下には蟻ありの巣にように横穴が張り巡らされ、アンダーはアフターと異なる形でひとつに繫つながっていた。

　また、アンダーはアフターに比べて遥はるかに高度な文明を誇っていた。

　地底、海中、そして海面に突き出すまでに伸びたウミワリヒルギやバオバブヤシを通じて純粋な空気を地中に導き、濾ろ過かした地下水を飲料としていた。天然ガスを始め資源も豊富で、地熱発電とともに生活インフラ及び工業発展の基盤となっていた。

　地下プラントで育つ食料は種類も多く、ミクジャガウナギ（アキが『巨大ウツボ』と呼んだフクロウナギの改良種）のような大型淡水魚が主食だった。樹木や生物を巨大化させて省エネルギーで運用、培ばい養よう、養よう殖しよくするバイオテクノロジーは特に優れていた。

　鉱石の採集、あるいは人口増加に伴ともなう生活圏拡大のため、発はつ破ぱ用の爆発物やドリルを使用する産業、並びに危険な作業を任せられるロボット（人に似せたロイドからスクレイパーのような掃除機まで）工業も著いちじるしく発展している。

　だが、その過度に発達した技術こそがアンダーの崩壊を招いた。

　人口が増大するにつれ、頻度の増えた発破が地質を変形させた。ビフォアに沈下した地盤の下は元々安全ではなかった。歪ゆがんだプレートは地震（海震）を誘発し、断層のずれに飲み込まれたシェルターはぐにゃりとひねり潰つぶされた。トラフを通じて海底からはポロロッカの如ごとくに海水が流入し、農業プラントや淡水魚の生け簀すに再起不能の塩害が発生した。

　アンダーの人々は様々な問題を一時いちどきに抱かかえ、窮きゆう地ちに立たされた。以後数年で人口は二十分の一まで落ち込み、もはや地底を人類の暮らしの場とすることは不可能だった。

　いつ崩れるかもしれない地底世界の不安に怯おびえ、一部の資産家が地表、すなわち海上への脱出を試み始めた。辺境アクア（アフター）を選択した人々は「持たざる野や蛮ばん人」という教育があったが、生きるためにはやむを得ない。

　かつての先祖が沈む陸から逃れるために用いたアーク（潜水艇）が、今度は崩落する地下世界から脱出する方はこ舟ぶねとなった。

　おそらくビフォアの時代からそうだったのだろう。アークに乗船する際には、莫ばく大だいな「運賃」が必要だった。

　人々が価値を見出みいだすものはいつの時代も変わらず宝飾品だ。アンダーは鉱物資源に恵まれていたが、産出する石には偏かたよりがある。アークの運賃として利用できる石は限られていた。

　争いが起こり、少ない人口が更に減った。

　シュマリの一家は宝石類を手に入れるために、二年の月日と父の命を支払った。

　ようやく手に入れた三粒の石を握り締め、シュマリは母と妹ウタリとアークへ向かう。

　だが、母は最後の最後でアークへの乗船を拒否した。

『あの人は、私がそばにいないとダメだから。シュマリ、妹ウタリのことをよろしくね』

　母はシュマリに自身の宝石を握らせ、死せる夫の下もとへと帰っていった。

　シュマリは長女としての責任感から、生きる意思を強く持っていた。幼い妹ウタリの手を引いてアークに乗船し、シュマリは辺境アクアの世界──アフターへと浮上する。

　そして、絶望した。

　用意されていたバグラ船に乗って海を漂っていると、シーロバーと呼ばれるアクアの蛮ばん族ぞくたちに捕らえられた。

『なんだこの船は。どうしてアルバイノばかり乗っている？』

『兄貴！　こいつらは高く売れる！　今日ばかりはサメに喰くわせるのはナシだぜ！』

　同船していた人々は、みな商品としてドレイ市場に並んだ。

　数日もしないうちに仲間が死に始めた。

　地下の気温は一年を通してほぼ一定で、アフターのように季節で何十度も差が出ることはない。アンダーの人々は気候の変動と強い陽ひ射ざしに耐えられなかった。常に土や岩に囲まれている人々には、アフターの開放感もストレスだった。

　シュマリも肌を焼く陽光に死にかけていたが、使命感と義務感で耐えながら、妹ウタリの日ひ除よけとなった。

　だが、再び絶望があった。

　シュマリと妹ウタリは同じ日にドレイとして買われたが、買い手は別々だった。

　ハナマチ筏いかだに買われたシュマリはフッカーとして働かされた。その後は身受け先を転々としながら、いつか妹ウタリと再会することを希求して生きた。

　しかしながら、それも長くは続かなかった。幼い妹ウタリがこんな地獄のような世界で生きていけるわけがない。暖かいと形容される太陽は、妹ウタリにとって地獄の業火だ。

　──父と、母と、妹ウタリの命を、自分は継いだのだ。

　それだけがシュマリの生きている理由だった。

　再びドレイ市場に並んだシュマリは、ある日身ぎれいな青年と出会う。

『あんた、仲間はいるか』

　青年はアンダーの言語で声をかけてきた。

『もうイニア。おまえはなぜ私たちの言葉を知っている』

『あんたと仕事をするためさ』

　ニヤリと笑った男──プリーチャーに買われ、シュマリはスカベンジャーとなる。

　平坦な海に暮らすアフターの人々は「海底」を恐れるが、そこが自分のフルサトであるシュマリには関係ない。泳ぎはみんなが驚くほど下へ手ただったが、ウェットスーツを着ればシュマリは誰よりも深く潜もぐれた。すぐにスカベンジャーの稼ぎ頭になった。

　シュマリはたくさんのカンビスを稼ぎ、日焼け止めを買った。アフターの強い陽ひ射ざしに耐えられるようになった。

　しかし変わったのはそれだけだ。栄養のある食事を摂っても、高い服を身につけても、孤独が満たされることはない。

　寂しさが強く疼うずく日には、かつての同業者であるフッカーを買った。太った女は巨大生物ばかりのアンダーを彷ほう彿ふつとさせ、添い寝しているとわずかだが心が安らいだ。

　だが、シュマリの孤独は孤立でもあった。

　周囲にはスカベンジャーの仲間がいたが、ルーツの異なる人々に囲まれて暮らすには、シュマリの自我は大人になりすぎていた。コミュニケーションの取れないアフターの人間は、動植物と変わらない。シュマリはこの世界にたった一人の「人間」であり、その意味で誰とも繫つながっていなかった。

　感情を忘れ、声を殺し、シュマリは漫まん然ぜんと死を待っていた。父と母と妹ウタリの命を継いだ以上、自害することはできない。しかしその時が来たならば躊ちゆう躇ちよはしない。

　──残りの人生は、母のように自みずからの死に場所を探しながら生きる。

　それが、シュマリの生きる理由だった。




『メーフの最さい果はてといえど、ここは私のフルサトだ。懐なつかしい空気を吸いながら逝いける。ここが私の探し求めた死に場所なんだ』

　シュマリがそうタイピングすると、アキがゆっくり首を振った。

「それじゃシュマリさん、死ぬために生まれてきたみたいだよ。お父さんもお母さんも妹さんも、絶対シュマリさんにそんなこと望んでないよ」

『だが、私はもう孤独に耐えられないのだ。アフターに私の居場所はない』

「居場所は、作れるよ」

　微笑ほほえむアキが話してくれたのは、《セカンドセジング》を自らの手で作って暮らそうとする住民たちの話だった。

「ボクは自分が生まれた場所なんて知らない。お父さんとお母さんがどこにいるのかもわからない。でも、人が旅に出る理由は『帰る場所を見つけるためだ』って昔お父さんが言ってた。ボクは旅から帰ってきたら、いつかセジングに寄りたいって思うよ。少しだけお手伝いさせてもらったから。だから、シュマリさんも一いつ緒しよにフルサトを作ろうよ」

『気持ちは嬉うれしいが、どのみち私は脱出できない。このままここで死なせてほしい』

　鉄砲水を受けて壁にぶつかった際、体中に激痛が走った。おそらく骨が何本か折れているのだろう。まともに動くのはもはやキーボードを叩たたいている右腕一本くらいだ。

　この状況こそが自分の運命なのだと思う。メーフという言葉には『死者たちの帰る場所』という意味がある。アークの中で多数の同胞の遺体──死因は判明していないが、『ウェア』を着たまま死んでいるのでおそらくはシュマリが生まれた頃に流は行やった病だ──を見つけた時、ここが自分の死に場所だと直感した。

「えっとね、シュマリさん。口には出さなかったけど、ボクも心の中でずっと『もう生きたくない』って思ってた時期があるよ。もう癖みたいに、ずっと」

　アキがはにかんだように少しうつむく。

「でも、ある日気がついたんだ。物事が思うようにいかない時、ボクは『もう生きたくない』って思ってたんだって。死ねばそれで終わりだと思って、嫌いやなことから逃げてるんだって」

「逃げている？」

「うん。今のシュマリさんもそうだよ。生きることが辛つらいから死にたがってる。それって『生きて』ないんだよ。生きようとしないうちから死ぬなんてモッタイナイよ」

　そういう考え方もあるだろうとは思う。しかしアキとシュマリでは種が違う。人と動物では生き方が異なる。それを少女に理解させるのは無理だろう。

『確かに私はもう半分死んでいるようなものだ。だがこの体では、どのみち生きられない。半分生きている私にできるのは、アキを説得して仲間の下もとへ帰すことだけだ』

「……シュマリさん、好きな食べものある？」

　何を唐とう突とつにと思ったが、一応は答えるべく文字を打つ。

『ウナギだろうか』

「しゅ、シュセンドだね。ボク、食べたことないかも……」

　言葉に理解は示せないが、アキの表情からなんとなく察した。アンダーではポピュラーな魚だが、汽水域の存在しないアフターの根ねウナギ（海棲化した回遊種のウナギ）は、フィッシャーマンたちの漁で時折混獲される希少な珍味のはずだ。

「死んじゃったら、もうウナギ食べられないよ？　ドリルも見られなくなるよ？」

「そう、だな」

　確かにドリルは好きだったが、アキとは少し理由が異なる。シュマリはアンダーにありふれたあのシルエットに強いノスタルジーを感じていた。とはいえパイルドライバーと同じくらいには愛している。シュマリの中にも少年心がないわけではない。

「シュマリさん、何分くらい息を止められる？」

　アキはなかなか諦あきらめない。シュマリが理解できるような優しい言葉で、手を変え品を変え説得を試みてくる。

『長くはない。三分から四分といったところだろう』

「えっと、それだと、ボクががんばれば六分として……」

　両手の指を折りながら、アキが何やらブツブツとつぶやく。

「うん。だいじょう……ぶ。大丈夫！」

　自信なさげなアキが微笑ほほえましいが、もう十分だ。




『アキ、ありがとう。最後に君と出会え──』




　キーボードを叩たたいている途中で、パンと頰ほおを打たれた。

「シュマリさんは……生きなくちゃダメなんだよ！　お母さんたちから命をもらったんだから！　たくさんの命をいただいて、受け継いできたんだから！」

　そんなことはわかっている。わかっているがどうしようもない。半分死んだ人間には、命の重みが支えきれない。

「死んだらダメなんだよ！　どんなに苦しくても！　死にたくなっても！　シュマリさんに生きてほしいと願っている人がいるから！」

「私には、イニア」

「ボクがいる！　ボクがシュマリさんに生きてほしいと願ってる！」

「ありがとう。でも、アキは、私を、知らない」

　自分の存在が少女を悲しませるなら、これ以上深く関かかわらない方がいい。異なるルーツを持つ者同士、互いを理解することは絶対にできない──。

「し、知ってるよ！　シュマリさん、その……毛が生えてるんでしょ？」

「毛？」

「ボクたちには生はえてないところに……」

　唐とう突とつな言葉の意味がわかった途端、シュマリは思わず噴き出した。

　この少女は非常事態に何を考えているのかと、くつくつふひひと笑い始めた。

「そ、そんなに笑わなくても……」

「ごっ、ゴメス……くくっ」

　シュマリの笑いは止まらない。どちらかと言えば全身ツルツルなアクア人びとの方が異端だと教えてやりたいが、それはまさしく不毛な議論だ。

　そう考えた瞬しゆん間かん、また笑いのスイッチが押されてブホッと噴き出す。

「ほら、シュマリさん笑ってるよ。笑うと楽しいでしょ？　楽しいと生きようって思えるはずだよ！　世界にはまだ知らない楽しいことがいっぱいあるよ！　歌ったり踊ったり！」

　確かに、シュマリは今「楽しさ」を感じていた。もう忘れてしまった感情を。

「生きるってものすごくネルギーがいるんだよ。だから、笑ったりおいしいものを食べたりして補給しないと、ボクたちは生きられないんだよ」

　アキは「生きる」ということの本質を知っているのだろう。

「シュマリさん、帰る場所がないなら一いつ緒しよに作ろうよ！　一緒に生きて、おいしいものを食べて笑おうよ！　ボクにフルサトの話をたくさん聞かせてよ！　だから──」

　そして、少女はそれを自分に与えてくれようとしている。

　生きる楽しさを。

　帰る場所を。

　一人ではないと、感じられる温ぬくもりを──。




「もう半分のシュマリさんも、ちゃんと生きさせてあげてください」




　全身で生きているアキが、泣きながら笑っていた。

　少女は笑ったり泣いたりして、今をたくさん生きていた。

「ほら、シュマリさんは、ずっと寂しかったんだよ。一人じゃないから」

　アキの手が頰ほほに伸びてくる。その褐かつ色しよくの指先が、いつの間にか流れ出ていたシュマリの頰の涙を拭ぬぐった。

「本当にこの世界に一人ぼっちの人は、寂しくて泣いたりなんかしないよ。ひとつ海にはたくさんの人が生きてる。だから、シュマリさんは一人ぼっちじゃないよ。シュマリさんが生きようとがんばれば寂しくなくなる。人は、変われるよ」

「人は、変われる……」

「一人で生きてると自分のこともわからないんだよ。ボクは色んな人と会って話して、初めて自分のことがちょっとずつわかってきた。ボクはものすごく弱くて、寂しがり屋で、ヤキモチ焼きの子供だった」

　地震で大きく世界が変へん貌ぼうし、その後もシュマリの世界はめまぐるしく変わった。これ以上の変化を恐れ、シュマリは自分自身を殻で包んだ。積極的にアフターの言葉も覚えず、人と交わることを避けた。そうしてただメーフを求め、死んだように生きていた。

「今のボクは自分の弱さを知ってる。そして、それでもいいやって思ってる。弱さを気づかせてくれた人が周りにいることが、ボクにとって一番大事なことだから」

　今、シュマリはまさしくそう感じていた。

　自分が閉じこもった殻の隣で、アキは自みずからを包む巨大なタマゴを割ってみせた。そうして変化は怖くないよ、自分の気持ちひとつで世界は変わるんだよと、シュマリの殻をノックした。

「アキは……立派だな」

「立派じゃないよ。ただの『キベン』だよ」

　言葉の意味は判然としないが、笑っているので悪い意味ではないのだろう。アキの言葉遣いが親密になってきたのが嬉うれしかった。その笑え顔がおをもっと見たいと思った。

「アキと、生きて、みたかった……くっ！」

　淡あわい願望を口にすると、どうしようもないほど涙が溢あふれた。

　シュマリは後悔を自覚していた。もっと早くアキと出会っていたら、きっと砂を嚙かむような空疎な日々は送らなかった。シュマリは最初から孤独ではなかった。

　自分が殺した半分の生に、シュマリはむせび泣きながら詫わび続けた。

　いたわるような優しさで、アキが背中をそっと撫なでてくる。

「生きよう、シュマリさん。明日死んじゃう病気になっても、今日を一秒でもたくさん生きればきっと後悔しないよ」

「そう、だろうな」

　返事をしたものの、これからタイピングする文字に希望はない。

『だが、脱出する方法はない。とても残念だ』

「ダァジョーブ！」

　全然ダァジョーブではない。シュマリが五体満足でも、無呼吸での百メートル浮上は一か八かのギャンブルだ。

　だが、アキが意地や強がりで言っているようにも見えない。

　仮に脱出は無理だとしても、今は少女に報むくいたいとシュマリは思った。どうせ死ぬのなら、今この瞬しゆん間かんだけだけでもアキを悲しませたくない。

　──人が生きようとするきっかけは、案外単純なものかもしれないな……。

　シュマリは今、「生きがい」を見つけた。それは今この瞬間を生きる理由でしかないけれど、次の瞬間には新たな生きがいが見つかるかもしれない。長く生きている老人たちは、そうやって多くの生きがいを積み重ねて生きてきたのだろうと思う。不運でひとつや二つ失っても動じないほど、人生の宝物を見つけてきたのだ。

「だぁ、じょーブ」

　シュマリが片言でオウム返すと、アキがニッコリ笑って話題を変えた。

「えっと、シュマリさん。この前は誤解してごめんなさい」

　モジモジと頭を下げたアキを見て、シュマリも頰ほほが熱くなるのを感じる。おそらく以前体に触れたことを言っているのだろう。あの夜のことはシュマリも反省している。

　夜の海中で初めてアキを見た日、シュマリは自分を重ねると同時に、かわいい女の子だなと思った。アキはアンダーで言えば思わず手を伸ばして撫でたくなる、バウワウのような少女だった。

　そして実際に頭を撫でる機会が訪れた。というより、スカベンジャーの母船を訪れた寂しげなアキを見て、シュマリの胸はキュンとなってしまった。思わず餌え付づけするように似え非せココアを持参して会いに行った。その意味で、シュマリにはちょっぴり下心があった。

　バウワウの頭を撫なでたら、次はどうしたって顔をうずめて匂いを嗅かぎたくなる。アフターとアンダーではセクシャリティの幅も人と動物のコミュニケーションも大幅に異なる。シュマリは衝しよう動どうに抗あらがえなかった。たぶんアキは誤解などしていない──。

「な、ナンモナンモ」

　素知らぬふりで返事をすると、アキは「よかった……！」とまるでバウワウが尻尾しつぽを振るようにパタパタと笑った。かわいかったが、シュマリは罪悪感に目をそらす。

「というわけで、シュマリさんにお願いがあるんだけど」

「な、なんだ？」

「ケガが痛かったらいいんだけど……。ちょっとだけ、膝ひざ枕してもらえませんか？」

「そのくらい、大丈夫、だが……？」

　右手を床について足を崩すと、太ももの上以外はほとんど水に沈んだ。

　アキがシュマリの膝に頭をもたせ、水に体を横たえる。

　なぜ今膝枕なのかと少女を見下ろしていると、次第にあの夜の記憶が蘇よみがえってきた。

　アキは全身に海の香りをまとっていた。しかしうなじに鼻をつけて嗅かぐと、本人からは天日で焼いたマドレーヌとでも言うべき、温かくてかすかに甘いバウワウの匂いがした──。

「あの、シュマリさん、鼻息が……」

「ごっ、ゴメス」

　平静を保とうと目を閉じると、しばらくしてアキがすぴーと寝息を立て始めた。

「なぜ、寝た」

　行動の意図が釈然としない。しかしくーくー眠るアキを見ると、やはり人間の少女だなと口元に笑えみがこぼれた。

　バウワウは、天井に繭まゆを張って眠る。
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　──『結局最後に勝つのは暴力』……ね。

　スカベンジャーの母船のデッキで、タカは暴力がすべてを無に返す様を見ている。

「こいつら弱すぎるぅー！」

「やめて、殺すの、やめて」

　ブルーホールに停泊したスカベンジャーの船団は、巨大な黒船でやってきたシーロバー『イモータルハンズ』に蹂じゆう躙りんされていた。

　刀傷とタトゥにまみれた黒いライフジャケットの海賊たちは、息をするようにスカベンジャーを殴なぐり、物言わぬゴミ漁あさりを楽しげに海へ蹴けり落とした。

　タカがプリーチャーと会談していた六十フィート級も、今は海賊たちに占拠されている。

　デッキの上にはオルカもいた。海賊の襲来を見て駆かけつけたオルカとともに、タカは数人のシーロバーたちに羽は交がい締めされている。足元には全身を殴おう打だされて虫の息を吐はくスカベンジャーのボス、プリーチャーが転がっていた。

　そして、この虐ぎやく殺さつの指導者、タカの前に立ったイモータルハンズの代表が口を開く。

「あなたたちもバカね。さっさと逃げればいいのに、まだこんなところにいるなんて」

　こぎれいなスーツを着た女が、タカとオルカを嘲あざけりながら瓶びん詰づめのマリモを口に運んだ。

　金色の髪をアキのように短く切り揃そろえたこの女は、マリメッタと呼ばれているらしい。大方その悪あく食じきをもじったあだ名か何かで、本名は違うのだろう。一応は学問に携たずさわる者のようだが、オルカによると、『以前と雰ふん囲い気きが変わった。髪型も違う』とのことだ。

　女は両りよう脇わきに人相の悪い巨漢のハンズを二人従えている。

　血まみれのプリーチャーに向けられた嗜し虐ぎやく的な視線を見て、タカはマリメッタに生じた『変化』の理由に察しがついた。女が突然髪を切る理由も二つしかない。

　──魅入られたのね。暴力に。

　海賊と行動をともにして毎日のように「力」を見せつけられれば、雄々しさを感じて引き寄せられる女もいる。大おお方かたアキに執しゆう着ちやくするイモータルハンズのボス──エッコゥに取り入るために、自みずからの髪型も似せたのだろう。学者は本質より事象を求める。

　マリメッタはタカが一番嫌いなタイプ──本能を勘違いした雌めすだ。

「で、あんたの愛いとしのエッコゥ様はどこ？　アキがいなくて拗すねてるのかしら──痛っ！」

　軽く挑発してみたところ、いきなり眉み間けんに拳こぶしを叩たたき込まれた。学者は女のケンカ作法も知らないから困る。

「あの人は忙しいの。あんたたちみたいなプランクトンを相手にしている暇はないわ」

　僥ぎよう倖こうだった。ブルーホールのそばに停泊した悪趣味な海賊船の中にエッコゥはいない。それがわかっただけでもこの状況に希望が持てる。

「それで、この薄汚いものの『中身』はあの子が捜索中なのね？」

　オルカのアゴを持ち上げてマリメッタが冷れい酷こくな笑えみを浮かべた。片手には腹の裂けたシャチのぬいぐるみをぶら下げている。

　タカは何もない海となった《セジング》に突然海賊が現れた理由を考えた。

　シーロバーは漂流物の回収などといった面倒な仕事はしない。命を含めて奪うばえるものをすべて奪うだけだ。ここに金満のカメがいるわけでもない。ならば別の目的を持ってやってきたのだろう。

　──つまり、誰かが情報を流したってことね。

　タカはデッキから背後の《セカンドセジング》へ目を向けた。おそらく住民の誰かがスカベンジャーを排除するため、イモータルハンズに情報を流したのだろう。『あんたたちが探してる鍵かぎは、セジング跡地にいるスカベンジャーが持っている』などと言ってみせたに違いない。

　──誰か知らないけど、甘いわよ。

　海賊はボランティアなど行わない。奪うばえるものを全部奪う。

　ビルデン礁しように築かれた《セカンドセジング》は、ついでとばかりに荒らされていた。苦労して回収した物資は略りやく奪だつされ、住居は面白半分に破壊され、住民は退屈しのぎにビルの屋上からぶらぶらと吊つるされていた。

　暴力というのはつまるところ娯楽だ。シーロバーが行う拷ごう問もんや無差別な殺さつ戮りくに理由はあっても意味はない。弱い者がいたから殴なぐってみた。女子供が泣き叫さけんだ。耳と拳こぶしに伝わる感触は快楽だ。そんなジャンキーを御ぎよせる方法などない。

　シーロバーは《セジング》住民もスカベンジャーも分け隔へだてなく殴る。どちらも呆あきれるほどに弱者だ。プリーチャーが言ったように、暴力の前に救いの神は存在しない。

「御覧なさい。いい眺ながめでしょう？」

　マリメッタが問いに答えないオルカのアゴをつかみ、強引に暴力の現場へ向ける。

「そうですね。どれだけ凄せい惨さんな光景でも、覚えたてが丸わかりのド下へ手たなメイクでうっとりしているキモい女の顔よりマシ──いった！」

　ガン、と正面から顔を殴られたオルカと目が合った。額ひたいを赤く腫はらしながらふひひと笑っている。いい根性だとタカもニヤリと笑えみを返す。

「ムカつくガキね……！　いいわ、見てなさい」

　オルカを睨にらみつける女の顔が、ニタニタとエッコゥのように笑った。

「聞きなさいあなたたち。私は寛大よ。ゴミ漁あさりでも難民でも、最初にあの子が浮かんできたのを発見した人間にはたっぷりご褒ほう美びをあげるわ」

　マリメッタが防ぼう魚ぎよネットの外側に向けて耳みみ障ざわりな声で宣言する。海賊の歓声と住民のざわめきを聞きながら、女は愉ゆ快かいそうにマリモを口に運ぶ。

「セジングに仲間を売る人なんていません！」

　オルカがすぐさま嚙かみついた。

「あなたたちを『仲間』と思っている人間がどの程度いるかしらね？　案外このゴミ漁りたちと同じ扱いかもしれないわよ。誰だって自分が一番かわいいもの。ね、ギョロチョーさん」

　マリメッタがこれみよがしに張り上げた声に、みなの視線がビルデン礁の屋上にいた《セカンドセジング》のリーダーに注がれた。

　いつも威勢のいい頭にタウエル布を巻いたギョロチョーが、拳こぶしを握ってうつむいている。

　オルカは自分たちを売ったのがハゲかけヒシヤスだと疑っていたが、こちらが正解のようだ。ギョロチョーには妻と娘がいる。

　どんな英雄もドクターの前では子供に還かえる。祭り上げられた人間が自分や家族の死と向き合って利己的になる様を、タカは何度も見てきた。

「なるほどな。まさに漁夫の利を決め込んだってわけか……」

　青あお息いき吐と息いきのプリーチャーが、デッキに這はいつくばったまま口の端はしを歪ゆがめる。

「親分気取りで俺たちを罵ば倒とうしたくせに、生きるためなら『仲間』以外は切り捨てる。実にあんたらしいやり口だ。所しよ詮せんはあんたも海賊こいつらと同じ──ぐぁっ！」

　転がったままのプリーチャーの頭を、マリメッタのヒールが踏ふみ抜いた。

「ゴミはゴミらしくしてなさい。汚らしい」

　さっきから女の暴力は容よう赦しやなく酷こく薄はくだ。おそらく素質があったのだろう。以前から部下の頭をビンで殴なぐりつけるくらいのことはしていたのかもしれない。

　──そろそろ、結論を出さないとね。

　タカは冷静に状況を見守る素振りで、その実必死に考えていた。

　アキが潜降してから既に五時間が経過している。予定浮上時刻から大幅に遅れていた。何かあったのは間違いない。アキの生存を諦あきらめるつもりはさらさらないが、今浮上した場合、海の底にいた方がマシというのが問題だ。

　──あたしには、何ができる？

　かつても自分に問いかけた言葉を復唱する。

　自分が潜もぐってアキに警告できれば一番だが、そんな技術は身につけてこなかった。

　だが、アキが安全に浮上できるように、海上の危険を取り除くことならできる。エッコゥ不在の今ならば、実質的なイモータルハンズのボスはマリメッタだ。

　──どうにかこの女に隙すきを作らせて、刺し違えるしかないわね。

　何か武器でもないかと周囲に目を動かすと、隣でオルカが咳せき払ばらいした。

「だから、タカさんはアキさんを幸せにできないんですよ」

　こちらの思考を読み取ったように、オルカが不ふ機き嫌げんな小声で喋しやべる。

「『自分の人生からアキがいなくなるくらいなら、そうなる前にあたしは死ぬわ』……って顔してますけどー。アキさんの幸せは、タカさんと一いつ緒しよに生きていくことですよ？」

「少々ヤクブソクだけど、あんたがアキを幸せにしてちょうだい」

「ええ。そのためにわたしはここにいるつもりです」

　口の減らない物言いが心強く、タカは少し笑う。

「何かっこつけて笑ってるんですか。わたしがわざわざここに来たのは、船長以上に無茶をしそうな副船長を止めるためですよ？　タカさん、前にも自分の命と引き換えにアキさんを守ったらしいじゃないですか。でもその後は結局アキさんに助けられたんですよね？　それって非効率だと思いませんか？」

　非常に腹立たしいがその通りではある。

「どうせ死ぬならみんな一緒がいいです。だから、わたしはアキさんを信じます」

「オルカ……」

　自分とオルカの立場の違いが少し理解できた。

　タカはいつでもアキを心配しているが、オルカはどんな時でもアキを信頼している。

　たとえるなら、それは姉と妹の差だ。アキはよい妹にも恵まれたらしい。

「具体的にはですね、水中からざばーんと現れたアキさんが、アチョー！　ほあたー！　って海賊を全滅させてくれると信じています」

　まるで海の底から雲をつかむような戯ざれ言ごとだが、オルカの目は真剣だった。

　だが、少女と自分が同じことを考えていると気づき、タカは呆あきれて笑ってしまった。

「ま、アキならそれくらいやるかもね」

　心配するばかりがおねえさんではない。アキはもう十五歳だ。
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「ほあたっ！」

　威勢のよいくしゃみとともにアキは目を覚ました。

　すぐ目の前に髪で片目の隠れたシュマリの顔がある。数時間前とは逆に、今度はシュマリの膝ひざ枕まくらでアキが眠っていた形だ。

「よく、眠れる」

　上から覗のぞき込むシュマリの顔がわずかに呆あきれていた。ダイバーズウォッチを見ると三時間ほど寝かせてくれたらしい。

「水みず浸びたしで寝るの、慣れちゃったから」

「そういう意味、違う」

　言いつつも、薄赤い目が笑っていた。笑え顔がおのシュマリはタカにも劣らぬ美人だと思う。

　アキも笑いながら起き上がり、冠水した室内で大きく伸びをした。

「さて」

　ちゃぽちゃぽと床を歩いて、ロッカーから「報告・連絡・相談」の缶詰を取り出す。

　シーナイフで蓋ふたをこじ開けると、中には発色のよい緑色の植物がドロドロに詰まっていた。

「水煮したアオサかな……？」

　じゅぽんと指を入れて口に入れると、海かい藻そうとは別の青臭さがあった。決しておいしくはなかったが、飲み下すと胃の中でエネルギーになるような熱を感じる。缶に描えがかれたセイラーの絵のように、自分の肘ひじより先の腕が一回り大きく膨ふくらんだ気がした。

「シュマリさんも、食べて」

　指ですくった緑色をシュマリの口元に運ぶ。なぜかはわからないが真っ白い肌が桜色に染まっていた。文化が異なると物の食べ方も違うのかもしれない。

　アキとシュマリはもっちゃもっちゃと苦い緑色を食べ、ついでにロッカーにあった茶色い小こ瓶びんをストローでちゅーちゅーと飲み干した。

　何かを成すための事前準備で一番効果が大きいのは、しっかりした睡眠と食事だ。アキは誰よりそれを知っている。

「がんばろう、シュマリさん」

　シュマリが力強くうなずき、二人でマスクだけのダイビングギアを装備した。

　アキは自身のスピアガンをシュマリの腰網ヤツカリにしまってもらい、少しでも浮力を確保するためパイルドライバーは置いていくようにと頼んだ。二人してちょっぴり涙ぐむ。

「これ、使えると思うんだけど……」

　隅にあったロッカーを開け、中からシュマリが『スクレイパー』と呼んでいた自動ゴムべらチリトリを取り出した。本体から扇おうぎ型がたのゴムべらだけを外して揺ゆらすと、べわんべわわんといい具合にしなる。

「……モノフィン？」

　シュマリの問いかけにニヒッとほくそ笑えむアキ。

　片足ずつ履はく通常のフィンではなく、魚類の尾びれを模した単一の巨大な足ひれをモノフィンという。モノフィンを装備したダイバーは、あたかもビフォアの神話に登場する女性マーマンの如ごとくにスイスイと海中を泳いだ。

　アキはダイビングポーチからシートロープを取り出し、両足を揃そろえてぐるぐるとゴムべらを縛しばりつけた。現時点で行動の自由は奪うばわれるが、海中を浮上するという点においこれ以上に速く泳げるギアはない。

　最後に二人の体をバディロープで繫つなぐと、シュマリがアキの肩に右手を置いた。

「アキ、ひとつ、聞く」

「な、何？」

　その顔が遠い雨雲測る如ごとくに険しく、アキはビクリと怯おびえる。

「ダメな時、私、捨てろ」

「そんなのっ……！」

　シュマリの目には本気で生きようとする意思があった。諦あきらめるつもりはないが、いざという時の覚悟だけは持っておけと言われたのだと思う。

　逡しゆん巡じゆんの後に、アキは首しゆ肯こうを返した。

　シュマリが微笑ほほえむ。この数時間で、ずいぶん笑うようになった。

　──リミットは、五分半。

　アークから脱出し、シュマリを引いて海面に浮上するまでの時間を、アキはその程度だと見積もった。肺はい泡ほうエンリッチの効果はかなり保つと聞いている。急浮上しても肺が水圧の影響を受けることはないはずだ。

　残る問題はシュマリの閉息時間になる。本人いわく体内に蓄積できるエアの目安は『三分から四分』だ。他になんのトラブルもなければ、足りない一分半をどう埋めるかにすべてがかかっている。

　──ボクは、絶対シュマリさんを連れて帰る。

　ダイビングポーチの上からキーちゃんの肩骨に触れ、勇敢なる船長の応援を願う。その隣のオルカのペンダントにも触れ、持ち主の元へ一いつ緒しよに帰ろうと誓う。

「行こう、シュマリさん」

　アキはモノフィンの足でぴょんぴょん飛び、水密扉のバルブをキコキコ開けた。

　キカイだらけの室内に、ざばざばと水や白ツナギの遺体が飛び込んでくる。

　やがて水位が首まで来ると、アキはシュマリにうなずいて水に潜もぐった。

　扉の向こう、通路のデンキは回復していない。しかしロープで繫つながったアキのバディが、ハンドライトで行く先を照らしてくれる。

　アキは光を目指してドルフィンキックを繰くり出し、巨大ウツボが破壊した部屋の浸水箇所からアークの外へ出た。

　──一分。

　肺はい泡ほうエンリッチの効果が長引いているおかげで体に異常はない。

　振り返って様子を見ると、バディロープで引いているシュマリがすぐにオーケーサインを返してきた。鼻からもきちんと空気が出ている。素す潜もぐりでは、息を吸えなくとも少しずつ吐はき出すことが肝要だ。

　シュマリのライトが照らしてくれる海上を目指し、膝ひざのスナップを利かせながら泳ぐ。

　海面への浮上時にもっとも大事なのは脚力だ。よく戯たわむれていたイルカのイメージでモノフィンを動かすと、シュマリを引いたままアキの体はスイスイと上昇を始める。

　みなの待つ水面を目指し、アキはひたすらフィンキックを続けた。

　シュマリも痛むはずの体を動かしてくれるおかげで、重みはほとんど感じない。

　ただし、寒かった。二人とも今はドライスーツを着ていない。ウェットだけで十度近い水温に耐えるのは相当に体力を奪うばわれる。

　──二分。

　ダイバーズウォッチを確認する。もう四十メートルは上昇したはずだ。通常は一分で十メートルとされる適正浮上速度の倍で上っていることになる。

　鼻から流れる泡以外、水を蹴ける音すらも聞こえない。きちんとロープの手応えはあったが、念の為に足元のシュマリを見下ろす。

　バディがすぐに頭の上に輪を作った。もっと急いでもいいということだろう。呼吸にもまだまだ余裕がある。この分なら思ったほど苦労せずに浮上できそうだ。

　──三分。

　もう六十メートルは泳いだろうか。海の色が黒から濃い青に変わり、水温が上がったのを肌で感じる。

　シュマリを見下ろすと、エアが苦しいと胸を叩たたくサインがあった。予定より早い。

　アキはバディの横に並んで泳ぎつつ、ポーチの中からキーちゃんの肩骨が入った小袋を取り出す。

　オルカ謹きん製せいの密閉ビニル巾きん着ちやくは、アーク内の圧縮空気でパンパンに膨ふくらんでいた。

（エア、どうぞ）

　ハンドサインとともにキーちゃんとそのホームを差し出す。

　茶色瓶びんのドリンクを飲んだ際のストローを使い、シュマリがエアを補給した。

　さしたる量の酸素ではないが、今重要なのは肺活量よりもパニックを防ぐことだ。あえて一時休止を入れたことで、残りの距離を一気に上昇することができる。

　アキは遠い海面を見上げた。

　ゴールはもうすぐそこだ。あの白く輝く海の上には、アキの大事な人たちが待っている。遅くなったことを詫わびなければならない。タカとオルカはきっとぎゃあぎゃあ怒るだろう。それでもシュマリのことは治療してくれ、アキの帰還を喜んでくれ──。

　その時、「トーン」とシュマリのギョタンソナーが、一段高い音を鳴らした。

　──来るっ？　どこっ！

　足元を見る。白いウェットスーツのシュマリの下に、ゆらゆら輝く光が見えた。

　尻尾しつぽの発光器官を揺ゆらしながら、闇やみに紛まぎれてあの巨大ウツボが上ってくる。

　頭だけが異様に大きい目なしの深海魚が、ギザギザと細かい牙きばの生はえた口を開けた。

　──シュマリさん、手をっ！

　アキは口から大きく泡を吐はきつつ、バディロープを手た繰ぐり寄せてシュマリの手を握った。

　すぐにモノフィンを大きく動かして浮上する。

　足元に水流を感じた。間一髪のところを、赤い唇くちびるを開けたバケモノが通過していく。

（あなた、離せ）

　シュマリが隣でハンドサインを送ってくる。

　アキは答えず躍やつ起きになってフィンキックした。

　──もうすぐ！　もうすぐだから！

　今泳ぐのをやめてはいけない。シュマリの肺はもう苦しいはずだ。自分だってもう余裕はない。うまくかわそうなどと思わずに、今はひたすら海上を目指すべきだ。

　アキは力一杯モノフィンを動かした。頭上に淡あわく光がある。

　だが──。

　──あ……れ……？

　急激に体に重みを感じた。頭がぼんやりし始める。覚えのある症状だった。先程シュマリの手を握ろうとした際に、酸素を大きく吐き出してしまったらしい。

　──だい、じょブ、あと少し……あと五十メートル……？

　記憶が混こん濁だくする。指の先に痺しびれを感じる。

　死がアキの髪をつかんで、ぐいぐいと後ろに引き倒そうとしていた。ほんの少しでも気を許せば、意識が一いつ瞬しゆんで飛んでしまいそうだった。

　──シュマリさんが、ボクを、助けるん、だ……？

　もはやアキの脳はほとんど機能していない。朦もう朧ろうとして空気を欲しがっているだけだ。

　それでも体は一途に水を蹴けった。

　目はほとんど閉じかけていたが、アキは魚のように美しいフォームで青の中を泳いでいた。

　──あ……れ……は？

　マスクの中で薄く開けた両目の中に、大きな影が見える。

　巨大ウツボに回り込まれたと考えたが、あのピカピカと発光している尻尾しつぽの器官がない。

　輝く海面の光が照らす、とてつもなく広大な影。

　それは、水深二十メートルの海嶺火口内に引っかかった《セジング》フロートだった。

　シェルター内でギョロチョーが言っていたという言葉を思い出す。

『隔壁は完全防水だ。空気はしばらく保つだろう──』

　──あそこまで行けば、空気が、あ、る。

　希望が見えたにも関かかわらず、体がずんと重くなった。死はとうとうアキの両肩までもつかんできた。シュマリの体が鉄になったように重い。

　それでもアキの足は動いていた。引き上げる力こそないが、握ったシュマリの手も決して離さない。

　しかし、息が続かない。

　目を閉じ、両腕をだらりと垂らしながら、アキは本能だけで足ひれを動かす。

　だが、それも限界だった。

　欠乏した酸素が、必死に波形を描えがいていたアキの尾びれを止めた。




　──……………………あれ？




　海中で遠のきかけた意識が、意外と粘ねばっている。

　握り潰つぶされるような肺の収縮が和やわらいでいた。鼻からぷくぷくと小さな泡が出る。

　──苦しくない？　くうき……？

　肺に空気を送り込まれるのを感じ、アキはマスクの中で目を開けた。

　──シュマ、リ、さん……？

　自みずからの唇くちびるでアキのそれを塞ふさぎ、シュマリが空気を分けてくれていた。







　フロート内部のシェルターには、ありがたいことにまだ空気が残っていた。

　だだっ広い空間には、天井の採光窓からわずかに差し込む光もある。

　空気と光。水と食料。笑い声と笑わせてくれる相手──。

　生きるために必要な物は結構多いと、アキは無機質なコンクリートの上に転がりながら生を実感していた。

「はぁ……ひぃ……。ほんとに、死ぬかと、思った……」

　全身から水を滴したたらせ、喘あえぎながら隣を見る。

　シュマリが同じくしんどそうな息遣いで、「くふぅん」とうなずいた。危機を脱した直後の妙みように色っぽい声がおかしく、アキはくすくすと笑ってしまう。

「シュマリさん、エアに余裕あったんだね」

「普通は、余裕、報告、くふぅん」

　いつも限界ギリギリで無茶をするアキのような人間ばかりではない。賢いシュマリはアキの無茶を計算して、閉息時間を少なめに申告したのだろう。

　再びのくふぅんに笑いながら、アキは自みずからの唇くちびるに触れた柔らかさを思い出していた。

　アフターに生きていれば人工呼吸をしたりされたりは当たり前だ。それはアサリの中にカニを見つけるより頻ひん繁ぱんに遭遇する出来事だ。アキも溺おぼれたオルカに施ほどこしたことがあるし、自分がエッコゥに体を射抜かれた時はタカが救ってくれたのだと知っている。

　だが、二人ともが意識を持ったままそれをしたのは初めてだ。妙な気き恥はずかしさを覚えつつ、タカもあんな風に自分を助けてくれたのかなとつい想像してしまう。

「アキ、人魚だった」

「う……。ごめんね、きれいな女の人じゃなくて」

「きれいだった」

　トクンと、胸が小さく鳴った。

「しゅしゅしゅっ、シュマリさんもお世辞言うんだねっ！」

　シュマリが首を傾かしげて言葉の意味を尋たずねてきたので、あははと笑ってごまかす。海の男たるセイラーが「きれい」と言われて嬉うれしいなどあってはならない……はずだ。

　こちらの『変化』は、まだまだアキには受け入れられそうもない。

「それはそうと、あのウツボ、どれくらい待てばいなくなるんだろう……？」

　アークと違ってメガフロートは安全だ。規模の桁けたが違う分、多少体当りされたところでびくともしないだろう。おそらく半日も待てば諦あきらめてくれるとは思う。

　しかし、待つ身の辛つらさを知ったアキとしては、できる限り早くタカとオルカの下もとへ帰りたい。スカベンジャーたちだってシュマリを心配しているはずだ。

　他方で、ケガ人のシュマリを連れてウツボから逃げ回るのも簡単なことではない。一度できたからといって二度目もうまくいくとは限らない。

「うーん……」

　言い訳ばかりが浮かんでくる。やはりどこかで無茶をしないと、「たくさん生きる」ことにはならない気がする。

「シュマリさんのパイルドライバー、持ってくればよかったかな……」

　口に出してつぶやいた時、最近どこかで似たセリフを聞いたなと考えた。額ひたいに指を当てて記憶を探さぐる。

　──あれは……。ええと……。あ、思い出した。

『ドリルでもあればなぁ……』

　祭の日に若者たちがぼやいただけの言葉だった。がっかりと肩を落としかけた瞬しゆん間かん、アキはまたもすべてを解決する手段を閃ひらめいてしまった。

「シュマリさん！」

　がばと起き上がり、隣で寝転がっていたシュマリの上に馬乗りになる。

「アークの中で言ってた、ドリルみたいな『どかーん』、持ってきたっ？」




　　　４




「あなたたちはあの子を釣るエサよ。殺されないだけありがたく思いなさい」

　手下に肩を押さえさせたタカの前髪をつかみ上げ、マリメッタが苛いら立だちの言葉を吐はく。

　タカの頰ほほは両方とも赤く腫はれていた。拳こぶしで殴なぐると自身も痛いと気づいたのか、マリメッタはアキが浮上するまでの暇潰つぶしにタカの頰を平手で打っていた。

「でも、これ以上殴ったら手が血で汚れちゃうわね。次はガキの方を──」

「……勘違い女、オルカに手ぇ出したら殺すわよ」

　マリメッタを睨にらんで牽けん制せいする。乗ってこなければ唾つばも吐きかけるつもりだ。

「あなた最高ね！　ゾクゾクしちゃう。ぜひ殺してちょうだい！」

　恍こう惚こつとした表情で、マリメッタがオルカの前で右手を振り上げた──時だった。

　突然爆発音とともに、海上から空の彼方かなたまで大きな水飛沫しぶきが上がった。

「何事っ！　海底火山の噴火っ？」

　マリメッタが金切り声を上げて振り返る。

　タカも海震や火山の噴火を懸け念ねんしたが、水飛沫の後には突き上げるような高波も、もくもくと舞い上がる水蒸気もない。

　その代わり、「雨」が降ってきた。

「ぶはっ！　ちょっと、何よこれ！」

　口に飛び込んできたアシナシイグアナを引っ張り出し、マリメッタが唾つばを飛ばして張り叫さけぶ。

「魚の雨フアフロツキーズ……。初めて見たわ……」

　タカが見上げた空の中、架かった虹にじの橋をバックに、ぺたぺたぺたぺたとアシナシイグアナの雨が降っていた。

「たっ、タカさんあれ見てくださいっ！」

　大声で叫さけんだオルカの視線の先、海上に大きな茶色いものが浮いていた。

「何よあれ……？　魚なの……？」

　そこらの艇ていよりも巨大な魚の頭のようなものが、ブルーホールの上で茶色くぬめぬめと輝いている。

「誰だこんな時にマイト漁なんかしやがったのは！」

　ビルデン礁しようの上で誰かが叫んだ。爆発物で魚を気絶させる漁は生態系を著いちじるしく損壊する。後先考えない独善的なビフォア人ですら禁じていた漁法だ。

　とはいえ、今はほとんど魚のいない《セジング》の海なら自然環境に対する影響は少ないだろう。硬い鱗うろこのアシナシイグアナも、海に着水してすぐに平然と泳いでいる。

「タカさん、また何か浮いてきます！」

　さっきよりも巨大な飛沫しぶきを上げて、水上にありえないものが飛び出した。

「噓うそでしょ……？」

　タカだけでなく、オルカも、ブルーホール上のスカベンジャーたちも、《セカンドセジング》の屋上にいる住民たちも、そこら中で悪逆の限りを尽つくしていたシーロバーも、マリメッタと人相の悪い巨漢の手下たちも、デッキに這はいつくばった死にかけのプリーチャーも、全員が同じ意味の言葉を口にした。




　ブルーホールの深しん淵えんから、《セジング》フロートがざばりと浮上していた。




　比例した大きさの波が起こり、付近に停泊していた海賊船ガイア号がざぶんと揺ゆれる。

　デッキにいたシーロバーたちがわらわらと海へ落ち、スカベンジャーの母船でタカたちを取り押さえていた男たちもバランスを崩して落水した。

「オルカっ！」

　タカは小さな手を握り、六十フィート級の手すりにつかまって波の揺れに耐える。

　足がギリギリ届いたので、死に損そこないのクレリックカラーシャツも踏ふんでやる。「……優しさは売り切れじゃなかったのか？」という、息も絶え絶えな減らず口は無視した。

　マリメッタがぎゃあぎゃあとけたたましく喚わめく中、母船は半沈しかけるほどに左右に大きく揺ゆれた。生じた波で船体が《セカンドセジング》の真下まで運ばれる。

　しばらくして海が鎮しずまると、浮かび上がった《セジング》フロートの上に人影が見えた。

「アキ！」

「アキさんっ！」

　クルーの二人が呼んだ船長は、白いウェットスーツの女を支えながら、「え？」と口を開けてポカンとしていた。あの様子ではおそらく状況を把は握あくしていないだろう。

「ちょっと、どうなってるのよこれっ!?」

　いきなり全滅させられた手下を見て、マリメッタが半狂乱の声を上げる。

「……確かに、あんたの言った通りアチョーってやっつけたわね。どう見ても偶然だけど」

「……そうですよ。神様は何もしてくれないけど、アキさんは信じればほわたーって奇跡を起こしてくれます。どう見ても偶然ですけど」

　タカとオルカはアキの方を向いたまま、パチンと互いの手のひらを合わせた。

「またあんたなの！　毎度毎度よくもよくも！」

　マリメッタが懐ふところから黒い何かを取り出し、アキの方へと向けて構えた。

　一いつ瞬しゆんドライヤーかと思ったが、あのＬ字型はおそらく「銃」というものだ。素人しろうとが狙ねらって当たるものではないとも知っているが、それ以前にあの女は一発殴なぐっておきたい──。

　などと考えている時にはもう、タカはデッキのウィンチを踏ふんで空中に飛んでいた。

「教えてあげるわ勘違い女！　最後に勝つのは暴力じゃなくて『いい女』よ！」

　振り返った勘違い女の顔に、タカの振り上げた膝ひざがめり込む。マリメッタがほどほどに整った顔を醜みにくく歪ゆがめ、「ぎゃべっ」と叫さけんで海へ落ちる。

　上出来だった。アキが見ていたら目をキラキラさせて憧あこがれてくれただろう。

「タカさん、ケンカも強いんですね！」

「こんなの不意打ちして硬いもので柔らかい場所を殴るだけよ。オルカ、ずらかるわよ！」

「がってんです！」

　ぬいぐるみを拾ったオルカと二人、六十フィート級の船尾へ向けて走り出す。

　だが、二人がステップからテンダーボートに飛び乗ろうとした瞬しゆん間かん、マリメッタの巨漢側近たちが行く手に立ち塞ふさがった。

　いくら「いい女」でもどうしようもないこともある。

　これは無茶ではなく無理だ。そして──。

「無念ね……」

　そうタカが諦あきらめかけた時、海中からざばりと男が現れた。

　頭にタウエル布を巻いた男が、息つく間もなく巨漢二人の足を取って海へと引きずり込む。

「ギョロチョーさん！」

「オルカ、ほっときなさい！　今のうちに逃げるわよ！」

　タカは揺ゆれるテンダーボートに飛び乗ってパドルを握った。今更罪滅ぼしのつもりか知らないが、自分たちを売った男を助ける義理などない。

　タカは懸けん命めいにパドルを動かした。

　しかしテンダーはくるくると進行方向を変えるだけでほとんど前に進まない。棒切れ一本でボートを漕こいだことなどないので当然だった。足船とは誰かが勝手に漕いでくれるものだ。

「……タカさん、代わります。わたし、慣れてますから」

　呆あきれるオルカにパドルを渡すと、「頼りになるんだかならないんだか……」と小さな声でぼやかれる。

　そうしてオルカが舳へ先さきに立ってすいすいと漕ぎ始めた時、突然ボートがガクンと揺ゆれた。

　何事かと船体を見ると、舷ふな縁べりに肉厚な手のひらがつかまっている。

　固かた唾ずを吞のんで見守るタカとオルカの前に現れたのは、ギョロチョーが海に引きずり込んだ側近の一人だった。

「最後まで役に立たない親分様ね……」

　嘆なげくタカを見上げて側近の男がぶはぶはと笑う。そうして巨漢が体を海に浸ひたしたまま、ボートに体重をかけて少女たちを転覆させようとする──。

「ぶはっ！」

　突然巨体の男が呻うめき、舷縁から手を離した。その手が置かれていた場所に、ドライバー工具が突き立っている。

　ドライバーはタカの見ている前で煙を上げながらぐるぐる回転し、ついには持ち手の部分まで埋まった。まるで、ドリルのように──。

　タカは嫌いやな予感とともに振り返った。当たった勘に「うっ」と呻く。

　こちらに向かってくるヨットの舵かじを握っているのは、あの暑苦しくもむくつけき、ヒゲのドリル男だった。

「ドクターのご令嬢、待たせたな！」

　人々がドリルを求める時、そこには必ず正義のドリルヒーローが現れる。

　タカは決して待ってはいなかったが、今はこう言わざるをえない。

「ありがとう、ドリルさん……」

「礼を言うのはこっちだドクター。アキ少年にメッセージのお届けだ！」

　ドリル氏が投げたドライバーの軸に、テグスでゴムの袋が結ばれていた。

　おそらく形状から言って中身は「スレート」だろう。スレートはダイバーが使う小さなホワイトボードのようなものだ。水に濡ぬれても文字が消えない水中会話用のノートで、アフターでメッセンジャーが運ぶメッセージとして時々使われる。

「くっ！　おやめなさい！」

　金切り声の悲鳴に振り返ると、六十フィート級のステップでずぶ濡れのマリメッタが頭を抱かかえていた。その金髪ボブにべちゃべちゃと降り注いでいる茶色は、《セカンドセジング》の屋上から住民たちが投げつけている海かい藻そうだ。

「オルカちゃん、タカちゃん、今のうちに！」

「シマさん！」

　颯さつ爽そうとパラスアテナに乗って現れたおねえさんに、オルカが子供の顔を見せる。

　タカは愛船に乗り移りながら、腑ふに落ちないものを感じていた。

　住民たちを乗せてパラスアテナで《イロゥ》に向かった際、タカは何度かシマさんに操船の交代を頼んだ。しかしその度に元女セイラーは『まだ、船は怖いの。ごめんなさい……』と、タカですら申し訳なく思うほど気落ちした顔を見せた。その理由は尋たずねなかったが、おおよその察しはつく。

　だが、そんなシマさんが今は生き生きとパラスアテナを走らせている。

　その行く先、《セジング》フロートの上で手を振っているアキを見て、タカはふっとため息をついた。

　──まるで太陽ね。

　アキが海から現れた瞬しゆん間かんに、すべてが変わっていた。

　タカは自分が天才だと思ったことはない。自分は単に記憶力がよいだけだとわかっている。

　アキのようにとんでもないことを思いついたり、それを実行したりはできない。まして人を前に向かせる輝きを放つことなど、一生かかってもできそうにない。

　だから、タカはアキのそばにいようと決めた。自分が選ばなければ、アキは誰にでも選ばれてしまう。

　操船をシマさんに任せ、タカはパラスアテナの船首に立った。一番早くアキを迎えたい。

　バレットアンカーに片足を乗せながら、風を感じて海を見る。

「おい、ドクター！　あいつはどうした！」

　マリメッタが逃げまわる六十フィート級の隅で、瀕ひん死しのプリーチャーが叫さけんでいた。

『あいつ』が誰を指しているのかが、タカにはわかる。

　何も答えず、タカは女神のように微笑ほほえみながらただ海を指さした。

「クソったれ……！」

　プリーチャーがシャツを脱いで海へ飛び込んだ。珍しく真剣な顔で。

　ギョロチョーはきっと一命を取り留めるだろう。アキが継いだひとつの命は、これからもたくさんの命を生かすはずだ。

　浮上した《セジング》フロートが徐々に近づいてくる。

　ぶんぶん手を振るアキの笑え顔がおが見える。

「ようやくね」

　ずいぶん遠回りしたけれど、やっとアキと世界を巡る冒険の旅に出られそうだ。

　船首の手すりから身を乗り出し、タカは相棒に叫さけんだ。

「アキ、すぐに出航よ！」
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「アキ、すぐに出航よ！」

　近づいてくるパラスアテナの船上でタカが叫さけんでいる。

　アキは《セジング》フロートからタカを見下ろし、じんと心を温めていた。

　──また、迎えに来てくれた。

　タカはみんなに必要とされているのに、いつでも自分を選んでくれる。待っていれば必ず迎えに来てくれる。タカがいてくれるおかげで、今の自分は生きているのだと強く感じる。

　シュマリに肩を貸しつつ、アキはフロートからパラスアテナに飛び乗った。

　状況はまったく把握できていないが、海上に停泊したガイア号を見ればやることは自おのずと限られてくる。

「タカちゃん、シュマリさんのケガを診てあげて！」

　久し振りに愛船のコクピットに立ち、舵かじの具合を確かめる。問題なくパラスアテナはアキの要求に応えてくれそうだ。

「アキちゃん、私はここで降りるわね～」

　シュマリと入れ替わりに、シマさんが《セジング》フロートへ降りた。話したいことはたくさんあったが、今は多くを語る時間がない。

「シマさん、行ってきます！」

「シマさん、わたし、必ず帰ってきます！」

「センさんによろしくね」

「プリーチャー、ゴメス」

「みんな、よい航海をボン・ボヤージ～」

　みなでシマさんに手を振って、《セジング》フロートに別れを告げた。

　青く透き通った《セジング》の海を、パラスアテナが光を散らして走り出す。

　船尾の風速計の留め金を外すと、カエル型の風杯が勢い良くくるくる回り出した。

「今なら風もあるわね。とりあえず、あたしたちが囮おとりになってシーロバーを引きつけるわよ」

「ヨーソロー！」

　シュマリを治療している副船長の指示に答え、アキは大きく舵だ輪りんを回した。

　風を見ながらブルーホールを振り返る。スカベンジャーの船団や《セカンドセジング》の屋上から、人々が手を振るのが見えた。きちんと別れを言えなかったのは心苦しいが、今は海賊を引きつけて立ち去ることが《セジング》への餞はなむけになるはずだ。

「オルカ、その後にパラスアテナの取るべき航路は？」

　タカが尋たずねると、オルカは「えっ」と驚き仰のけ反ぞった。

「何よ」

「……タカさん、わたしを頼ってるんですか？」

「自うぬ惚ぼれんじゃないわよ。ナビの意見を聞くだけに決まってんでしょ」

「ふーん。そうですかー。ふーん」

　オルカがニヤニヤと笑い、タカが不愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らす。しばらく見ない間に二人が仲よくなったようでアキも嬉うれしい。

「ひとまずは、当初の予定通りイロゥを経由してシキバを目指すべきです。やっぱりお金は大事ですから。補給もしたいですしね」

「あ」

　オルカの『大事』で大事なことを思い出した。

「オルカちゃん、これ」

　ダイビングポーチからオルカのペンダントを取り出し、小さな手のひらに握らせる。

「アキさん……本当に、ありがとうございます」

　オルカがペンダントを胸に抱き、珍しく声をつまらせ涙を浮かべた。

「ええと……ナンモナンモ」

　シュマリの言葉をマネてみると、タカに治療されながら本人がくすくす笑っている。

　アキと目が合うとシュマリは更に笑って目を細めた。閉じたまぶたの端に涙が丸まり、風に千切れて飛んでいく。目元は笑っているので悲しいだけの涙ではないだろう。

「そういうわけだから、あんたにはイロゥで降りてもらうわよ」

　シュマリの応急処置を終えたタカが、患者に冷たく言い放った。

「降りなくては、ダメか？」

「はぁ？」

　予想外の返答に、タカとオルカが声を揃そろえる。

「私は、ここに、いたい」

「なんでよ！　あんた地底人なんでしょ！　プリーチャーのところへ戻んなさいよ！」

「プリーチャー、言った」

　内容が複雑なのか、シュマリがアキにハンドサインを送って助けを求める。

　プリーチャーは日頃から、『おまえたちが独り立ちすることが、俺の一番の幸せだ』と部下たちに言っていたらしい。たぶん今頃は喜んでいるはずだとシュマリが手を動かす。

　そのメッセージを聞いてアキは少しほっとした。「すべて」解決するつもりだったが、お宝の『バクダン』を使ってしまったし、エアタンクもアークに置いてきたしで、スカベンジャーだけが割りを食っている状態が気がかりだった。

　そんな内容を通訳してみせると、タカが額ひたいに青筋を立てて怒鳴る。

「だからって、なんでパラスアテナなのよ！」

「生きがいが、いるから」

　間髪入れずに答えた後、少し照れ臭そうにうつむくシュマリ。

　その反応を見て、タカがアキの頰ほほに手を伸ばしてくる。

「なんなの？　あんたジゴロなの？　女と見れば口く説どかずにいられないの？」

「いふぁい、いふぁい、いふぁい！」

　なぜ自分が責められるのかアキには納得いかないが、タカはたいそうオカンムリだ。触発されたのかオルカまでもがじっとりした目でこちらを睨にらんでくる。

「とにかく！　あたしは絶対認めないわよ。ダイバーはアキで間に合ってるわ」

「わたしもイカン・ノイを表明します！　クルーは三人で十分です。今はしょうがないですけど、本当ならパッセンジャー料金が欲しいくらいですよ！」

　今はお金がないんですからとオルカが立腹してみせると、シュマリが突然ウェットスーツを脱ぎ出した。

　胸と腹にこんもりと埋まっていた貴金属が、ジャラジャラキラキラと零こぼれ落ちる。

「これでは、ダメか？」

　それは、アークのコントロールルームにあったサンゴや宝石の類たぐいだった。シュマリもぼーっとしているように見えて意外とちゃっかりしているのだなとアキは感心する。

「えっと、アークって、こういうのがないと乗れないんだって。パッセンジャー料金みたいなもの……かな？」

　アキが補足すると、オルカが信じられないという顔で衝撃を受けている。

「まさか……『鍵かぎ』って船代のことだったんですかっ!?」

「貨幣経済が崩壊しても、宝石類の価値は残るってことね」

　地底に限らず、沈む陸から逃れるアークに乗船するにはある程度の資産が必要だった。だからビフォアの人間は腐った海に潜もぐってでもサンゴを採り尽つくしたのだろうと、タカがすべてを見てきたように語る。

「世界の終わりが始まったビフォアの時代、一番荒稼ぎしたのは『ホケン業』と『グンジュ産業』らしいわ。人はどんな時でも稼ごうとするのよ。たぶん『アーク』もそんなビジネスの一環だったんでしょうね。結局『鍵』なんてたいそうな意味づけをするのは、夢見がちな学者ロマンチストだけよ。現実はいつもガッカリアルだわ」

　自身もロマンチストなタカが、はぁと大きなため息をついた。

「だからウィッチさんは、オルカちゃんからペンダントを取り上げなかったんだ……」

　女海賊ウィッチも『鍵』を欲していたが、それはオルカのペンダントでなくてもいいということを知っていたのだろう。

　アキは女船長を思い返し、ますます「かっこいい……！」を募つのらせた。

「だったら、あのサド海賊たちにアークの『鍵』は宝石ならなんでもいいって伝えれば、わたしたちはもう追われないんじゃないですか？」

　オルカがぽんと手を打ち言うと、

「無理ね。一度あんたが騙だましたからエッコゥは絶対に信じないわ」

　と、タカが即座に却下した。

「それに、ウィッチだかビッチだかって女がエッコゥと争ったのも、『鍵かぎ』の真実をあの男に知られたくなかったからでしょ。つまり、アークはエッコゥが手にすると色々まずいわけ」

「アーク……選択肢を繫つなぐハコ……方はこ舟ぶね……」

　アキは先程まで自分が乗船していた方舟を思い返す。

　アークは自動で動くキカイなど、未知の技術がたくさん詰まった新世界だったが、ウィッチの駆かるメガヨット「キルケ号」とそこまで大きな違いは感じなかった。

　そのことを伝えると、タカが『ポイントは行き先ね』と、プリーチャーに聞いた話を教えてくれる。

「アキが乗ってたアークは、アンダーとアフターを自由に行き来できる船でしょ。つまり、アッパーとかアウターに、あるいはその全部に行ける船もあるのよ。アークは目的ではなくて手段のひとつね」

　歴史の真実を初めて知ったオルカと、ある程度シュマリに聞いたがよくわかっていないアキにタカが細かい解説を加えてくれる。

　アフターは「ビフォア以降」という時代を表す言葉であると同時に、ひとつ海に暮らす選択をした人々の「世界」を表す言葉でもあった。

　現代には断絶した四つの世界が存在している。

　アキたちが暮らすひとつ海の『アフター』。

　夜空の星の彼方かなたにあるらしい『アウター』。

　既に滅んでしまった地下文明『アンダー』。

　存在場所がはっきりとしない『アッパー』。

　そして、アフターからそれらの世界を訪れるために必要なのが『アーク』だ。

「ま、アークなんてなくても、いずれ四つの選択肢は繫がるでしょうけどね」

　アフターに出回っている燃料は、ビフォアの大いなる遺産ギフトではあるが遺品プレゼントではない。産油海の台船やポンツーン（浮橋）において、現在進行形で海上ボーリングされているものだ。ゆえに遅かれ早かれアフターとアンダーは繫がる運命にあったとタカは言った。

「もしかして、わたしのお母さんとお父さんは……」

　メッセンジャーに手紙も託せない場所にいるオルカの両親は、アフター以外の選択肢のいずれかにいる可能性が高い。

「シキバの次に目指す場所が決まったわね。気が進まないけど、あのビッチと不快な仲間たちと接触して情報も集める必要があるわ」

　アキは知っている。タカはなんだかんだで優しいし、ともするとアキよりずっと冒険心が旺おう盛せいなのだ。ヒクヒク膨ふくらむ小鼻がその証拠だ──とアキ自身も興奮で鼻を動かす。

　さておきセンシブルから聞いた限りでは、ウィッチファミリーはその行方ゆくえをくらませているはずだった。手がかりも特にない。

「情報と言えば、タカさん、ドリルさんからメッセージ預かってませんでしたっけ？」

　オルカたちはドリル氏に助けられたのだと聞いて、アキの眼めの色が輝いた。

　ヒーローの活躍を見たかったなと思いつつ、アキはウキウキとメッセージの封を開ける。こんな風に手紙をくれる人物の心当たりは少ない。




『ゥチらゎシ≠バにぃるょ→』




　中のスレートには、そんな未知の文字列とぽってり厚い唇くちびるのキスマークがあった。

　その筆跡とアイコンから、差出人がまさに今噂うわさしていたウィッチだとわかるが──。

「ウィッチさん、ボク三種混合文字トレスしか読めないよ……」

　この謎なぞの暗号文がアキには読めない。

　しかしタカには読めたようで、より謎めいた言葉をつぶやいた。

「あたしとアキの冒険が大冒険に変わったわ。そしてパラスアテナがハレムになったわ」

　タカがなんともやるせない顔でため息をつく。

「つまり、シュマリさん──というより、シュマリさんの持ってきた宝石がパラスアテナに必要になったということです。この先アークに乗るために」

　オルカが少々不満気な顔で、きょとんとしているアキに聞かせてくれた。

「ほんとっ!?　よかったねシュマリさん！」

　喜ぶアキの前で、オルカが背を伸ばしてタカの肩に手を置く。

「タカさん諦あきらめましょう。周囲に自然と人が侍はべるから王子様なんですよ」

「……ふん。パラスアテナで一番偉いのはあたしよ。地底人だかなんだか知らないけど、あんたずっとこの船に乗る気なら、そのカタコト直してもらうからね！」

　タカが指を突きつけると、シュマリがこくりとうなずいた。

「タカ、教えて」

「呼び捨てにすんじゃないわよ！　だいたいあんたいくつよ？」

「十と、八、九？」

「年上……？　かっ、関係ないわ！　ネンコージョレツなんて時代錯誤も甚はなはだしいわ！」

　精一杯虚勢を張るタカを尻しり目めに、オルカがアキの耳元に口を寄せてニヤニヤと囁ささやく。

「タカさん、『おねえさん』の地位を守るのに必死なんですよ」

　聞いて「ははは……」と乾いた笑いが漏もれた。アキにも思い当たる節が大いにあった。

　罵ののしられてもニコニコ嬉うれしそうなシュマリに、タカは明らかに調子を狂わされている。

　シュマリは人が変わったように笑うようになった。実際には「変わった」のではなく、この世界で──ひとつ海で生きることを「受け入れた」のだろう。

　自分も見習わねばと思うが、何をすべきかわからないのでアキもとりあえず笑う。

「もういいわ。アキ、急いでシキバを目指して。明日までに」

　無茶すぎてさすがのアキもタカに取り合わず、ウキウキと旅の目的地に思いを馳はせた。

「シキバって、セジングよりトカイなのかな……？」

　苦手な虫が少ないという一点のみにおいて、アキはトカイが結構好きだ。

「セジングがトカイ？　へそからソチャが湧き出ちゃうわね」

　いつもの調子を取り戻し、タカが小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

「パクられた」と騒さわぐオルカを片手であしらい、パラスアテナの副船長はニヤリと笑った。

「いい、アキ？　シキバの別名は『陸ザ・ランド』よ」
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　海かい嶺れいから浮上したメガフロートの上には何もない。

　始まろうとしていた《セカンドセジング》もシーロバーに荒らされた。

　スカベンジャーたちも海賊から甚じん大だいな被害を受け、多くの船や機材を奪うばわれた。

　だが、何もない更地の滑走路にに立つ人々の顔は、やはり明るかった。




　濡ぬれた《セジング》のアスファルトの上に、二人の男が横たわっている。

　ゲホゲホと咳せき込み、飲んだ海水を吐はき出して、男たちは肩で息をしていた。

「はぁ……はぁ……おまえ、なぜ俺を助けた？　俺が憎にくくないのか？」

　頭に巻いたタウエル布を額ひたいにかけ、ギョロチョーが隣の男に問いかける。

「……あんたが海賊でも助けるさ。俺たちの仕事は海のゴミ漁あさりだからな」

　プリーチャーがここぞとばかりに憎まれ口を返した。

「俺は必死に生きようとする人間を見捨てない。たとえそいつが悪党でもな。あんたは俺たちを殺してでも家族と生きたかった。どっちもやってることは同じさ」

　たとえ人の物を盗んででも、ゴミを拾って糊こ口こうをしのいでも。必死に生きようと努力する人間を、プリーチャーは肯こう定ていする。それを否定する「神」という形けい而し上じようの存在、不ふ文ぶん律りつという同調の圧力を心の底から憎む。

「俺は、あのメッセンジャーにどうすれば償つぐなえるんだ。くそ……！　俺はセイラー失格だ」

　額のタウエル布をまぶたに引き下ろし、漁師の長が押し殺した声で泣いた。

「知らないな。宗教家にでも聞くといい」

「……だからおまえに聞いてるんだ、セイジ」

「本名で呼ぶな！　……あんたいつから気づいてたんだ？」

　神を嫌うプリーチャーは、聖人セージを思わせる自分の名を嫌っていた。そんな男についたあだ名が説教師プリーチヤーとは皮肉すぎて自分でも笑えない。

「仕事をくれと言ってくる奴やつは多いがよ、『こいつに仕事をさせてくれ。口下べ手ただがよく働く』なんつって隣で一いつ緒しよに頭を下げるお人ひと好よしはそういねぇさ」

　プリーチャーが舌打ちをして、つまらなそうに口を開いた。

「……あんたらがこの滑走路を前みたいに賑にぎわしてみせればいいさ。メッセンジャーは仕事が増えれば喜ぶだろう。あいつは俺たちの『同業者』じゃない。俺たちはあんな風に笑えない。俺はシュマリが笑うところを初めて見た」

「……そうだな。勇気の出る笑え顔がおだった」

　しばらくの間、二人の男は黙だまって《セジング》の風に吹かれた。

「しかしまいったなぁおい。ゴミ漁あさりに命を救われるとは思わなかったぜ」

　ギョロチョーが太い腕でゴシゴシと顔の下半分を拭ぬぐう。

「……ゴミ臭くて悪かったな。死んだ方がマシだというなら手を貸すぞ」

「んなわけねぇだろ。これでも感謝してるんだ。セイジ──」

　ギョロチョーがアスファルトの滑走路に起き上がり、片かた膝ひざをつく。

「あの時は悪かった。あの頃の俺は女房と子供を食わせるので精一杯だったんだ。即戦力が欲しかったんだよ。今からでもよければ、俺の船でおまえのところの若いのを二、三人面倒見させてくれ。せめてもの礼だ」

「……考えておこう」

「ありがとよ。でな、それとは別に相談があるんだがよ」

「聞きたくないね。稼ぎ頭は引き抜かれる。防ぼう魚ぎよネットもエアタンクも失った。海賊どもに稼ぎの大半を奪うばわれて、俺たちはロトウに迷う寸前だ。セジングに来てからまったくロクなことがない」

　その口ぶりの割には、プリーチャーはいつもの顔で笑っていた。

「セジングをもう一度作るために、おまえたちスカベンジャーの力を借りたい」

「断る。俺たちの仕事はゴミ漁りだ。立て直しには稼ぎがいる」

「それでいい。タダで協力しろなんて虫のいいことは言わねぇさ。おまえの言った通り、生きるためには必死にならなくちゃならねぇ。だから、おまえらがサルベージしたものを俺たちに売ってくれ」

『最初からそうすれば、誰も傷つかずに済んだ』

　そうギョロチョーに進言したのはセンシブルだった。慣れないサルベージはプロに任せ、自分たちは本業に従事した方がずっと効率がいいとオルカも言った。

　しかしギョロチョーはそれを受け入れることができなかった。なんの得もないのに笑え顔がおで働くアキを見るまでは。

「……ふん。俺たちの料金は安くないぜ」

「わかってるさ。せいぜい活きのいい大物を捕ってきてやらぁ」

「おい、あんた魚で払う気か！」

「漁師が魚を捕って何が悪い！」
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「あの二人は、魚臭いとかゴミ臭いとか言うより、水臭いやねぇ」

　ユカたんはへらへら笑いながら、フロートの端はしで拗すねたように膝ひざを抱かかえるヒシヤスに話しかけた。しかしユニークなヘアスタイルの男から反応はない。

「ちょー、ヒシヤス。ウチがうまいこと言ったんやからほめよりーや」

「うっせ」

「なー。あんた、なんでスカベンジャーの防ぼう魚ぎよネットなんて切りよったん？」

「さあな」

「アキちゃんに、恩返ししたかったんよな？」

「……あいつに恩なんかねぇよ」

「あんた、毎晩あのヨットまで泳いでいって謝ろうとしよったもんねぇ。アキちゃんが女の子なの知らんと、ワイン詐さ欺ぎで騙だましてごめんなーって」

「てっ、てめぇ！　なんでご存知だ！」

「ウチはあんたのことならなんでも知りよるが。あんたがミュージシャンから足を洗って、スカベンジャーになろうって決意しよったんも」

　魚嫌いのヒシヤスは、泳ぎが得意でも海でまっとうに生きていくことはできない。そんなヒシヤスがスカベンジャーの下もとへポンプ係として雇用を頼むのを、ユカたんは見ていた。

「ほんでもな、あんたはミュージシャンの方がかっこええ思うよ」

「それじゃ……食っていけないだろうが。セジングにはもうストレンジャーが来ねぇ」

　ヒシヤスには稼ぎが必要だった。しかし魚も触さわれない、船もない、特別な技術も持っていないチンピラは、アフターでは力仕事しかできない。沖ス仲テ仕ベのような港湾労働職は、トカイに出なければなかなかありつけない。

「ほやけん、あんた一人くらいウチが食べさしよるが。アキちゃん見よったら、それくらいがんばらないかん思うんよ」

「おまっ、それじゃ本末転倒……っ！」

「ん？　それビフォア語？　ヒシヤスたまに頭ええよね？」

「な、なんでもねーよ！　誰がおまえ様の世話なんかになるか！」
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　若い二人のやりとりを見つめながら、シマさんとセンシブルが談笑している。

「アキちゃんは、本当にすごいわね～」

「ああ。アキを見てるとなぜかみんなが笑っちまう。これほどボロボロの何もない場所にいても、生きてりゃそれでいいって思える。こんな老いぼれが明日が楽しみでしょうがない」

「うむ。さすが俺のドリルメイトだ」

「おまえさん、誰だ？」

　会話に割り込んできたドリル氏にセンシブルが問う。

「通りすがりのドリルを愛する者だ」

「……よくわからんが、アキは後悔しないように生きている。あの若さでそれを知るだけの経験があるんだろう。あいつはいいセイラーになる」

　ひと組の男女と一人のドリルを愛する者は、遠くの水平線で小さくなっていくパラスアテナを見送っていた。

「私、海に出たかったのに『過去』が辛つらくてずっと舵かじを握れなかった。でも、今日アキちゃんたちを見ていたら、いつの間にか夢中でパラスアテナを走らせてた。ずっとくすぶっていたけれど、自分にできることがやっと見つかったの」

　シマさんが目め尻じりに滲にじんだ涙を拭ぬぐう。

「うむ。まっすぐ航海してきたつもりでも、ランドマークを見失うこともある。そうやって考えられるようになるのは、また新しい目的地を見つけた時だな。俺の場合はドリルだ。ドリルと出会い、俺は悲しみの過去を超ちよう克こくしたんだ」

「誰か知らないけど、そうみたい。今は船に乗って海へ出るより、あの子たちが帰ってくる場所をきちんと作り直して迎えてあげたい。たぶん、それが私の新しい航海ね」

　明日もまた陽ひが昇るように、アキたちもきっと《セジング》に戻ってくる。オルカのことだけではなく、アキは自分の人生も変えてくれたとシマさんは笑った。

「さ～て。まずはあの大きな魚を引き上げてバーベキューね～。セジング再出発のお祭～」

「ま、今度こそ後悔しないようにするんだな。セジング再建に夢中になりすぎて、行き遅れの『トシマ』になるなよ」

　センシブルがシマさんを見てニヤリと笑う。

　アフターには名を分けて継いでいく文化が存在する。ゆえに同名の人間は多いが、揺ゆれない大地への憧しよう憬けいを込めた、『リク』、『シマ』、『ユカ』といった名は特にありふれている。

　そのため同名の者を呼び分ける方法として、「ユカたん」や、「シマさん」と、敬称込みで名前とする風潮があった。たいていは省略されるが、シマさんに正しく敬称をつけるなら「シマさんさん」だ。

　もちろんその文化に異を唱える頭の堅い者もいる。センシブルが言った『トシマ』や普段シマさんを呼ぶ時の『シマコ』は、自分より年若い者に敬称をつけたくない頑固老人のささやかな抵抗だ。それは単なる軽口であり、深い意味などまったくない……はずだった。

「どうかな～。だってそれは私の航海じゃないし～」

　シマさんがセンシブルを見てにぃっと意味ありげに笑い返す。

「い、一応聞くが、それは誰の航海になるんだ？」

「さ～？　ふふ」

　いたずらっぽく笑うシマさんを見て、老バイヤーが顔を赤らめたじろいだ。

「はっはっは。ご老人の海はまだまだ荒れそうだな。よい航海をボン・ボヤージ！」

「だからおまえさん誰なんだ！」







　　　あとがき




　イケメンが転んだ。駅のホームの何もないところで転んだ。細身スーツの背中が床につくほどツルステンとすっ転んだ彼は、ズレたオシャレメガネを鼻に乗せていた。

　僕は真顔を装いながら心中では「新喜劇だ！」と悶もん絶ぜつしていた。

　そんな風に周囲の人々がプルプル震えつつスマホをフリックする中、一人の若い女性がイケメンに声をかけた。

　するとイケメンは「お気遣いありがとう」なんてクールに言って、右手でメガネをくいっと直し、左手首をぷらんぷらんさせながら、今上ってきたばかりの階段を降りていった。

　僕は「やっぱり新喜劇だ！」と悶絶しつつ真顔でホームの列に並ぼうとした。

　油断しきっていたし、人の不幸を笑ったバチが当たったのかもしれない。

　僕も転んだ。何もないところでツルステンと転んだ。空中で体が地面と平行になるくらいきれいにすっ転びながら、僕は視界の端はしに女性を捉とらえた──。




　おはようございます、鳩はと見みすたです。ちょっぴり遅くなりましたが、パラスアテナも無事に３巻まで出させていただくことができました。これもひとえに担当の編集者様、毎回素敵なイラストを描いてくださるとろっち先生、そして読者の皆々様のおかげでございます。

　さて、今回のお話は「孤独」がひとつのテーマです。

　シングルハンドで海を行くセイラーは、毎日のように無線や衛星電話で陸の人々と連絡を取ります。船に積んだはずの物が見当たらず、「お母さん、あれどこにあるか知ってる？」なんて衛星電話で尋たずねたジェシカ・ワトソンさん（当時十六歳）は、単独無寄港世界一周の挑戦中にそんなエピソードを綴つづったブログを毎日更新していました。

　なんて書くとちっとも孤独じゃなさそうですが、少し想像してみてください。

　あなたは大おお海うな原ばらの船上にたった一人。嵐は空想の物語よりも容よう赦しやなく吹きつけます。どんなに心細くてもそばには誰もいません。船の装備はしょっちゅう壊れます。それを直すのは自分一人。直せなければ明日はありません。

　孤独に海を漂うセイラーは、いつでも自分が「世界最後の一人」と錯覚してしまう状態にあります。そんな状態で必死に生にしがみつくのは難しいでしょう。彼女たちが陸に繫つながりを求めるのは、生存の本能ゆえかもしれません。

　一方、駅のホームでツルステンした僕は、周りに人がたくさんいるのに孤独でした。想像しなくていいです。イケメンではないからです。

　そんな二つの「孤独」が今巻のテーマであり、前巻より刊行が遅れた理由でもあります。





手首ぷらんぷらんさせながら　鳩見すた
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鳩はと見みすた

クロナマコ科のニセクロナマコには毒があります。写真のように体に砂をまとっているのがクロナマコで、真っ黒で体に砂をつけていない、いかにもクロナマコって感じのナマコがニセクロナマコです。ややこしいですね（僕の書き方が）。
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イラスト／とろっち

本の装画や挿絵などを描いています。風景に人が溶け込むような絵が好きです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「鳩見すた先生」係

「とろっち先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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